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表紙の学校　福井県立福井商業高校　五十嵐裕子先生

ウェルカムピンチ！

　福　福福福福井県井県井県井井県井県井 立福立福立福立福立福立福井商井商井商井商井商井商商業高業高業高業高業高業 校チ校チ校チ校チ校チ校チアリアリアリアリアリアリーダーダーダーダーダダダー部ー部ー部ー部ー部「「「「「「ＪＥＪＥＪＥＪＥＥＪ ＴＳＴＳＴＳＴＳＴＳ」は」は」は」は」は」」は」 、昨、昨、昨昨、昨昨年度年度年度年度年度年度度、全、全、全、全、全全日本日本日本日本本チアチアチチアチアダンダンダンダンダンス選ス選ス選ス選ス選手権手権手権手権手権権権大会大会大会大会大会大会
チアチアチアチアアチアダンダンダンダダンダンス部ス部ス部ス部ス部部部門で門で門で門で門で門門 ３連３連３連連３連３連覇、覇、覇、覇覇、全米全米全米全米全米全 チアチアチアチアチアチアダンダンダンダンダ ス選ス選ス選選ス選ス選手権手権手権手権手手手 大会大会大大会大会大会チーチーチーチーチームパムパムパムパムパパフォフォフォフォフォーマーマーマーマーマンスンスンスンスンスンス部門部門部門部部門部門でもでもでももでもでも３連３連３連３連３連覇を覇を覇を覇を覇を覇を成成成成成成成
し遂し遂し遂し遂遂し遂げたげたげたげたげた強豪強豪強豪強豪豪チーチーチーチーチチームだムだムだムだムだ。他。他。他他。他。他部の部の部の部の部の部の試合試合試合試合合試合合の応の応の応の応の応の応応援や援や援や援や援援 、地、地、地、地地地、 域の域の域の域のの域のイベイベイベイベイベイベントントントントントトなどなどなどなどなどなどな にもにもにもにもにもにも出演出演出演出演出演出演し、し、し、し、し、選手選手選手選手選手選手や観や観や観や観や観観客に客に客に客に客に客 元元元元元元
気を気を気を気を気を気を与え与え与え与え与え与 る華る華る華る華華る華やかやかやかやかかやかなチなチなチなチなチなチアダアダアダアダアダアダア ンスンスンスンススス。し。し。し。し。し。しかしかしかしかししかし、現、現、現、現、現、現、 場で場で場で場で場で場で場場場 は、は、は、はは、は、、出演出演出演出演出演出演出演演時間時間時間時間時間時 が増が増が増が増が増えたえたえたえたたえ り、り、り、り、り、会場会場会場会会場が狭が狭が狭が狭狭狭が狭狭が狭かっかっかっかっかっかったりたりたりたりたりたりとととと
想定想定想定想定想定想定外の外の外の外の外の外のことことことことことことがよがよがよがよがよく起く起く起く起く起起起きるきるきるきるきるるる。戸。戸。戸。戸。戸戸惑う惑う惑う惑う惑う惑 部員部員部員部員部部員たちたちたちたちちちに、に、に、に、に、顧問顧問顧問顧問顧顧問顧 の五の五の五のの五の五十嵐十嵐十嵐十嵐十嵐十嵐裕子裕子裕子裕子裕裕子子先生先生先先生先生先生は、は、は、は、はは、「ピ「ピ「ピピ「ピピンチンチンチンチンチチこそこそこそこそこそこそチャチャチャチャチャチャンンンンン
ス！ス！ス！ス！ス！」と」と」と」と」と鼓舞鼓舞鼓舞鼓舞鼓舞鼓舞舞鼓舞するするするするするる。「。「。「。「。 思い思い思い思い思 がけがけがけがけけがが ないないないないいことことことことことことに直に直に直直に直直面し面し面し面し面面し面してもてもてもてもてもて 、動、動、動、動、動じずじずじずじずじずず、冷、冷、冷冷、冷冷静に静に静に静にに静に対応対応対応対応対応対応してしてしてしてていくいくいくいくく。ピ。ピ。ピ。ピ。ピピンチンチンチンチンチンチをををををを
楽し楽し楽し楽し楽し楽しめるめるめるめめるめるようようようようようになになになになになにななってってってってっててこそこそこそこそこそこ 、様、様、様、様様々な々な々な々な々な々な困難困難困難困難困難困難困 に立に立に立にに立ち向ち向ち向ち向ち向かえかえかえかえかえかえかえる人る人る人る人る人人間に間に間に間に間に間になれなれなれなれなれなれるとるとるとるととるとる 思う思う思う思う思う思うのでのでのでのでのでのです」す」すす」す」す」。。。。
　平　平　平平平平日３日３日３３日３３日 時間時間時間時間時間時間、土、土、土、土、、土日５日５日日５日５日５～６～６～６～６～６時間時間時間時間時間時間時間行う行う行う行う行行う行行 といといといといいう練う練う練う練練習の習の習の習の習の習の内容内容内容内容内内 は、は、は、は、は、、部員部員部員部員部員部員たちたちたちたちたちたちが自が自が自が自が自が自ら考ら考ら考ら考ら考ら考らら えるえるえるえるえるえ 。目。目。目。。目目。 指す指す指す指指すすは「は「は「は「は 自立自立自立自立自立自立・・・・
自律自律自律自律自律自 したししたしたしたたチーチーチーチーチーム」ム」ム」ム」ム」だ。だ。だ。だ。だ。「部「部「部部「部「 員一員一員一員一員一員一人ひ人ひ人ひ人ひ人ひひとりとりとりとりとと が指が指が指が指が指が 導者導者導者導者導者であであであであでああり、り、り、り、り チーチーチーチーチーチ ムやムやムやムやムやムやや自分自分自分自分自分自 に必にに必に必に必に必必必必要な要な要な要要な要なことことことこととは何は何は何は何は何は何かをかをかをかをかをか 考え考え考え考考え考え、、、、
行動行動行動行動動行 するするするするす からからからからからららか 強く強く強く強く強く強 なるなるなるなるなななる」と」と」と」とと」と」 先生先生先生先生生生は言は言は言は言は言は言う。う。うう。う。う。。そうそうそうそうそそそ したしたしたしたした姿勢姿勢姿勢姿勢姿勢は生は生は生は生は生は生生徒の徒の徒の徒の徒の徒の日常日常日常日常日常常も変も変も変も変も変も変えてえてえてえてえてていくいくいくいいくいくい 。大。大。大大。大学進学進学進学進学進学進学を学を学を学を学を学学 目目目目目
指す指す指す指す指す指 生徒生徒生徒生徒生徒生徒生徒は、は、は、は、はは 課題課題課題課課題課題や予や予や予や予や予や予習・習・習・習・習習 復習復習復習復習復習復復習復復 にしにしにしにしにに っかっかっかっかっかっ り取り取り取り取り取り組り組り組り組り組りり むこむこむこむむここむことでとでとでとでとでで時間時間時間時間時時間管理管理管理管理管理がうがうがうがうがうがうまくまくまくまくまくくなっなっなっなっなった。た。た。たた。た。高校高校高校高校高校高校卒業卒業卒業卒業卒業卒業卒 後、後、後、後、後、後後
アメアメアメアメアメアメアメリカリカリカリカへのへのへのへのののへ ダンダンダンダンダンダ ス留ス留ス留ス留留ス留ス留学を学を学を学を学を目指目指目指目指目目 す生す生す生す生生す生徒は徒は徒は徒ははは、自、自、自、自、自らＡらＡらＡらＡＡＬＴＬＴＬＴＬＴＴに頼に頼に頼に頼に頼に頼み、み、み、み、みみみ 英会英会英会英会英会英会話の話の話の話のの話の練習練習練習練習練習練習習習習を始を始を始を始を始を始めためためためためため 。「。「。「。「。「自分自分自分自分自分分自分にににに
自信自信自信自信信自自自 がながながながながながななく、く、く、く、く、くく 何と何何と何と何となくなくなくなくくなく高校高校高校校高校高校高 生活生活生活生活生活生活を送を送を送を送を送を ろうろうろうろうろうろうとしとしとしとしとしと ていていていていいていた生た生た生た生生た生徒が徒が徒が徒が徒が徒 、チ、チ、チチ、チチアダアダアダアダダア ンスンスンスンスンススを通を通を通を通を通ををを してしてしてしてて、中、中、中、中身の身の身の身の身の身のの濃い濃い濃い濃濃い濃 ３３３３３
年間年間年間年間年間年間を送を送を送を送を送を送を り、り、り、り、り、ジェジェジェジジェジェェットットットットット噴射噴射噴射噴射噴射噴射噴 のごのごのごのごのごとくとくとくとくとくく一気一気一気一気一気一気に成に成に成に成に成に 長し長し長し長し長し長し長し、世、世、世、世、世界に界に界に界に界にに羽ば羽ば羽ば羽ば羽ば羽ばたいたいたいたいたいいていていていていいく。く。く。く。。自分自自分自分自分分で自で自で自自で自で自分を分を分を分を分を分 磨き磨き磨き磨磨き磨き高高高高高高
めらめらめらめらめらめられるれるれるれるれるれれ ようようようようよよ な人な人な人な人な人になになになになになになってってってってっていきいきいきいききいききますますますますますます。全。全。全。全。全米大米大米大米大米米 会優会優会優会優会優会優優優勝を勝を勝を勝を勝を勝 目標目標目標標目標標に掲に掲に掲に掲に掲掲に掲げるげるげるげるるげ 意味意味意味意味意味意味は、は、は、は、は、そこそこそこそこそそこそ にあにあにあにあああああるのるのるのるのるのるのですですですでですです」」」。。。
　５５　５　５５８８８８８８人の人の人の人の人の人人 部員部員部員部員部員部員を束を束を束を束を束束ねるねるねるねるねるね 部長部長部長部長部長部部 はこはこはこははこはこは う言う言う言う言う言う ったったったったったた。「。「。「。「。 １年１年１年年１年年生の生の生のの生の生 時に時に時に時に時時には、は、は、は、は 先生先生先生先生先生先生が掲が掲が掲が掲が掲が掲が げるげるげるげるげるげるげげ ““““全米全米全米全米全米米米大会大会大会大会大会大会会優勝優勝優勝優勝勝優 ”””ななななな
んてんてんてんてんん 信じ信じ信じ信じ信じられられられられられなかなかなかなかななかったったったったったった。で。で。でで。ででも今も今も今も今も今も今は、は、は、は、はは、は 絶対絶対絶対絶対絶対対に優に優に優に優に 勝し勝し勝し勝し勝勝しししたいたいたいたいいた ですですですですで し、し、し、し、し そのそのそのそのののためためためためめために全に全に全に全全に全力を力を力を力を力を尽く尽く尽く尽く尽く尽 しましましましままします」す」す」す」す」す」。。。。

［フリーダイヤル］　0120 - 350455
受付時間　月～金8：00～19：00／土8：00～17：00（祝日、年末・年始を除く）
株式会社ベネッセコーポレーション岡山本社　〒700-8686 岡山市北区南方3-7-17

お客様
サービスセンター

教師と生徒の肖像

ウェ

教教師と生徒生 の肖肖像像
Cov er  Story

ジ ェ ッ ツ

ゆう　こ

2
0

1
5

 A
u

g
u

s
t

V
o

lu
m

e
3

ビ
ュ
ー
21　
●　

高
校
版　

8
月
号

http://berd.benesse.jp/


●❶　神戸大で建築学を学ぶ学生の協力を得て、復興への
足跡を写真で残す定点観測に取り組む。震災前の様子
が映像で記録されている場所や、地域の人たちに愛さ
れた憩いの場所など、１８０カ所を定期的に歩き、復興
の途にある風景を写真に収める。変わりゆく町を見な
がら、生徒たちは「つくりたい郷土の未来」を思い描く。

●❷　●❸　2013年４月にスタートした定
点観測。今後、５年、10年……と長
い時間を掛けて町の変化を記録する。
未来の大槌高校の生徒たちに引き継
がれていく活動だ。

●❹　●❺　●❻　公園づくりに高校生の意見を取
り入れたいという大槌町都市整備課の
申し入れを受けて、公園づくりワーク
ショップにも参加。震災後、公園や運動
場がなくなり、遊び場を失った子どもた
ちのために、安心して集まり、遊べる場
所を考えるなど、コミュニティーの再生
にも深くかかわっている。

●❼　小泉進次郎復興大臣政務官を迎え、大槌高校の生徒
たちが策定した「コミュニティー戦略」について意見
交換を行った。東京大の研究者らと共に考えた施策の
実現のため、大槌町は50万円の予算を計上した。

生徒のインタビューは P.26
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町の風景をじっと見つめる
いつしか、つくりたい未来が見えてくる

机上の空論は１つもない！
私たちの意見が
実際に町をつくる
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◎高大接続改革に象徴され
るように、今、高校教育を取り
巻く環境が大きく変化しよう
としています。それにどう対
応していくのかを先生方同士
で考えることも重要ですが、
同時に、今回の変化を、目の
前の生徒が抱える課題や先
生方の日々の悩み・不安を
打ち明け合う機会にすること
も出来るのではないでしょう
か。教師が今と未来を語り合
うその先に、これからの教育
のあり方・教師の役割が見
えてくるのかもしれません。

『VIEW21』高校版
編集長　柏木崇

今こそ、
教師が語り合う時

今月の表紙メッセージ
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現状把握

文部科学大臣
メッセージ

大学人
インタビュー

実践事例① 

実践事例②

座談会

高大接続改革の背景にある環境変化を捉える
「真の学ぶ力」を育むための学校教育、入試の改革を目指して
文部科学大臣、教育再生担当大臣　下村博文

大学の個別選抜改革は高校現場にどのような影響を与えるか
大阪大　未来戦略機構戦略企画室教授　川嶋太津夫

通常教科、合教科・科目、総合学習の三位一体で、真の学力を育む
群馬県・伊勢崎市立四ツ葉学園中等教育学校　

アクティブ・ラーニングと課題解決型学習で、真のリベラルアーツを追究
東京都・私立かえつ有明中学・高校

変革の時代、生徒と共に成長し続ける教師であるために
宮城県利府高校　長谷川弘和　／　東京都・私立かえつ有明中学・高校　佐野和之
宮崎県立都城泉ヶ丘高校　黒木篤

高大接続改革と
これからの教師の役割

C O N T E N T S

経験や立場が違うからこそ協働は豊かなものになる
三重県立木本高校　英語科◎山口菊夫、川上真由子

チカラ　アワセテ2
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岩手県立大槌高校　復興研究会　高校生の視点で復興を支えながら大きく成長する
ハートをこがせ！26

特集

〈ビュー21〉

１年生　夏休みの振り返り指導ツール

「アグリマイスター顕彰制度」で変わる農業高校教育
東京都立園芸高校統括校長　德田安伸／埼玉県立熊谷農業高校校長　竹本政弘／東京都立瑞穂農芸高校校長　小堀紀明

改良！　指導ツール　ビフォーアフター40

北海道札幌北高校
進学実績向上◎新課程入試の理科に対応　キャリア教育も見直し志望進路を実現

岡山県・私立岡山中学・高校
指導力向上◎教師の意識改革を進め　学校全体で生徒一人ひとりを見守る

32 指導変革の軌跡

44 半歩未来を考える教育オピニオン

「トビタテ！　留学JAPAN　日本代表プログラム高校生コース」壮行会開催レポート
48 特別企画

こ　ほり

鉱物から金属を分離する技術を追究し　ものづくりを根底から支える
秋田大　国際資源学部　柴山敦研究室

50 未来をつくる大学の研究室

京都大、大阪大、関西学院大による「高大接続フォーラム」開催！

高校教育改革、大学教育改革、入試改革─高大接続の現状と今後の動向とは

54 VIEW’S REPORT

64 Reader’s VIEW

あつし

先行実施生への指導の振り返りから考える新課程入試に向けた 2年生後半の指導のあり方
福島県立橘高校／兵庫県立加古川東高校

新課程　指導最前線28

くろ ぎ

きの もと

おお つち

みやこのじょう
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山
口　

50
歳
を
過
ぎ
て
「
理
想
の
授
業
の
実

現
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
必
要
だ
」
と
感
じ
ま
し
た
。

授
業
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
こ
と
に
不
安
が
な

か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
独
力
で

は
限
界
が
あ
る
の
で
、
昨
年
度
、
同
じ
学
年

を
一
緒
に
担
当
し
て
い
る
川
上
先
生
に
「
一

緒
に
や
ら
な
い
か
」
と
持
ち
掛
け
た
の
で
す
。

突
然
の
話
に
驚
い
た
で
し
ょ
？

川
上　

山
口
先
生
の
授
業
は
私
に
と
っ
て
は

大
き
な
目
標
の
１
つ
で
し
た
か
ら
、
そ
の
先

生
が
更
に
大
き
な
挑
戦
を
す
る
こ
と
が
驚
き

で
あ
り
、
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
私
は
大
学

時
代
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
教
育
的
利
用
に
つ
い
て
触

れ
る
機
会
が
あ
り
、
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し

た
が
、
機
械
は
苦
手
で
す
し
、
１
人
で
始
め

る
勇
気
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

あ
り
が
た
い
お
誘
い
で
し
た
。

山
口　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
い
う
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
何

を
目
指
す
の
か
、
ほ
ぼ
毎
日
、
１
年
程
掛
け

て
２
人
で
検
討
し
ま
し
た
。
理
想
の
授
業
や

育
て
た
い
生
徒
の
姿
を
随
分
語
り
合
い
ま
し

た
よ
ね
。

川
上　

は
い
、
自
分
の
授
業
観
や
指
導
観
の

ベ
ー
ス
が
出
来
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。

山
口　

こ
れ
ま
で
私
が
目
指
し
て
き
た
の

は
、
生
徒
全
員
が
英
語
を
使
う
こ
と
を
楽
し

み
な
が
ら
、
大
量
の
イ
ン
プ
ッ
ト
・
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
を
経
験
す
る
授
業
で
す
。
板
書
や
プ

リ
ン
ト
が
中
心
の
授
業
は
、
イ
ン
プ
ッ
ト
の

量
に
限
界
が
あ
り
ま
す
し
、
生
徒
の
顔
が
下

を
向
き
が
ち
に
な
る
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
、
テ
ン

ポ
良
く
展
開
し
、
生
徒
の
状
況
が
把
握
し
や

す
い
授
業
を
目
指
し
た
の
で
す
。

川
上　

私
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
点
は
、「
生
徒
の

興
味
を
引
く
こ
と
」
と
限
定
的
に
捉
え
て
い

ま
し
た
が
、
山
口
先
生
と
指
導
を
構
築
す
る

中
で
考
え
が
深
ま
り
ま
し
た
。
以
前
は
重
要

な
セ
ン
テ
ン
ス
の
み
を
板
書
し
て
い
ま
し
た

が
、
読
解
さ
せ
る
英
文
全
文
を
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
出
し
て
指
導
す
る
と
、
生
徒
が
前
後

の
文
章
と
の
関
係
を
意
識
す
る
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
。
ま
た
、
板
書
の
時
間
を
減
ら
せ

る
の
で
、
そ
の
分
、
言
語
活
動
の
時
間
を
増

や
し
て
、
挙
手
や
発
言
な
ど
、
生
徒
が
授
業

に
参
加
す
る
機
会
を
更
に
確
保
し
て
い
き
た

い
で
す
。

山
口　

教
材
づ
く
り
に
は
手
間
が
掛
か
り
、

授
業
の
展
開
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
の
で
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
気
が
抜
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

も
、
突
き
刺
さ
る
よ
う
な
生
徒
の
真
剣
な
ま

な
ざ
し
と
集
中
力
に
は
、
毎
回
感
動
を
覚
え

ま
す
。

　

も
と
も
と
私
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
趣

味
で
、
技
術
面
だ
け
で
い
え
ば
、
独
力
で

も
授
業
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
は
可
能
だ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
１
年
間

の
取
り
組
み
を
振
り
返
る
と
、
若
手
で
あ

る
川
上
先
生
な
ら
で
は
の
生
徒
の
目
線
に

立
っ
た
発
想
で
随
分
と
視
野
を
広
げ
ら
れ

ま
し
た
し
、
協
働
に
よ
っ
て
責
任
感
を
分

か
ち
合
っ
た
こ
と
で
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

授
業
改
善
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
私
と
川

上
先
生
と
は
か
な
り
年
齢
差
が
あ
り
、
生

徒
へ
の
接
し
方
や
指
導
法
は
異
な
り
ま
す

が
、
実
践
を
通
し
て
授
業
づ
く
り
の
理
念

を
共
有
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
川
上
先

生
に
も
教
材
開
発
に
取
り
組
ん
で
も
ら

い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
授
業
づ
く
り
に

更
に
ま
い
進
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

三
重
県
立
木
本
高
校　

山
口
菊
夫　
54
歳

や
ま
ぐ
ち
・
き
く
お　

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴

任
し
て
８
年
目
。
教
務
主
任
。
英
語
科
。
三
重
県

立
伊
賀
高
校
（
現
・
あ
け
ぼ
の
学
園
高
校
）、
和

歌
山
県
立
新し
ん

宮ぐ
う

高
校
な
ど
を
経
て
、木
本
高
校
へ
。

協
働
に
よ
っ
て
視
野
が
広
が
り

ス
ム
ー
ズ
な
授
業
改
善
が
実
現

三重県立木
き の

本
も と

高校　英語科
山口菊夫　川上真由子

経験や立場が違うからこそ
協働は豊かなものになる

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で

長
年
の
理
想
の
授
業
に
迫
る
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川
上　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
っ
て
、
授
業
で
や
り
た

い
こ
と
、
出
来
る
こ
と
の
可
能
性
が
広
が
り

ま
し
た
。
で
も
、
教
材
づ
く
り
を
山
口
先
生

に
頼
っ
た
り
、
機
器
の
操
作
に
戸
惑
う
こ
と

が
あ
っ
た
り
と
、
課
題
も
残
っ
て
い
ま
す
。

山
口　

課
題
が
あ
る
の
は
私
も
同
じ
で
す
。

私
は
、
授
業
内
容
が
高
度
に
な
る
あ
ま
り
、

生
徒
を
置
き
去
り
に
し
そ
う
に
な
っ
て
、「
し

ま
っ
た
！
」
と
反
省
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

分
か
ら
な
い
生
徒
を
と
こ
と
ん
支
え
よ
う
と

す
る
川
上
先
生
の
指
導
を
見
て
、
教
師
と
し

て
の
原
点
を
思
い
出
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る

ん
で
す
よ
。
２
人
の
視
点
の
違
い
に
よ
っ
て

実
践
に
深
み
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

川
上　

今
は
山
口
先
生
の
真
似
を
す
る
こ
と

で
精
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
行
く
行
く
は
自
分

の
強
み
を
生
か
せ
る
よ
う
な
形
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
法
を
模
索
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
口　

50
歳
を
超
え
て
か
ら
の
挑
戦
を
通
し

て
、
教
師
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
理
想
を
追

究
し
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

現
時
点
で
授
業
の
完
成
度
は
ま
だ
８
合
目
。

こ
れ
か
ら
も
知
恵
を
出
し
合
い
、
私
た
ち
の

頂
上
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

本
校
が
あ
る
地
域
は
外
国
人
と
接
す
る

機
会
が
少
な
く
、
英
語
と
の
接
点
は
授
業

だ
け
と
い
う
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
つ

ま
り
、
英
語
へ
の
イ
メ
ー
ジ
は
授
業
で
決

ま
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
授
業
に
楽
し
い

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
そ
し

て
、
知
識
だ
け
で
は
な
く
「
学
び
方
」
を

習
得
さ
せ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
そ
の
手
法
と
し
て
、
私
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

有
効
性
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
山
口
先
生

に
は
、
初
任
の
頃
か
ら
指
導
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、教
師
歴
４
年
目
を
迎
え
、

そ
ろ
そ
ろ
自
分
な
り
の
指
導
法
を
考
え
る

時
期
に
来
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
英
語
が

苦
手
な
生
徒
に
英
語
の
楽
し
さ
を
伝
え
る

指
導
や
、
機
械
が
苦
手
な
教
員
で
も
導
入

し
や
す
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
教
材
づ
く
り
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

三重県立木本高校
◎前身は、1920（大正9）年南牟

む

婁
ろ

郡立高等女学校。熊野市東部に位置し、近辺には「七
しち

里
り

御
み

浜
はま

」「鬼
おに

ヶ
が

城
じょう

」
など世界遺産登録の名所が多数点在する。長らく普通科・商業科・家政科があったが、1995 年に普通科・
総合学科に再編して新たなスタートを切った。2012（平成 24）年に普通科に文理コースを新設し、国公立
大や難関私立大の志望者への指導を強化している。
◎設立　1948（昭和 23）年　◎形態　全日制／普通科・総合学科／共学　◎生徒数　１学年約190人
◎２０１5年度入試合格実績（現浪計）
国公立大は、お茶の水女子大、名古屋大、三重大、首都大学東京、大阪府立大などに18人が合格。私立大は、
青山学院大、明治大、早稲田大、龍谷大、立命館大、関西学院大などに延べ116人が合格。
◎URL　http://www.mie-c.ed.jp/hkimot/

三
重
県
立
木
本
高
校　

川
上
真
由
子　
29
歳

か
わ
か
み
・
ま
ゆ
こ　

教
職
歴
３
年
。
同
校
に
赴

任
し
て
４
年
目
。
２
学
年
担
任
。
英
語
科
。

英
語
に
前
向
き
な
気
持
ち
で
臨
み

卒
業
後
も
学
び
続
け
る
生
徒
を

若
手
と
ベ
テ
ラ
ン
の
視
点
の
違
い
が

深
み
の
あ
る
実
践
を
生
み
出
す
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特
　
集

教
育
再
生
実
行
会
議
の
第
四
次
提
言
、
２
０
１
４
年
12
月
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
、
そ
し
て
、

15
年
１
月
の
「
高
大
接
続
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」
の
策
定
と
、
高
大
接
続
改
革
が
着
実
に
進
行
し
て
い
る
。

今
号
は
、
改
革
の
背
景
や
そ
の
目
的
・
狙
い
を
改
め
て
押
さ
え
つ
つ
、

現
場
の
教
師
や
学
校
が
今
回
の
改
革
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
ど
う
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
、

実
践
事
例
や
教
師
の
声
を
通
し
て
見
て
い
く
。

高
大
接
続
改
革
と

こ
れ
か
ら
の

教
師
の
役
割

「２種類のテストの導入」や「複数回受験」には反対が多いが、
入試改革の方向性には賛成が多い。

出典／ベネッセ教育総合研究所「高大接続に関する調査」（2014）　

反対賛成

現在のセンター試験の廃止 19.6 < 41.6

基礎レベル・発展レベルの2種類の「達成度テスト」（※）導入 27.2  41.4

「達成度テスト」の複数回受験 31.8  40.6

「達成度テスト（基礎レベル）」の推薦・ＡＯ入試への活用 46.9 > 26.1

「達成度テスト（発展レベル）」の結果の段階別表示（1点刻みにならないような結果表示） 32.2  31.3

共通入試を基礎とした上で各大学が多面的な評価を加えて実施する入学者選抜 63.0 > 12.1

英語における資格試験（TOEFL など）の活用 50.7 > 19.7

■全国の高校の校長1,228名

Q.あなたは、現在の改革で検討されている次のような取り組みについて、賛成ですか反対ですか。

※基礎レベル・発展レベルの２種類の「達成度テスト」は、それぞれ高大接続改革実行プランで示された「高等学校基礎学力テスト（仮称）」、「大学
入学希望者学力評価テスト（仮称）」を指す。

（％）

4August  2015
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これらの力を、高校教育、大学教育、大学入学者選抜の改革による
新しい仕組みによって育む

これからの時代に必要な力を育むために求められる
指導変革とは？　教師の役割とは？

生産年齢人口の急減、労働生産性の低迷、
グローバル化などの環境変化

文部科学大臣メッセージ
【P.8～11】

文部科学大臣、
教育再生担当大臣
下村博文

宮城県利府高校
長谷川弘和

東京都・私立
かえつ有明
中学・高校
佐野和之

宮崎県立都城泉ヶ丘高校　

黒木　篤

大学人インタビュー
【P.12～13】

大阪大　
未来戦略機構
戦略企画室教授
川嶋太津夫

改革の要旨

❶主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度（主体性･多様性･協働性）
❷知識･技能を活用して、自ら課題を発見しその解決に向けて探究し、成果などを表現するために必要な思
考力･判断力･表現力などの能力
❸❷の基礎となる知識・技能

これからの
時代に
必要な力

高校教育
◎高大接続改革と歩調を合わせた学習指導要領の抜本的な見直し
◎課題の発見と解決に向けた主体的･協働的な学習･指導方法であるアクティブ・ラー
ニングへの飛躍的充実

◎教育の質の確保・向上を図り、生徒の学習改善に役立てるための、新テスト「高等
学校基礎学力テスト（仮称）」の導入

大学教育
◎個々の授業科目などを超えた大学教育全体としてのカリキュラム･マネジメントの確立
◎主体性を持って多様な人 と々協力して学ぶことの出来るアクティブ・ラーニングへの
質的転換

大学入学者選抜
◎現行の大学入試センター試験を廃止し、「思考力・判断力・表現力」を中心に評価
する新テスト「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」の導入

◎各大学が個別に行う入学者選抜を、学力の３要素を踏まえた多面的な選抜方法を採
るものとし、多様な背景を持った学生の受け入れを促進

◎大学にとって改革のインセンティブとなるような財政措置などの支援の実施

本号のテーマ

高大接続改革

群馬県・伊勢崎市立四ツ葉学園中等教育学校 実践事例❶【P.14～17】

通常教科、合教科・科目、総合学習の三位一体で、真の学力を育む
東京都・私立かえつ有明中学・高校 実践事例❷【P.18～21】

アクティブ・ラーニングと課題解決型学習で、真のリベラルアーツを追究

指導変革

変革の時代、生徒と共に成長し続ける教師であるために 座談会【P.22～25】

教師の
役割

改革の背景 現状把握【P.6 ～7】

くろ ぎ

みやこのじょう

文部科学大臣メッ

文部
教育
下村

宮城
長谷

変革の時代、

東京
かえ
中学
佐野

に成長し続ける教

宮崎

黒木

ために

くろ

大学人インタビュー
【P.12～13】

大阪大
未来戦
戦略企
川嶋

【P.8～11】
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２
０
１
４
年
12
月
に
中
央
教
育
審
議
会

よ
り
提
出
さ
れ
た
答
申
の
冒
頭
で
は
、「
生

産
年
齢
人
口
の
急
減
、
労
働
生
産
性
の
低

迷
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
多
極
化
の
荒
波
に

挟
ま
れ
た
厳
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
る
我

が
国
に
お
い
て
も
、
世
の
中
の
流
れ
は
大

人
が
予
想
す
る
よ
り
も
は
る
か
に
早
く
、

（
中
略
）
そ
う
し
た
変
化
の
中
で
、 

こ
れ

ま
で
と
同
じ
教
育
を
続
け
て
い
る
だ
け
で

は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
通
用
す
る
力
を

子
供
た
ち
に
育
む
こ
と
は
で
き
な
い
」
と

問
題
提
起
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
10
年
時

点
で
８
１
７
４
万
人
で
あ
っ
た
生
産
年
齢

人
口
は
、
50
年
に
は
５
０
０
０
万
人
ま
で

減
少
し
（
図
１
）、
労
働
生
産
性
も
、
90

現

状

把

握

高
大
接
続
改
革
の
背
景
に
あ
る

環
境
変
化
を
捉
え
る

２
０
１
４
年
12
月
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
、
そ
し
て
そ
れ
を
受
け
て
15
年
１
月
に
策
定
さ
れ
た
「
高
大
接
続
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」

―
教
育
改
革
に
お
け
る
最
大
の
課
題
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
実
現
が
困
難
で
あ
っ
た
高
大
接
続
改
革
が
今
、

初
め
て
現
実
の
も
の
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
改
革
の
必
要
性
を
高
め
る
様
々
な
環
境
変
化
が
あ
っ
た
。

ま
す
ま
す
激
し
く
変
化
す
る
社
会
、

そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
力
と
は

出典／国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（２０１２年１月推計）」

出典／内閣府「産業別生産性の動向等について」（２０１４年３月） 

図１

図２

日本の将来推計人口 ／年代別構成比（出生中位〈死亡中位〉推計）

各国の労働生産性伸び率（実質、年代別）

日
本

米
国

英
国

フ
ラ
ン
ス

ド
イ
ツ

カ
ナ
ダ

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

韓
国

1970年代 3.71 1.04 1.83 3.09 2.60 1.30 1.01 5.24

1980年代 3.69 1.66 2.02 1.98 1.31 0.94 1.47 6.74

1990年代以降
（～2007年） 1.14 1.84 2.53 1.15 1.43 1.32 2.58 4.18
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高
大
接
続
改
革
と
こ
れ
か
ら
の
教
師
の
役
割

年
代
以
降
大
幅
に
上
昇
率
を
低
下
さ
せ
て

い
る
（
図
２
）。
そ
の
た
め
、
企
業
は
海

外
市
場
に
活
路
を
見
い
だ
そ
う
と
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
へ
の
需
要
も
高
ま
っ
て
い

る
（
図
３
、４
）。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
変
化
は
、
社
会
に
様 

々
な
課
題
を
も
た
ら
す
。
し
か
も
、
グ
ロ 

ー
バ
ル
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
膨
大 

な
情
報
が
あ
ふ
れ
る
今
、
何
が
課
題
な
の

か
も
見
い
だ
し
づ
ら
く
、
ま
た
、
複
雑
な

要
因
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
課

題
が
多
い
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
決
策
も

１
つ
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
を
生
き
る
上
で
は
、
自
ら
課
題

を
見
つ
け
、
そ
れ
を
解
決
す
る
力
が
求
め

ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な

力
・
姿
勢
は
、
日
本
の
若
者
に
は
不
足
し

て
い
る
（
図
５
）。 

　

今
回
の
改
革
で
求
め
ら
れ
て
い
る
、
課 

題
発
見
・
解
決
の
際
に
必
要
と
な
る 

「
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」 

や 「
主
体
性
・

多
様
性
・
協
働
性
」
な
ど
の
育
成
は
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
抜
く
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、
今
の
教
育
課
題
を
解
決
す
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
と
言
え
よ
う
。 

出典／厚生労働省「平成 25 年版　労働経済の分析　－構造変化
の中での雇用・人材と働き方－」 

出典／経済産業省「海外事業活動基本調査　概要 」（2013 年 7月調査／2014 年 7月調査）

出典／経済産業省「大学におけるグローバル人材育成のための指標
調査」（2012 年調査）

図３

図５
図４

企業の地域別分布比率と、海外生産比率の推移 

企業が若手社員について不足していると考える
社会人基礎力

グローバル人材需要の将来推計値 
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「
高
大
接
続
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」（
以
下
、

実
行
プ
ラ
ン
）
で
示
し
た
高
校
教
育
・
大

学
教
育
・
大
学
入
試
の
三
位
一
体
の
改
革

は
、
明
治
以
来
続
い
て
き
た
学
校
教
育
に

抜
本
的
な
転
換
を
迫
る
も
の
で
す
。

　

現
在
の
学
校
教
育
は
、
１
８
７
２
年
に

公
布
さ
れ
た
学
制
に
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
近
代
工
業
化
社
会
を
支
え
る
人
材

の
育
成
を
目
指
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

日
本
を
経
済
大
国
に
押
し
上
げ
た
優
れ
た

教
育
制
度
と
し
て
、
誇
る
べ
き
も
の
で
し
ょ

う
。
と
こ
ろ
が
、
１
９
９
０
年
代
に
入
り
、

時
代
は
情
報
化
社
会
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い

き
ま
し
た
。
科
学
技
術
の
進
展
は
極
め
て

速
く
、「
ド
ッ
グ
イ
ヤ
ー
」「
マ
ウ
ス
イ
ヤ
ー
」

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ス
等
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、キ
ャ
シ
ー
・
デ
ビ
ッ
ド

ソ
ン
氏（
現
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
大
学

院
セ
ン
タ
ー
教
授
）
は
、「
２
０
１
１
年
度

に
ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
に
入
学
し
た
子
ど

も
た
ち
の
65
％
は
、
大
学
卒
業
時
に
今
は

存
在
し
な
い
職
業
に
就
く
だ
ろ
う
」
と
い

う
研
究
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
更
に
、「
今

後
10
〜
20
年
程
度
で
、ア
メ
リ
カ
の
総
雇
用

者
の
約
47
％
の
仕
事
が
自
動
化
さ
れ
る
可

能
性
が
高
い
」
と
い
う
、マ
イ
ケ
ル
・
Ａ
・

文
部
科
学
大
臣

メ
ッ
セ
ー
ジ

「
真
の
学
ぶ
力
」を
育
む
た
め
の

学
校
教
育
、入
試
の
改
革
を
目
指
し
て

文
部
科
学
大
臣
、
教
育
再
生
担
当
大
臣　

下
村
博
文

高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
は
、
高
等
学
校
教
育
改
革
、
大
学
教
育
改
革
、
及
び
大
学
入
学
者
選
抜
改
革
を
、

シ
ス
テ
ム
と
し
て
一
体
的
に
行
う
改
革
で
あ
る
。

多
様
な
背
景
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
の
実
現
に
向
け
て
努
力
を
積
み
重
ね
、

社
会
で
活
躍
で
き
る
力
を
付
け
る
教
育
や
評
価
の
あ
り
方
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
下
村
博
文
文
部
科
学
大
臣
に
聞
い
た
。

社
会
が
劇
的
に
変
わ
る
中

教
育
も
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
る

しもむら・はくぶん◎早稲田大教育学部卒業。衆議院議員、東京都第 11区板橋
区（現在７期目）。2012 年、教育再生実行本部長就任。同年 12月から、文部科学
大臣、教育再生担当大臣。著書に『世界を照らす日本のこころ』（IBCパブリッシング）。
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高
大
接
続
改
革
と
こ
れ
か
ら
の
教
師
の
役
割

オ
ズ
ボ
ー
ン
氏
（
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大

学
准
教
授
）
の
研
究
結
果
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
あ
る
職
業
が
将
来
も
ず
っ
と
あ
る

と
は
限
ら
な
い
、
そ
の
よ
う
に
社
会
が
劇

的
に
変
化
し
て
い
く
中
で
、
教
育
だ
け
が

旧
態
依
然
と
し
た
ま
ま
で
よ
い
は
ず
が
あ

り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
が
未
来
に
花
を

開
か
せ
る
た
め
に
必
要
な
力
は
何
か
、
そ

の
力
を
育
む
た
め
に
ど
の
よ
う
な
教
育
を

す
べ
き
な
の
か
、
そ
う
し
た
根
本
的
な
意

識
改
革
・
制
度
改
革
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
私
が
文
部
科
学
大
臣
だ
か
ら

と
か
、
安
倍
政
権
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
た
と
え
政
権
が
代
わ
ろ
う
と
も
、

日
本
の
未
来
を
考
え
れ
ば
必
然
的
に
改
革

を
行
う
べ
き
事
態
に
直
面
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
の
よ
う
な
危
機
意
識
を
、

教
育
に
携
わ
る
人
た
ち
に
は
持
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

先
を
見
通
す
こ
と
が
難
し
い
時
代
に
お

い
て
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
社
会
で
自
立

し
て
活
動
し
て
い
く
た
め
の
「
真
の
学
ぶ

力
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
次
の
「
学
力
の
３

要
素
」
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

①
知
識
・
技
能
の
習
得
（
狭
義
の
学
力
）

②
知
識
・
技
能
を
活
用
し
て
、
自
ら
課
題

を
発
見
し
そ
の
解
決
に
向
け
て
探
究
し
、

成
果
等
を
表
現
す
る
た
め
に
必
要
な
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
能
力

③
主
体
性
を
持
ち
、
多
様
な
人
々
と
協
働

し
つ
つ
学
習
す
る
態
度

　

実
行
プ
ラ
ン
は
、
こ
の
「
真
の
学
ぶ
力
」

を
育
む
た
め
の
高
校
教
育
、
大
学
教
育
を

目
指
し
、
そ
う
し
た
教
育
へ
と
変
革
を
迫

る
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
大
学
入
学
者
選

抜
改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

大
学
入
学
者
選
抜
改
革
の
最
大
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
各
大
学
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

ポ
リ
シ
ー
（
入
学
者
受
け
入
れ
の
方
針
）

に
基
づ
く
、
多
面
的
な
選
抜
の
実
施
で
す
。

現
在
の
大
学
入
試
は
、
知
識
の
暗
記
・
再

生
を
一
発
勝
負
で
１
点
刻
み
に
評
価
す
る

も
の
で
、
選
抜
の
客
観
性
を
過
度
に
優
先

し
て
い
ま
す
。
そ
の
発
想
か
ら
脱
し
、
共

通
テ
ス
ト
の
「
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評

価
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
で
は
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
を
中
心
に
測
り
、
大
学
の
個

別
選
抜
で
は
小
論
文
や
面
接
、
討
論
、
高

校
時
代
の
活
動
歴
な
ど
を
判
断
材
料
に
し
、

自
学
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に

基
づ
き
、
総
合
的
に
評
価
す
る
方
法
に
す

る
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
、「
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評

価
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
は
、現
行
の
セ
ン
タ
ー

試
験
を
少
し
変
え
る
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
新
し
い
テ
ス
ト
に
な
る
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
各
大
学
が
新
し
い
入
試
形
態
を
取

り
入
れ
、入
学
後
の
学
び
、卒
業
の
基
準
と
、

ト
ー
タ
ル
に
教
育
改
革
を
推
進
で
き
る
よ

う
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
と
共
に
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
（
教
育
課
程
の

編
成
・
実
施
の
方
針
）、
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ

リ
シ
ー
（
学
位
授
与
の
方
針
）
の
一
体
的
な

策
定
を
義
務
付
け
る
た
め
の
法
令
改
正
を
、

２
０
１
５
年
度
中
を
め
ど
に
行
う
予
定
で
す
。

　

実
行
プ
ラ
ン
で
示
し
た
新
た
な
入
試
方

法
は
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
積
み
上
げ

て
き
た
力
を
多
様
な
方
法
で
「
公
正
」
に

評
価
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、「
公
平
」
さ

が
失
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念

の
声
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

入
試
に
お
い
て
「
公
正
・
公
平
」
で
あ

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
小
論
文
や
面
接
な
ど
の
方
法
や
評

価
の
仕
方
を
工
夫
す
る
必
要
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、「
公
平
」
が
保
証
で
き
な
い
か
ら

と
い
っ
て
、
従
来
通
り
学
力
試
験
１
本
と

す
る
こ
と
が
、「
真
の
学
ぶ
力
」
を
育
む
た

め
に
適
切
と
い
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
で
は
、

入
試
に
お
い
て
、
学
力
だ
け
で
な
く
、
小

論
文
、
面
接
、
課
外
活
動
な
ど
を
総
合
的

に
見
て
合
否
を
判
定
す
る
こ
と
が
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本

で
も
、
企
業
の
採
用
試
験
は
、
学
力
だ
け

で
判
断
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
大
学
入
試
も
、
人
物
を
多
面
的
・

総
合
的
に
評
価
す
る
選
抜
に
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

高
校
教
育
に
も
、「
真
の
学
ぶ
力
」
を
育

む
た
め
に
、
大
き
な
変
革
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
心
と
な
る
の
が
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、
こ
の

言
葉
が
浸
透
し
て
い
く
に
つ
れ
、
誤
解
も

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
軸
に

授
業
の
質
の
転
換
を

１
点
刻
み
で
決
ま
る
入
試
は

本
当
に
適
切
な
の
か

法
令
改
正
も
し
て

大
学
に
入
試
改
革
を
迫
る
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生
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
一
例
が
、

「
講
義
形
式
の
授
業
の
方
が
早
く
知
識
が
身

に
付
く
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
で

す
。
し
か
し
、
学
習
定
着
率
は
、
講
義
を

受
け
る
こ
と
よ
り
も
、
グ
ル
ー
プ
討
議
や

他
人
に
教
え
た
経
験
を
積
ん
だ
方
が
高
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
ア
メ
リ
カ
で
見
学
し
た
高
校
の

授
業
で
は
、
広
島
へ
の
原
爆
投
下
を
テ
ー

マ
に
討
論
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

生
徒
た
ち
が
、
自
分
の
意
見
や
歴
史
の
正

当
性
と
い
う
観
点
で
は
な
く
、
当
時
の
政

治
的
な
判
断
を
再
現
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ

カ
の
大
統
領
、
日
本
の
天
皇
な
ど
４
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
議
論
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
他
人

と
議
論
す
る
に
は
十
分
な
知
識
が
必
要
と

な
る
た
め
、
相
当
の
事
前
学
習
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
学
習
活
動
が
魅
力

的
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
知
識
・

技
能
を
得
て
い
く
と
い
う
主
体
性
に
も
つ

な
が
り
、
物
事
を
見
る
観
点
が
広
が
る
学

習
方
法
だ
と
も
感
じ
ま
し
た
。

　

も
う
１
つ
、
気
に
な
る
誤
解
は
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
子
ど
も
た
ち
が

集
団
で
討
論
す
れ
ば
よ
い
と
捉
え
て
い
る

方
が
い
る
こ
と
で
す
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
で
は
、
活
動
の
前
後
に
、
子
ど
も

自
身
が
学
習
の
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
、

学
習
を
振
り
返
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
目

標
を
立
て
、
そ
れ
が
達
成
で
き
た
の
か
を

自
分
で
確
認
す
る
こ
と
が
、
次
の
学
習
意

欲
に
結
び
付
き
、
主
体
的
な
学
習
姿
勢
を

育
ん
で
い
く
か
ら
で
す
。

　

日
本
で
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
を
取
り
入
れ
た
ば
か
り
で
、
授
業
モ
デ

ル
が
少
な
い
た
め
、
そ
の
よ
う
な
誤
解
が

あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
の
状
況

や
授
業
の
目
的
に
よ
っ
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法
は
様
々
で
す
。
授
業

時
間
が
増
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
方
法
に
は
工
夫
が
必
要
で
あ
り
、
授

業
の
質
的
な
転
換
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
も
、
文
部
科

学
省
で
は
教
員
研
修
制
度
の
拡
充
を
図
り
、

先
生
方
が
新
た
な
授
業
形
態
を
模
索
し
、

実
現
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　　

高
校
生
が
自
ら
学
習
に
向
か
う
た
め
の

枠
組
み
づ
く
り
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
高
校
生
や
大
学
生
の
家
庭
学
習

時
間
は
、
ア
メ
リ
カ
の
高
校
生
や
大
学
生

と
比
較
し
て
、
明
ら
か
に
短
い
と
い
う
調

査
結
果
が
あ
り
ま
す
。
更
に
高
校
３
年
生

で
は
、平
日
、学
校
の
授
業
時
間
以
外
に
「
全

く
」「
ほ
と
ん
ど
」
勉
強
し
て
い
な
い
生
徒

が
約
半
数
い
る
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
大
変
重
要
な
課
題
で
す
。

　

ま
た
、
約
４
割
の
大
学
が
、
高
校
段
階

ま
で
の
学
習
内
容
の
補
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
推
薦
入
試
や
Ａ
Ｏ
入
試
の
中
に
は
本

来
の
趣
旨
・
目
的
に
沿
っ
て
お
ら
ず
、
事

実
上
、
学
力
不
問
で
あ
る
た
め
に
、
大
学

で
の
学
修
に
必
要
な
学
力
が
身
に
付
い
て

い
な
い
ま
ま
入
学
し
て
し
ま
う
学
生
も
い

る
か
ら
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
は
、
日
本
の
子
ど
も
が

勉
強
が
嫌
い
だ
と
か
、
勉
強
が
出
来
な
い

と
い
う
以
前
に
、
高
校
で
勉
強
を
し
な
く

て
も
す
ま
さ
れ
て
い
る
と
い
う
制
度
上
の

問
題
が
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
直
近
の
結
果
（
２
０
１
２

年
）
で
は
、
国
単
位
で
比
較
し
た
時
に
、

日
本
は
、
読
解
力
と
科
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー

で
は
１
位
、
数
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
で
は
２

位
と
、
高
い
力
を
示
し
ま
し
た
。
小
・
中

学
校
段
階
ま
で
に
育
ん
で
き
た
力
を
更
に

伸
ば
す
た
め
に
も
、
高
校
生
が
自
ら
学
習

す
る
ス
キ
ー
ム
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
新
た
に
実
施
す
る
の
が
「
高

等
学
校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
で
す
。

高
校
生
が
身
に
付
け
る
べ
き
基
礎
学
力
が

何
か
を
示
し
、
そ
れ
を
確
実
に
学
習
し
て

い
け
る
よ
う
、
生
徒
自
ら
が
そ
の
達
成
度

を
把
握
し
、
学
習
意
欲
の
喚
起
や
学
習
の

改
善
に
結
び
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
位
置
付

け
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
高
等
学
校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
（
仮
称
）」

の
実
施
に
当
た
り
、
最
も
期
待
す
る
の
は

英
語
の
学
習
へ
の
影
響
で
す
。
文
部
科
学

省
の
調
査
で
は
、
高
校
３
年
時
の
英
語
力

が
中
学
校
卒
業
段
階
で
目
標
と
す
る
レ
ベ

ル
と
い
う
生
徒
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う

結
果
が
出
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で

は
、
高
校
３
年
間
の
英
語
の
授
業
で
、
生

徒
は
何
を
学
習
し
て
き
た
の
か
と
問
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
教
育
振
興
基
本
計
画
で

は
、
中
学
校
卒
業
段
階
、
高
校
卒
業
段
階

の
英
語
力
の
目
標
を
示
し
て
い
ま
す
が
、

「
高
等
学
校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
（
仮
称
）」

も
１
つ
の
目
標
と
し
て
、
活
用
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

英
語
に
関
し
て
い
え
ば
、
大
学
入
試
で

の
英
語
の
試
験
も
「
聞
く
、
話
す
、
読
む
、

書
く
」
の
４
技
能
を
重
視
し
た
内
容
に
シ

フ
ト
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

例
え
ば
、
セ
ン
タ
ー
試
験
で
測
る
力
は
「
読

身
に
付
け
る
べ
き
基
礎
学
力
を

確
実
に
育
成
す
る
枠
組
み
に

英
語
の
４
技
能
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
む
指
導
を
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高
大
接
続
改
革
と
こ
れ
か
ら
の
教
師
の
役
割

む
」
に
偏
重
し
、
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
が

わ
ず
か
に
課
さ
れ
る
だ
け
で
す
。
そ
の
た

め
か
、
子
ど
も
も
教
師
も
「
話
す
」「
書
く
」

学
習
を
あ
ま
り
重
視
し
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い
て
英
語

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
必

須
で
す
。
高
校
教
育
で
も
４
技
能
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
指
導

を
行
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　　

子
ど
も
た
ち
の
「
真
の
学
ぶ
力
」
を
育

む
た
め
に
実
行
プ
ラ
ン
で
は
様
々
な
改
革

を
行
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
に
最
も
影

響
力
の
あ
る
の
は
先
生
方
自
身
で
す
。
私

は
若
い
頃
、
学
習
塾
を
開
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
員
と
な
り
、
様
々
な
職
業
の

人
と
話
す
よ
う
に
な
っ
て
感
じ
た
の
は
、

教
師
は
子
ど
も
た
ち
の
人
生
を
変
え
る
影

響
力
の
あ
る
職
業
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
教
え
て
い
る
の
は
、
数
学
や
国
語
だ
っ

た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
子
ど
も

の
意
欲
を
引
き
出
す
力
が
あ
る
。
そ
う
し

た
職
業
は
他
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

気
が
か
り
な
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。

日
本
青
少
年
研
究
所
が
２
０
１
２
年
に

行
っ
た
４
か
国
の
比
較
調
査
に
よ
る
と
、

「
自
分
は
ダ
メ
な
人
間
だ
と
思
う
こ
と
が
あ

る
」
と
い
う
質
問
に
、「
よ
く
あ
て
は
ま
る
」

「
ま
あ
あ
て
は
ま
る
」
と
答
え
た
日
本
の
高

校
生
は
約
83
％
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は

約
50
％
、
中
国
と
韓
国
は
そ
れ
ぞ
れ
40
％

程
で
し
た
。
先
生
方
の
ク
ラ
ス
で
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
も
し
、
８
割
の
生
徒
が
「
自

分
は
ダ
メ
だ
と
思
う
」
と
答
え
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
。
自
分
に
自
信
の
な
い
生
徒
に

意
欲
を
持
た
せ
、
自
分
が
存
在
す
る
こ
と

が
社
会
の
役
に
立
ち
、
家
族
を
幸
せ
に
し

て
い
る
存
在
な
の
だ
と
思
え
る
よ
う
な
学

習
の
積
み
重
ね
を
す
る

│
学
校
が
そ
の

よ
う
な
場
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
数
週
間
で
も
よ
い
の
で
、
海
外

に
出
る
と
い
う
の
も
１
つ
の
方
法
だ
と
思

い
ま
す
。
日
本
で
暮
ら
す
自
分
が
い
か
に

恵
ま
れ
て
い
る
か
、
当
た
り
前
と
思
っ
て

い
た
こ
と
が
外
国
で
は
特
別
だ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
で
し
ょ
う
。
価
値
観
が
変
わ
れ

ば
、
世
界
は
広
が
り
、
何
事
に
も
前
向
き

に
な
れ
ま
す
。
文
部
科
学
省
で
は
「
ト
ビ

タ
テ
！　

留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
で
、
高
校

生
の
留
学
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
短
期
留

学
も
推
進
し
て
い
ま
す
か
ら
、
生
徒
に
ぜ

ひ
勧
め
て
く
だ
さ
い
。
あ
る
高
校
で
は
、

全
校
に
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、
約
60
人
が

希
望
し
、
校
内
選
考
で
10
人
に
絞
っ
て
応

募
し
、
５
人
が
支
援
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
他
の
生
徒
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
意
識
が
広
ま
り
、
学
校
全
体

に
プ
ラ
ス
の
効
果
が
あ
っ
た
と
、
そ
の
高

校
の
先
生
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
自
分
な
り
に
頑
張
っ
て
み
よ
う
」
と
や

る
気
が
出
た
ら
、
子
ど
も
は
放
っ
て
お
い

て
も
自
分
で
学
び
始
め
ま
す
。
そ
の
子
ど

も
の
心
を
オ
ン
に
す
る
力
が
先
生
方
に
は

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
先
生
方
自
身

が
オ
ン
に
な
る
よ
う
、
文
部
科
学
省
も
支

援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
教
育
は
、子
ど
も
の
人
生
を

変
え
る
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
。

教
師
は
、そ
う
し
た

素
晴
ら
し
い
職
業
で
す
」

子
ど
も
の
心
を
オ
ン
に
す
る

教
育
を
出
来
る
よ
う
支
援
し
た
い

11 August  2015



　

今
回
の
入
試
改
革
で
は
、
共
通
テ
ス
ト

と
し
て
「
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ

ス
ト
（
仮
称
）」
が
導
入
さ
れ
る
と
共
に
、

各
大
学
の
個
別
選
抜
を
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ポ
リ
シ
ー
（
入
学
者
受
け
入
れ
の
方
針
）

に
基
づ
き
な
が
ら
、
各
大
学
が
自
分
た
ち

の
求
め
る
学
生
を
、
書
類
審
査
や
面
接
な

ど
を
通
じ
て
よ
り
丁
寧
に
選
抜
す
る
も
の

へ
と
改
善
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
志
願
者
の
学
力
を
多
様
な
観
点
か
ら

判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る
点
で
、
私
は
今

回
の
入
試
改
革
を
評
価
し
て
い
ま
す
。

は
、「
多
様
な
背
景
を
持
っ
た
学
生
の
受
け

入
れ
を
促
進
す
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
も

必
要
で
す
。
と
い
う
の
も
、「
知
識
・
技
能
」、

「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」、「
主
体
性
・

多
様
性
・
協
働
性
」
と
い
う
学
力
の
３
要

素
の
う
ち
、
前
者
２
つ
の
学
力
に
重
点
を

置
い
た
方
式
の
入
試
も
あ
れ
ば
、
主
体
性

や
協
働
性
が
身
に
付
い
て
い
る
こ
と
を
重

視
す
る
入
試
も
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
合
っ
た
入

試
方
式
を
複
数
採
用
す
る
こ
と
で
、
大
学

は
多
様
な
学
生
を
選
抜
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

　

と
は
い
え
今
後
は
、
書
類
審
査
や
面
接

な
ど
を
通
じ
て
、
志
願
者
の
「
主
体
性
・

　

た
だ
し
問
題
は
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
す
。「
高
大
接
続
改
革
に
向
け
た
工
程

表
」
で
は
、
個
別
選
抜
改
革
に
つ
い
て
は
、

「
２
０
１
６
年
度
大
学
入
学
者
選
抜
実
施
要

項
か
ら
順
次
反
映
」
さ
せ
て
い
く
こ
と
を

求
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
大
学
は
、
Ａ
Ｏ

入
試
の
よ
う
な
一
部
の
志
願
者
で
は
な
く
、

一
般
入
試
を
受
験
す
る
数
多
く
の
志
願
者

を
対
象
に
、
そ
の
学
力
を
多
面
的
・
総
合

的
に
評
価
す
る
た
め
の
方
法
を
ま
だ
確
立

で
き
て
い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
各
大
学

は
、
徐
々
に
体
制
を
整
え
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
大
学
間
で
評
価
方
法
に
つ
い
て
の
情

報
を
交
換
・
共
有
す
る
た
め
の
仕
組
み
を

整
え
て
い
く
必
要
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

規
模
の
大
き
い
大
学
に
お
い
て
は
、
全

て
の
志
願
者
に
対
し
て
、
小
論
文
や
面
接
、

集
団
討
論
な
ど
の
丁
寧
な
試
験
を
課
す
こ

と
は
、
困
難
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
革
で
は
、一
般
入
試
、推
薦
入
試
、

Ａ
Ｏ
入
試
の
区
分
を
廃
止
す
る
こ
と
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
区
分
は

な
く
な
っ
て
も
、
一
般
入
試
の
中
で
、
面

接
や
小
論
文
な
ど
を
重
視
し
た
方
式
の
入

試
も
あ
れ
ば
、
比
較
的
従
来
の
学
力
試
験

に
近
い
方
式
の
入
試
も
あ
る
と
い
う
よ
う

に
、
複
数
の
方
式
の
入
試
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

複
数
の
方
式
の
入
試
を
実
施
す
る
こ
と

大
学
人

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

大
学
の
個
別
選
抜
改
革
は

高
校
現
場
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か

大
阪
大　

未
来
戦
略
機
構
戦
略
企
画
室
教
授　

川
嶋
太
津
夫

「
高
大
接
続
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」
で
は
、
各
大
学
の
個
別
選
抜
に
つ
い
て
、

多
面
的
・
総
合
的
に
志
願
者
を
評
価
し
て
選
抜
す
る
も
の
へ
と
改
善
す
る
こ
と
を
大
学
に
求
め
て
い
る
。

個
別
選
抜
改
革
に
対
す
る
大
学
側
の
取
り
組
み
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
個
別
選
抜
改
革
は
、
高
校
の
進
路
指
導
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
に
つ
い
て
、
川
嶋
太
津
夫
教
授
に
聞
い
た
。

大
学
も
評
価
方
法
を

ま
だ
確
立
で
き
て
い
な
い

12August  2015



ppec
iaa

l
sssu

e

特
集　

高
大
接
続
改
革
と
こ
れ
か
ら
の
教
師
の
役
割

多
様
性
・
協
働
性
」
を
測
ろ
う
と
す
る
入

試
の
比
率
が
増
え
て
い
く
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
従
来
型

の
学
力
試
験
も
、
単
に
「
知
識
・
技
能
」

を
問
う
の
で
は
な
く
、
記
述
式
や
論
述
式

の
問
題
に
よ
っ
て
、「
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
」
を
測
ろ
う
と
す
る
も
の
が
増
え

て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

高
校
の
先
生
方
の
一
番
の
関
心
事
は
、

「
今
回
の
入
試
改
革
で
、
大
学
入
試
が
実
際

に
ど
の
程
度
変
わ
る
の
か
」
と
い
う
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
大
阪
大
も
、
２
０
１
７

年
度
入
試
か
ら
全
学
部
で
「
世
界
適
塾
入

試
」
を
実
施
し
、
入
学
定
員
の
約
１
割
を

多
面
的
・
総
合
的
な
入
試
で
選
抜
し
ま
す
。

た
だ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
各
大
学
は
志

願
者
の
多
様
な
才
能
や
経
験
を
評
価
す
る

た
め
の
方
法
を
ま
だ
確
立
す
る
過
程
に
あ

り
ま
す
か
ら
、
こ
の
先
５
年
程
度
で
は
目

立
っ
た
変
化
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
小
さ
な
変
化
の
積
み
重
ね
の
中

で
、
10
年
、
15
年
先
に
は
大
き
く
変
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
特
に
次

期
学
習
指
導
要
領
の
下
で
学
ん
だ
高
校
生

が
受
験
を
す
る
２
０
２
５
年
度
以
降
の
入

試
は
、
よ
り
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」

や
「
主
体
性
・
多
様
性
・
協
働
性
」
を
重

視
し
た
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
高
大
接
続
改
革
実
行
プ
ラ
ン
の

中
で
、大
学
に
は
、デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

（
学
位
授
与
の
方
針
）、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

ポ
リ
シ
ー
（
教
育
課
程
の
編
成
・
実
施
の

方
針
）、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
の

３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
は
大
学
ご
と
の
教

育
や
入
試
の
多
様
化
・
個
性
化
が
進
ん
で

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う

な
る
と
、
高
校
現
場
の
進
路
指
導
も
、
従

来
の
指
導
だ
け
で
は
不
十
分
に
な
り
ま
す
。

各
大
学
が
、
ど
の
よ
う
な
学
生
を
育
て
る

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

教
育
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
入
試

で
は
ど
の
よ
う
な
力
を
測
ろ
う
と
し
て
い

る
の
か
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
上
で
、「
こ
の
生
徒
の
能
力
を
開
花
さ

せ
て
く
れ
る
大
学
は
ど
こ
か
」
を
考
え
な

が
ら
、
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
が
重
要
に

な
る
で
し
ょ
う
。
必
ず
し
も
難
易
度
の
高

い
大
学
が
、
そ
の
生
徒
に
適
し
た
大
学
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
適

性
や
個
性
に
応
じ
た
丁
寧
な
進
路
指
導
が

不
可
欠
に
な
る
わ
け
で
す
。

　

大
学
関
係
者
と
し
て
ぜ
ひ
高
校
に
お
願

い
し
た
い
の
は
、
情
報
開
示
の
促
進
で
す
。

大
学
が
志
願
者
の
学
力
を
多
面
的
・
総
合

的
に
評
価
す
る
た
め
に
は
、
高
校
で
の
学

習
歴
や
活
動
歴
に
関
す
る
情
報
を
的
確
に

把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
こ
の
生
徒

は
高
校
時
代
に
ど
ん
な
学
習
歴
や
活
動
歴

を
持
ち
、
本
学
に
入
学
し
た
時
に
、
ど
の

よ
う
な
力
を
ど
う
伸
ば
せ
る
か
」
と
い
っ

た
観
点
で
丁
寧
に
選
抜
を
行
う
た
め
に
も
、

高
校
側
の
情
報
開
示
が
重
要
な
の
で
す
。

大
学
は
今
、
様
々
な
教
育
情
報
を
「
大
学

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
」
と
し
て
公
開
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
同
様
の
こ
と

が
今
後
は
高
校
に
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
将
来
、
現
場
で
中
心
的
立
場
と
な

る
若
手
や
中
堅
の
先
生
方
は
、
大
学
入
試

改
革
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の
動
き
に
常

に
目
を
向
け
、
変
化
を
敏
感
に
キ
ャ
ッ
チ

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

生
徒
の
適
性
に
合
わ
せ
た

丁
寧
な
進
路
指
導
が
不
可
欠
に

かわしま・たつお◎名古屋大教育学部助手、神戸大大学教育推進
機構・大学院国際協力研究科教授などを経て現職。第８期中央教
育審議会大学分科会（大学教育部会、大学院部会）臨時委員を務
める。
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伊
勢
崎
市
立
四
ツ
葉
学
園
中
等
教
育
学

校
は
、「
四
ツ
葉
の
学
び
」
と
し
て
、「
興

味
を
喚
起
し
関
心
を
高
め
る
た
め
の
学
び
」

「
思
考
力
を
育
成
す
る
た
め
の
学
び
」「
表

現
力
を
育
成
す
る
た
め
の
学
び
」
を
授
業

の
柱
に
掲
げ
て
い
る
（
図
１
）。
こ
の
理
念

を
打
ち
出
し
た
の
は
、
１
期
生
が
４
年
生

（
高
校
１
年
生
）
に
進
級
し
た
２
０
１
２
年

４
月
の
こ
と
だ
。
１
期
生
が
高
校
段
階
に

進
級
す
る
の
を
見
据
え
て
、
従
来
型
の
授

業
か
ら
の
脱
却
を
図
る
の
が
狙
い
だ
っ
た
。

キ
ャ
リ
ア
・
グ
ロ
ー
バ
ル
担
当
総
括
の
飯

塚
秀
彦
先
生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
入
学
か
ら
３
年
間
、
１
期
生
は
主
体
的

に
考
え
、
活
動
し
、
発
表
す
る
体
験
を
授

業
で
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

高
校
で
い
き
な
り
講
義
中
心
の
授
業
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
、
生
徒
を
混
乱

さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。『
学
び
続
け
る
生
徒

の
育
成
』
と
い
う
目
標
を
実
現
す
る
た
め

に
も
、
３
つ
の
学
び
を
掲
げ
、
先
生
方
の

共
通
理
解
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
」

　

知
識
の
注
入
に
特
化
し
た
講
義
中
心
の

授
業
で
は
な
く
、
生
徒
が
主
体
的
に
活
動

す
る
中
で
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

や
主
体
性
・
協
働
性
を
高
め
る
授
業
を
追

求
し
た
い
と
い
う
教
師
の
思
い
が
、「
四
ツ

葉
の
学
び
」
と
し
て
結
実
し
た
。

　

そ
う
し
た
理
念
の
下
、
同
校
は
ど

の
よ
う
に
生
徒
を
育
て
て
い
る
の
か
。

通
常
教
科
、
合
教
科
・
科
目
、「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」（
以
下
、
総
合
学

習
）
の
３
つ
の
切
り
口
で
見
て
い
く
。

　

生
徒
の
知
的
好
奇
心
を
高
め
る
た

め
に
教
師
が
意
識
し
て
い
る
の
が
、

多
角
的
な
も
の
の
見
方
、
多
様
な
考

え
方
に
気
付
か
せ
る
こ
と
だ
。
例
え

ば
、
飯
塚
先
生
が
担
当
す
る
現
代
社

会
で
は
、
生
徒
は
次
の
よ
う
に
「
社

実
践
事
例
●

群
馬
県
・
伊
勢
崎
市
立
四
ツ
葉
学
園
中
等
教
育
学
校

通
常
教
科
、合
教
科
・
科
目
、総
合
学
習
の

三
位
一
体
で
、真
の
学
力
を
育
む

２
０
１
５
年
３
月
に
１
期
生
の
卒
業
を
迎
え
た
伊
勢
崎
市
立
四
ツ
葉
学
園
中
等
教
育
学
校
で
は
、

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
鍛
え
る
授
業
と
定
期
考
査
、
英
語
と
公
民
・
理
科
の
融
合
科
目
の
設
置
、

起
業
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
よ
り
、知
識
・
技
能
に
と
ど
ま
ら
な
い
総
合
的
な
学
力
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

大
学
進
学
後
も
主
体
的
に
学
び
続
け
る
意
欲
・
姿
勢
を
、
ど
の
よ
う
に
育
成
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

1

社
会
を
多
角
的
に
見
つ
め

生
徒
の
関
心
を
喚
起
す
る

図１ 「四ツ葉の学び」

（１）興味を喚起し関心を高めるための学び
•視聴覚教材の積極的な活用と提示の仕方の工夫
•教科・科目独自の見方や考え方の多様さに気付かせる工夫
•教科・科目内容と社会とのつながりに気付かせる工夫
•多様な答えや考え方が出せる発問の工夫

（２）思考力を育成するための学び
•授業で行ったことを確認する発問だけではなく、気付きから課題を見い
ださせ、なぜそうなるのか、なぜそうであるのかを考えさせる授業展開

•考査において、思考力を問う問題を積極的に出題する

（３）表現力を育成するための学び
•グループでの話し合い活動、共同（協働）学習を積極的に取り入れる
•レポートなどにまとめる活動を積極的に取り入れる
•考査において、文章で答えさせたり図示させたりする問題を積極的に出
題する

＊学校資料を基に編集部で作成

高
校
段
階
進
級
を
見
据
え
て

「
四
ツ
葉
の
学
び
」を
設
定
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高
大
接
続
改
革
と
こ
れ
か
ら
の
教
師
の
役
割

り
か
ら
、
生
徒
の
価
値
観
が
揺
ら
ぎ
始
め

る
。
続
い
て
、
年
齢
別
の
グ
ラ
フ
を
見
せ
、

高
齢
者
ほ
ど
自
殺
者
数
が
多
い
こ
と
を
示

し
、
そ
こ
か
ら
社
会
保
障
の
仕
組
み
や
課

題
に
つ
い
て
深
く
学
ん
で
い
く
。

　
「『
な
ぜ
、
そ
う
な
っ
て
い
る
の
か
』
と

い
う
課
題
意
識
を
持
た
せ
て
授
業
に
入
ら

な
い
と
、
生
徒
は
何
の
た
め
に
学
ぶ
の
か

が
分
か
ら
ず
、
や
ら
さ
れ
感
だ
け
が
募
り

ま
す
。
も
は
や
大
学
入
試
と
い
う
目
標
だ

け
で
、
生
徒
の
学
習
意
欲
を
引
き
上
げ
る

の
は
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
教
育

の
王
道
に
立
ち
返
り
、教

科
の
魅
力
や
面
白
さ
を

伝
え
る
こ
と
が
、
生
徒

の
主
体
的
な
学
び
を
促

す
に
は
必
須
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
」（
飯
塚
先
生
）

　

生
徒
の
授
業
へ
の
関

心
を
高
め
る
た
め
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
も
活
用
す
る
。
飯

塚
先
生
は
、「Classi

」

（
＊
）
で
生
徒
に
授
業

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て

い
る
。
毎
授
業
後
、
授

業
で
学
ん
だ
こ
と
や
教

師
へ
の
質
問
な
ど
を

「Classi

」
に
入
力
し
て

も
ら
い
、
そ
の
内
容
を

一
覧
に
し
て
「
現
社
通

信
」
と
し
て
生
徒
に
配

布
し
て
い
る
（
図
２
）。

紙
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
配
布
用
と
し

て
回
答
結
果
を
ま
と
め
る
の
に
時
間
が
掛

か
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
れ
ば
、
容
易

に
回
答
結
果
の
一
覧
を
作
成
で
き
、
生
徒

の
考
え
も
迅
速
に
学
級
内
で
共
有
で
き
る
。

　
「
生
徒
は
書
き
込
み
な
が
ら
授
業
を
振
り

返
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
学
習
内
容
の
定

着
に
も
つ
な
が
り
ま
す
し
、
教
師
は
生
徒

た
ち
の
書
き
込
み
内
容
か
ら
一
人
ひ
と
り

の
理
解
度
を
確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
、
生

徒
同
士
で
気
付
き
を
共
有
し
、
互
い
に
刺

激
し
合
う
こ
と
で
、『
自
分
も
も
っ
と
書
け

る
よ
う
に
な
り
た
い
』
な
ど
と
学
習
意
欲

の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
狙
い
と
し
て

い
ま
す
」
と
飯
塚
先
生
は
語
る
。
質
問
も

共
有
で
き
る
た
め
、
生
徒
の
疑
問
か
ら
授

業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
な
ど
、
授
業
の
進

め
方
に
も
生
か
し
て
い
る
と
い
う
。

　

定
期
考
査
で
は
、
単
に
知
識
・
技
能
を

問
う
だ
け
で
は
な
く
、
授
業
で
学
ん
だ
知

識
・
技
能
を
活
用
し
て
答
え
る
問
題
を
出

題
し
て
い
る
。
15
年
度
の
現
代
社
会
の
１

学
期
期
末
考
査
で
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

会
保
障
」
に
つ
い
て
学
ぶ
。

　

授
業
は
「
日
本
は
豊
か
な
国
か
」
と
い

う
教
師
の
問
い
掛
け
で
始
ま
る
。
９
割
以

上
の
生
徒
が
「
豊
か
な
国
」
と
答
え
た
。

そ
こ
で
、
教
師
が
年
間
３
万
人
前
後
で
推

移
す
る
グ
ラ
フ
を
示
し
、
何
を
表
す
グ
ラ

フ
か
を
グ
ル
ー
プ
で
考
え
さ
せ
る
。
し
ば

ら
く
し
て
、
グ
ラ
フ
が
日
本
の
自
殺
者
数

の
推
移
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。
こ
の
辺

＊　ソフトバンクとベネッセの合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

伊
勢
崎
市
立
四
ツ
葉
学
園
中
等
教
育
学
校

◎
２
０
０
９
年
、
伊
勢
崎
市
立
伊
勢
崎
高
校
を
前
身

に
開
校
。
教
育
目
標
は
「
自
学
・
自
律
・
共
同
・
共
生
」。

55
分
授
業
、
全
学
年
１
学
級
30
人
と
し
、
き
め
細
か

い
指
導
を
展
開
。
15
年
度
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
の
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
に
指
定
。

◎
設
立　

２
０
０
９
（
平
成
21
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
１
２
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）

国
公
立
大
は
、
群
馬
大
、
千
葉
大
、
東
京
外
国
語
大
、

東
京
学
芸
大
、
国
際
教
養
大
、
前
橋
工
科
大
、
首
都

大
学
東
京
な
ど
に
38
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、上
智
大
、

中
央
大
、
東
京
理
科
大
、
立
命
館
大
、
関
西
学
院
大

な
ど
に
延
べ
２
２
６
人
が
合
格
。
ア
メ
リ
カ
・
ミ
ズ
ー

リ
州
立
大
付
属
語
学
学
校
に
１
人
進
学
。

◎U
R
L　

http://w
w
w
.yotsuba-ss.ed.jp/

伊
勢
崎
市
立
四
ツ
葉
学
園
中
等
教
育
学
校

飯
塚
秀
彦　
い
い
づ
か
・
ひ
で
ひ
こ

教
職
歴
21
年
。同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

キ
ャ
リ
ア
・
グ
ロ
ー
バ
ル
担
当
総
括
、
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
長
。

＊学校資料をそのまま掲載

図２ 「現社通信」

真
の
思
考
力
を
問
う
問
題
を

定
期
考
査
で
出
題
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起
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
中
学
校
段
階
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
カ
テ
ィ

ブ
な
活
動
を
多
用
す
る
と
共
に
、
教
科
書

の
内
容
そ
の
も
の
を
掘
り
下
げ
、
テ
ー
マ

に
対
す
る
関
心
を
深
め
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
英
語
の
授
業
だ
け
で
は
、

多
様
な
分
野
に
わ
た
る
教
科
書
の
内
容
の

一
つ
ひ
と
つ
を
掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と
は
、

時
間
的
に
も
、
教
師
の
専
門
性
の
観
点
か

ら
も
難
し
い
。
そ
こ
で
、
同
校
で
は
、
英

語
と
公
民
・
理
科
を
合
同
で
行
う
合
教
科
・

科
目
型
の
学
校
設
定
科
目
と
し
て
、
５
年

生
文
型
の
「
現
代
社
会
と
英
語
Ⅰ
」、
６
年

生
文
型
の
「
現
代
社
会
と
英
語
Ⅱ
」、
５
年

生
理
型
の「
現
代
科
学
と
英
語
」を
設
け
た
。

文
型
で
は
世
界
史
や
政
治
・
経
済
な
ど
と

の
選
択
履
修
と
し
、
理
型
は
必
修
と
し
た
。

　

５
年
生
理
型
で
こ
の
科
目
を
必
修
と
し

た
の
は
、
理
系
志
望
者
に
は
高
校
在
学
中

か
ら
科
学
英
語
に
親
し
ん
で
お
く
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
た
か
ら
だ
。

　
「
生
徒
は
『
英
語
は
文
系
が
学
べ
ば
よ
い
』

と
考
え
が
ち
で
す
が
、
大
学
で
英
語
の
文

献
を
読
む
機
会
が
多
い
の
は
理
系
の
学
生

で
す
。
学
会
で
の
発
表
も
英
語
で
行
う
の

が
一
般
的
で
す
か
ら
、
理
系
の
生
徒
が
大

学
進
学
後
に
戸
惑
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、

高
校
段
階
か
ら
科
学
英
語
を
学
ば
せ
、
心

構
え
を
持
た
せ
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
ま
し
た
」（
飯
塚
先
生
）

　

授
業
は
、
英
語
科
と
、
地
歴
・
公
民
科

ま
た
は
理
科
（
物
理
・
化
学
・
生
物
）
の
チ
ー

ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
進
め
る
。「
現
代
社

会
と
英
語
Ⅰ
」
を
例
に
見
て
い
く
。

　

教
材
は
、
同
校
の
英
語
科
教
師
と
ア
メ

リ
カ
・
ミ
ズ
ー
リ
州
立
大
付
属
語
学
学
校

が
共
同
で
作
成
し
た
テ
キ
ス
ト
「Global 

Leadership A
cadem

y

」。
同
校
で
は
、

５
年
生
１
学
期
に
ミ
ズ
ー
リ
州
立
大
で
11

日
間
の
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、
う
ち
４

日
間
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ズ
」

と
題
し
て
、人
口
問
題
や
資
源
問
題
、経
済
、

科
学
技
術
、
情
報
な
ど
に
関
す
る
英
語
の

授
業
を
受
け
、
関
連
施
設
を
訪
問
す
る
。

そ
の
研
修
の
事
前
学
習
に
用
い
る
テ
キ
ス

ト
が
「Global Leadership A

cadem
y

」

で
、
当
日
の
講
義
と
同
じ
７
カ
テ
ゴ
リ
ー

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

授
業
は
週
４
コ
マ
で
、
２
週
間
掛
け
て

１
単
元
に
取
り
組
む
。
前
半
の
４
コ
マ
は
、

飯
塚
先
生
が
Ｔ
１
と
な
っ
て
、
単
元
に
か

か
わ
る
基
礎
知
識
や
ト
ピ
ッ
ク
を
解
説
し
、

グ
ル
ー
プ
で
調
べ
学
習
や
発
表
を
行
う
。

後
半
の
４
コ
マ
は
、
英
語
科
教
師
が
Ｔ
１

と
な
り
、
テ
キ
ス
ト
を
読
解
し
、
飯
塚
先

生
が
Ｔ
２
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
入

や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
支
援
す
る
。

　
「
現
代
科
学
と
英
語
」
は
、
英
語
科
教
師

が
科
学
の
実
験
な
ど
に
関
す
る
文
献
を
選

ん
で
作
成
し
た
テ
キ
ス
ト
を
用
い
る
。
物

理
科
教
師
と
の
合
同
授
業
で
は
、
英
語
科

教
師
の
指
導
の
下
、
振
り
子
に
関
す
る
実

験
方
法
に
つ
い
て
述
べ
た
英
文
を
読
み
、

生
徒
が
実
験
器
具
や
方
法
を
図
示
し
て
か

ら
、
物
理
科
教
師
の
指
導
に
よ
っ
て
実
際

に
装
置
を
組
み
立
て
て
実
験
を
行
う
。

　
「
教
科
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
教
師
が
生

徒
に
と
っ
て
必
要
だ
と
思
う
こ
と
を
実
験

的
に
取
り
組
め
る
の
が
合
教
科
・
科
目
の

良
い
と
こ
ろ
で
す
。
特
に
、
英
語
や
国
語

は
他
教
科
・
他
科
目
と
の
連
携
が
取
り
や

す
い
の
で
、
こ
の
２
教
科
を
起
点
に
他
教

科
と
の
合
同
授
業
を
行
っ
て
い
く
と
良
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
」（
飯
塚
先
生
）

　

生
徒
の
主
体
的
・
協
働
的
な
学
習
態
度

の
育
成
と
社
会
的
な
視
野
の
拡
大
を
図

る
た
め
、
５
・
６
年
生
の
総
合
学
習
で
は
、

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
よ

ス
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
観
点
か
ら
社
外
取
締

役
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
新
聞
記

事
を
例
示
し
、
外
部
出
身
者
を
取
締
役
に

す
る
目
的
を
説
明
さ
せ
る
論
述
問
題
を
出

題
し
た
。
社
外
取
締
役
に
つ
い
て
は
、
授

業
で
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
初
見
の
新
聞

記
事
の
内
容
と
、
既
に
学
習
し
た
株
式
会

社
の
機
能
や
取
締
役
会
の
役
割
な
ど
の
知

識
と
合
わ
せ
て
考
え
る
こ
と
を
通
し
て
、

思
考
力
を
鍛
え
る
の
が
狙
い
だ
。

　
「
教
師
は
生
徒
に
『
考
え
て
ご
ら
ん
』
と

よ
く
言
い
ま
す
が
、
比
較
し
た
り
類
推
し

た
り
す
る
も
の
を
設
け
て
い
な
い
限
り
、

本
当
の
思
考
力
・
判
断
力
を
問
う
て
い
る

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
試
験
で
も
、
文
章
を

書
か
せ
さ
え
す
れ
ば
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
を
問
う
問
題
に
な
る
と
考
え
が
ち

で
す
が
、
単
に
覚
え
た
も
の
を
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
さ
せ
る
だ
け
で
は
思
考
し
た
こ
と
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
比
較
・
類
推
す
る
も
の
を

設
け
て
、
も
う
一
段
階
深
く
考
え
さ
せ
る

こ
と
で
、
真
の
思
考
力
が
育
ま
れ
る
と
考

え
て
い
ま
す
」（
飯
塚
先
生
）

　

英
語
の
授
業
で
は
、
生
徒
が
英
語
を
使

う
必
然
性
や
話
し
た
い
と
い
う
意
欲
を
喚

合
教
科
・
科
目
の
学
校
設
定
科
目
で

教
科
書
の
内
容
の
理
解
を
深
め
る

生
徒
に
必
要
だ
と
思
う
こ
と
を

教
科
の
枠
を
超
え
Ｔ
Ｔ
で
実
践

起
業
を
テ
ー
マ
と
し
た
総
合
学
習
で

主
体
性
・
協
働
性
を
高
め
る
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高
大
接
続
改
革
と
こ
れ
か
ら
の
教
師
の
役
割

う
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
ミ
ズ
ー
リ

州
立
大
で
の
研
修
と
の
連
続
性
を
重
視
し
、

研
修
に
お
い
て
、
社
会
的
・
グ
ロ
ー
バ
ル

的
な
課
題
に
つ
い
て
視
野
を
広
げ
た
こ
と

を
受
け
て
、
帰
国
後
す
ぐ
に
研
究
テ
ー
マ

を
設
定
し
、
解
決
手
段
と
し
て
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
発
案
す
る
。

　
「
１
年
生
か
ら
培
っ
て
き
た
思
考
力
や
表

現
力
の
集
大
成
の
活
動
で
あ
る
の
と
同
時

に
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
を
設
け
る
こ
と
で

実
社
会
へ
と
視
野
を
広
げ
る
の
が
狙
い
で

す
。
社
会
を
変
え
る
た
め
に
は
、
周
り
の

人
た
ち
と
協
力
し
て
継

続
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
、

体
験
的
に
学
ん
で
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
飯
塚
先
生
）

　

活
動
は
４
〜
６
人
の

グ
ル
ー
プ
単
位
で
行

う
。
地
域
、
高
齢
者
、
環

境
、教
育
な
ど
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
を
設
定
し
、生
徒
の

希
望
を
基
に
、学
年
団
が

学
級
・
文
理
混
合
の
グ

ル
ー
プ
を
つ
く
る
。
学

級
・
文
理
混
合
と
す
る

の
は
、協
働
の
機
会
を
多

く
設
け
や
す
い
か
ら
だ
。

　

グ
ル
ー
プ
が
出
来
た

ら
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

解
決
し
た
い
テ
ー
マ
と

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
設
定
し
、
週
１
回
の

授
業
で
研
究
を
進
め
て
い
く
。
そ
の
過
程

で
は
、
必
ず
一
度
は
外
部
機
関
に
取
材
を

行
う
。
生
徒
は
自
ら
、
大
学
、
公
共
機
関
、

企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
連
絡
し
て
取
材
の

約
束
を
取
り
付
け
、
訪
問
し
、
現
状
の
課

題
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
に
つ
い
て
聞
き

取
り
調
査
を
行
う
。
訪
問
日
が
平
日
と
な
っ

た
場
合
は
、
公
欠
扱
い
と
し
て
い
る
。

　

研
究
の
成
果
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
、
ポ
ス
タ
ー
と
配
布

用
の
Ａ
４
版
プ
リ
ン
ト
１
枚
（
図
３
）
に

ま
と
め
て
、
６
年
生
１
学
期
末
に
発
表
す

る
。
発
表
会
は
全
グ
ル
ー
プ
を
無
作
為
に

４
教
室
に
分
け
て
行
い
、
生
徒
の
投
票
で

教
室
ご
と
に
最
優
秀
の
２
グ
ル
ー
プ
を
選

出
、
計
８
グ
ル
ー
プ
が
全
学
年
の
前
で
発

表
を
行
い
、
成
果
を
共
有
す
る
。

　

15
年
３
月
、
１
期
生
が
巣
立
っ
た
。
今
、

卒
業
生
か
ら
よ
く
聞
く
の
は
「
四
ツ
葉
で

の
学
び
が
、
大
学
で
の
学
び
に
役
立
っ
て

い
る
」
と
い
う
声
だ
。「
他
校
出
身
の
学
生

の
中
に
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
レ

ポ
ー
ト
で
苦
労
し
て
い
る
人
が
多
い
が
、

自
分
は
違
和
感
な
く
取
り
組
め
て
い
る
」

な
ど
、
高
校
で
の
学
び
で
身
に
付
い
た
力

が
、
大
学
の
学
び
に
必
要
な
力
で
あ
っ
た

こ
と
に
気
付
く
卒
業
生
が
少
な
く
な
い
。

　

進
学
し
た
大
学
以
外
で
行
う
一
般
向
け

の
講
座
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
積
極
的
に
参

加
す
る
卒
業
生
も
目
立
つ
と
い
う
。「
様
々

な
教
育
機
会
を
活
用
し
て
、
主
体
的
に
学

び
続
け
る
力
の
育
成
も
本
校
の
目
標
の
１

つ
で
す
。
大
学
卒
業
後
も
そ
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
自
分
自
身
を
磨
き
続
け
て
ほ
し

い
」
と
飯
塚
先
生
は
エ
ー
ル
を
送
る
。
今

後
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
利
用
し
て
、
卒
業
生

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
継
続
し
、「
四
ツ
葉
の

学
び
」
が
ど
の
よ
う
に
花
開
い
て
い
く
の

か
を
追
跡
し
て
い
く
と
い
う
。

　

課
題
は
、「
四
ツ
葉
の
学
び
」
を
教
師
全

員
が
確
実
に
実
践
す
る
こ
と
だ
。
現
状
で

は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
思
考
力
・

判
断
力
を
問
う
作
問
な
ど
に
、
全
て
の
教

科
・
科
目
が
取
り
組
め
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
今
後
は
、
同
校
の
教
師
な
ら
誰
も

が
「
四
ツ
葉
の
学
び
」
を
実
践
で
き
る
よ

う
に
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
を
進
め
、
教
師
個
々

の
指
導
力
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

＊学校資料をそのまま掲載

図３ ソーシャル・ビジネス発表資料

大
学
進
学
後
に
力
を
発
揮
す
る

四
ツ
葉
の
１
期
生
た
ち
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か
え
つ
有
明
中
学
・
高
校
は
、
東
京
湾

に
面
す
る
有
明
に
位
置
す
る
私
立
中
高
一

貫
校
だ
。
中
学
１
年
生
か
ら
高
校
１
年
生

ま
で
の
男
女
別
学
授
業
、
論
理
的
・
批
判

的
思
考
力
を
養
う
学
校
設
定
教
科
「
サ
イ

エ
ン
ス
」（
中
学
校
）
な
ど
、
特
色
あ
る

教
育
を
展
開
し
、
例
年
首
都
圏
の
有
力
大

学
に
多
く
の
人
材
を
送
り
出
し
て
い
る
。

　

長
年
、
６
年
一
貫
教
育
を
貫
い
て
き
た

同
校
が
、
２
０
１
５
年
度
に
初
め
て
高
校

入
試
を
実
施
し
た
の
は
、
大
学
入
試
を
前

提
と
し
た
従
来
の
進
学
校
の
常
識
に
と
ら

わ
れ
ず
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を
追
究

す
る
た
め
だ
。
石
川
一
郎
校
長
は
、「
現
在
、

地
球
規
模
で
起
き
て
い
る
問
題
は
、
従
来

の
枠
組
み
で
は
解
決
で
き
な
い
も
の
ば
か

り
で
す
。
そ
こ
で
必
要
に
な
る
の
は
、
知

識
を
ひ
け
ら
か
す
教
養
主
義
で
は
な
く
、

『
普
遍
性
を
志
向
す
る
態
度
』
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
こ
そ
が
真
の
教
養
で

あ
り
、
価
値
観
の
違
う
人
と
も
通
じ
合
え

る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
形
成
し
て
い
く

こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
」
と
語
る
。

　

育
成
し
た
い
人
材
像
は
設
定
し
て
い
な

い
。
そ
れ
は
、
石
川
校
長
の
次
の
よ
う
な

考
え
に
基
づ
く
。

　
「
ゴ
ー
ル
を
定
め
て
そ
こ
に
向
か
っ
て

い
く
と
い
う
逆
算
的
な
考
え
方
は
、
教
育

の
柔
軟
性
を
失
わ
せ
、
か
え
っ
て
生
徒
の

可
能
性
を
狭
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特
定
の
価
値

観
に
基
づ
い
て
目
標
を
定
め
、
み
ん
な
で

そ
こ
に
向
か
っ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
生

徒
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
を
発
揮
し
な
が
ら
、

様
々
な
方
向
に
可
能
性
を
広
げ
て
い
け
る

環
境
を
用
意
す
る
こ
と
が
、
多
様
性
を
育

む
と
い
う
意
味
で
も
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
」（
石
川
校
長
）

　

新
ク
ラ
ス
の
立
ち
上
げ
は
、
授
業
を
受

け
持
つ
10
人
の
教
師
が
集
ま
り
、
教
育

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
固
め
る
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
っ
た
。
新
ク
ラ
ス
リ
ー
ダ
ー
の
福
冨
高

彦
先
生
は
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　
「
既
成
概
念
を
取
り
払
い
、『
学
び
の
本

質
と
は
何
か
』『
現
在
の
教
育
の
課
題
は
何

か
』
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
徹
底
的
に
話
し

合
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
共
有
さ
れ
た
の
は
、

知
的
欲
求
を
喚
起
す
る
授
業
を
目
指
す
こ

と
で
す
。
大
学
入
試
に
有
効
か
否
か
と
い

う
考
え
は
い
っ
た
ん
横
に
置
き
、
何
よ
り

も
生
徒
が
学
ぶ
こ
と
を
楽
し
い
と
思
え
る

授
業
を
、
生
徒
と
教
師
が
一
緒
に
つ
く
り

上
げ
て
い
く
。
そ
の
結
果
、
生
徒
が
更
に

深
く
学
び
を
追
究
す
る
た
め
に
、
国
内
・

実
践
事
例
●

東
京
都
・
私
立
か
え
つ
有
明
中
学
・
高
校

ア
ク
ティ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ
と
課
題
解
決
型

学
習
で
、真
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
追
究

２
０
１
５
年
度
、
中
高
一
貫
校
の
か
え
つ
有
明
中
学
・
高
校
は
、
初
め
て
高
校
入
試
を
実
施
し
、

「
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
」
を
追
究
す
る
新
ク
ラ
ス
を
始
動
さ
せ
た
。
合
科
目
型
の
授
業
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を

ベ
ー
ス
に
知
的
欲
求
を
喚
起
す
る
授
業
、
論
理
的
思
考
力
・
表
現
力
を
育
て
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
、

特
色
あ
る
教
育
を
展
開
し
、
主
体
的
に
学
ぶ
生
徒
の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

2

「
学
ぶ
楽
し
さ
」
を
追
究
し

多
様
な
可
能
性
を
伸
ば
し
た
い

協
働
学
習
は
生
徒
が
互
い
に

認
め
合
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
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特
集　

高
大
接
続
改
革
と
こ
れ
か
ら
の
教
師
の
役
割

海
外
の
大
学
を
目
指
す
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
、
教
師
間
で
共
有
し
ま
し
た
」

　

そ
う
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
、
高
校
入

試
に
合
格
し
た
外
部
進
学
生
16
人
と
、
内

部
試
験
と
面
接
に
合
格
し
た
内
部
進
学
生

８
人
に
よ
る
新
ク
ラ
ス
が
、
15
年
４
月
に

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

新
ク
ラ
ス
で
行
う
教
育
の
最
大
の
特
徴

は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心

に
据
え
た
合
科
目
型
の
授
業
だ
。
ま
ず
は
、

協
働
し
て
授
業
に
取
り
組
む
素
地
を
学
級

内
に
つ
く
る
た
め
に
、
生
徒
同
士
の
関
係

性
を
深
め
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
。
発
声

の
ト
レ
ー
ナ
ー
を
招
い
て
地
声
を
出
し
合

う
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
っ
た
り
、
自
分
の

人
と
な
り
を
学
級
内
で
共
有
し
た
り
す
る

活
動
を
通
し
て
、
生
徒
同
士
が
認
め
合
う

雰
囲
気
を
醸
成
し
て
い
っ
た
。
地
歴
・
公

民
科
担
当
の
金か

な

井い

達た
つ

亮あ
き

先
生
は
、
そ
の
目

的
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
表
面
的
に
意
見
を
述
べ
合
う
だ
け
で

は
、
質
の
高
い
も
の
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

安
心
・
安
全
の
場
を
つ
く
り
、
本
当
の
自

分
を
出
せ
る
関
係
性
を
築
く
こ
と
で
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
持
ち
味
を
発
掘
で
き
る

と
考
え
ま
し
た
」

　

地
歴
・
公
民
、
理
科
を
例
に
、
授
業
の

様
子
を
見
て
い
く
。

　

地
歴
・
公
民
は
、
世
界
史
・
日
本
史
の

合
科
目
と
し
て
展
開
す
る
。
１
学
期
前
半

は
、
５
月
実
施
の
イ
ギ
リ
ス
・
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
研
修
に
関
連
し
、
幕
末
に
イ
ギ
リ
ス
に

留
学
し
た
伊
藤
博
文
ら
５
人
の
長
州
志
士

を
テ
ー
マ
と
し
た
。
授
業
は
反
転
学
習
の

手
法
を
用
い
る
。
生
徒
は
事
前
に
教
科
書

を
読
み
、
時
代
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
把
握
。

授
業
で
は
、
教
師
が
更
に
深
い
内
容
や
教

科
書
に
は
掲
載
の
な
い
情
報
を
解
説
し
た

り
、
グ
ル
ー
プ
活
動
を
行
っ
た
り
す
る
。

　

グ
ル
ー
プ
分
け
は
生
徒
同
士
の
話
し
合

い
で
決
め
る
。
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
興
味
が

あ
る
こ
と
、
深
め
た
い
テ
ー
マ
を
Ａ
３
用

紙
に
書
き
、
そ
れ
を
手
に
教
室
を
移
動
し
、

似
た
よ
う
な
テ
ー
マ
の
生
徒
と
グ
ル
ー
プ

を
つ
く
る
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
「
５
人
は
ど
う
い
う
人
物
だ
っ
た
の
か
」

「
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
様
子
」
な
ど
の
テ
ー

マ
を
設
定
し
て
協
働
で
調
べ
学
習
を
行

い
、
調
べ
て
分
か
っ
た
こ
と
や
気
付
き
を

発
表
し
、
全
員
で
共
有
し
た
。

　

１
学
期
後
半
は
近
代
の
帝
国
主
義
に
つ

い
て
学
ん
だ
。
世
界
史
の
視
点
か
ら
帝
国

主
義
や
諸
国
間
の
関
係
な
ど
を
概
観
し
、

そ
れ
ら
と
日
本
の
か
か
わ
り
を
、
日
本
史

の
立
場
か
ら
補
足
し
て
い
っ
た
。

　

１
学
期
の
期
末
考
査
は
「
帝
国
主
義
の

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
・
ポ
ス
タ
ー
を
作
り
な

さ
い
」
の
１
問
の
み
。
設
定
は
第
１
次

世
界
大
戦
前
の
１
８
７
０
年
〜
１
９
１
０

年
で
、
日
・
米
・
英
・
仏
・
独
・
露
か
ら

１
か
国
を
選
び
、
労
働
者
に
向
け
た
ポ
ス

タ
ー
を
製
作
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
解
答

時
間
は
60
分
で
、
解
答
用
紙
の
右
に
ポ
ス

タ
ー
、
左
に
そ
の
意
図
を
文
章
で
説
明
さ

せ
た
。「
単
に
帝
国
主
義
に
つ
い
て
説
明

す
る
の
で
は
な
く
、
時
代
背
景
、
各
国
の

政
府
の
方
針
、労
働
者
の
立
場
な
ど
、様
々

な
角
度
か
ら
帝
国
主
義
を
捉
え
る
こ
と

で
、
複
合
的
に
物
事
を
考
え
る
視
点
を
身

に
付
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
金

井
先
生
は
出
題
の
狙
い
を
語
る
。

　

理
科
は
物
理
・
化
学
・
生
物
・
地
学
の

東
京
都
・
私
立
か
え
つ
有
明
中
学
・
高
校

◎
嘉
悦
孝
に
よ
り
日
本
初
の
女
子
商
業
学
校
「
私
立

女
子
商
業
学
校
」
と
し
て
創
立
。
大
学
生
や
大
学
院

生
の
チ
ュ
ー
タ
ー
が
学
習
を
支
援
す
る
「
学
習
支
援

セ
ン
タ
ー
」、
図
書
・
情
報
の
拠
点
で
あ
る
「
ド
ル
フ
ィ

ン
」
な
ど
、独
自
の
学
習
支
援
体
制
を
展
開
し
て
い
る
。

◎
設
立　

１
９
０
３
（
明
治
36
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
１
６
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）

国
公
立
大
は
、
千
葉
大
、
東
京
大
、
東
京
海
洋
大
、

東
京
工
業
大
、
首
都
大
学
東
京
な
ど
に
９
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
国
際
基
督
教
大
、
上
智
大
、

東
京
理
科
大
、
明
治
大
、
立
教
大
、
早
稲
田
大
、
立

命
館
大
、
同
志
社
大
な
ど
に
延
べ
４
４
２
人
が
合
格
。

◎U
R
L　
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か
え
つ
有
明
中
学
・
高
校

金
井
達
亮　
か
な
い
・
た
つ
あ
き

教
職
歴
13
年
。同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

「
今
、
こ
の
瞬
間
を
生
き
る
。
そ
の
積
み

重
ね
が
真
の
自
分
を
つ
く
っ
て
い
く
」

か
え
つ
有
明
中
学
・
高
校

佐
野
和
之　
さ
の
・
か
ず
ゆ
き

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年

目
。
教
育
統
括
部
長
。「
存
在
そ
の
も
の

が
尊
く
、僕
ら
は
そ
れ
に
寄
り
添
う
だ
け
」

か
え
つ
有
明
中
学
・
高
校

福
冨
高
彦　
ふ
く
と
み
・
た
か
ひ
こ

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

「
教
科
書
や
教
師
を
疑
って
か
か
る
く
ら
い
ク

リ
テ
ィ
カ
ル
に
考
え
ら
れ
る
生
徒
を
育
む
」

か
え
つ
有
明
中
学
・
高
校
校
長

石
川
一
郎　
い
し
か
わ
・
い
ち
ろ
う

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年

目
。「
学
校
は
生
徒
一
人
ひ
と
り
が『
未
知
』

と
出
会
う
場
」

日
本
史
と
世
界
史
の
合
科
目
型
の

授
業
で
複
合
的
視
座
を
養
う

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
に
ロ
ジ
カ
ル
に

考
え
る
力
を
育
成
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２
学
期
以
降
は
、
宇
宙
の
誕
生
、
地
球

の
誕
生
、
生
命
の
進
化
に
つ
い
て
、
科
目

に
こ
だ
わ
ら
ず
展
開
す
る
予
定
だ
。

　

教
科
・
科
目
横
断
的
な
課
題
に
取
り
組

み
な
が
ら
論
理
的
思
考
力
や
表
現
力
を
鍛

え
る
科
目
が
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

に
相
当
す
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。
情

報
の
収
集
・
整
理
・
分
析
・
伝
達
の
サ
イ

ク
ル
を
通
し
て
、
情
報
を
自
分
な
り
に
理

解
し
、
そ
の
内
容
を
自
分
の
言
葉
で
相
手

に
伝
え
る
能
力
を
育
む
こ
と
が
狙
い
だ
。

　

授
業
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行

う
。
１
学
期
の
前
半
は
文
具
メ
ー
カ
ー
と

協
力
し
、
新
し
い
消
し
ゴ
ム
作
り
に
取
り

組
ん
だ
。
ま
ず
、
消
し
ゴ
ム
を
使
用
す
る

様
子
を
徹
底
的
に
観
察
し
、
ど
う
い
う
場

面
で
、
ど
の
よ
う
な
使
い
方
を
し
て
い
る

の
か
を
分
析
。
そ
の
結
果
を
生
徒
間
で
共

有
し
て
か
ら
、
消
し
ゴ
ム
を
切
っ
た
り
つ

な
げ
た
り
し
て
、
よ
り
使
い
や
す
い
消
し

ゴ
ム
を
考
案
し
て
発
表
し
合
い
、
最
後
に

気
付
い
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
を
、
生
徒

同
士
で
振
り
返
っ
た
。

　

評
価
は
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
基
づ
い
て

行
う（
図
）。
１
学
期
は「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」

（
学
ぶ
姿
勢
）、「
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」（
多

様
な
価
値
観
へ
の
深
い
理
解
）
の
２
つ
を

設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
う
い
う
状
態
に

あ
る
の
か
を
自
己
評
価
す
る
。

　

当
初
は
、
３
段
階
で
評
価
す
る
「
自
己

評
価
表
」
を
用
い
て
い
た
が
、
途
中
、
生

徒
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
評
価
方
法
を
変

更
し
た
。
教
育
統
括
部
長
の
佐
野
和
之
先

生
は
、「
授
業
を
進
め
る
中
で
、
徐
々
に

生
徒
た
ち
が
評
価
軸
に
違
和
感
を
訴
え
始

合
科
目
「
理
科
総
合
」
と
し
て
展
開
し
、

自
然
科
学
の
学
び
方
を
学
ぶ
。

　

１
年
生
の
１
学
期
は
ま
ず
科
学
哲
学
を

学
ぶ
。
与
え
ら
れ
た
問
い
を
グ
ル
ー
プ
で

話
し
合
う
が
、
生
徒
が
出
し
た
答
え
に
、

教
師
は
問
い
で
返
す
。「
生
徒
は
思
考
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た

こ
と
に
疑
問
を
持
ち
始
め
ま
す
。
そ
し
て
、

次
第
に
考
え
る
楽
し
さ
に
気
付
い
て
い
き

ま
す
」
と
福
冨
先
生
は
話
す
。
最
後
に
学

ん
だ
こ
と
を
意
見
文
に
ま
と
め
る
。
こ
れ

は
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
評
価
す
る
が
、
生
徒

も
そ
の
内
容
を
理
解
し
て
お
り
、
自
己
評

価
で
き
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

別
の
授
業
で
は
、
気
球
の
設
計
を
目
標

に
気
球
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
反
転
学
習
の

手
法
を
用
い
て
、
気
球
の
原
理
を
理
解
す

る
た
め
に
必
要
な
調
べ
学
習
を
課
し
て
か

ら
授
業
を
行
っ
た
。「
定
義
や
用
語
が
分

か
っ
て
も
、
気
球
の
原
理
を
理
解
す
る
の

は
難
し
く
、
知
識
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
が

い
か
に
簡
単
か
を
生
徒
は
実
感
し
ま
す
。

予
習
の
効
果
も
あ
り
、
授
業
で
は
、
知
識

を
使
い
こ
な
す
真
の
意
味
を
生
徒
は
理
解

し
て
い
き
ま
す
」
と
福
冨
先
生
は
話
す
。

　

期
末
考
査
は
教
科
書
、
ノ
ー
ト
な
ど
の

持
ち
込
み
を
可
と
し
、
思
考
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
た
出
題
と
し
た
。

生徒が作ったルーブリック。名称も、自身の状態を確認するのが目的である以上、評価という言葉はそぐわないと
いう理由で、「自己評価表」から「自己認識表」に改められた。　　　　　　　　　　＊学校資料をそのまま掲載

図 「プロジェクト」用ルーブリック

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
生
徒
自
身
が

評
価
の
た
め
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
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集　

高
大
接
続
改
革
と
こ
れ
か
ら
の
教
師
の
役
割

め
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
れ
な
ら
生

徒
が
納
得
で
き
る
も
の
に
し
た
方
が
よ
い

と
考
え
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
り
替
え
に

参
加
す
る
生
徒
を
募
り
ま
し
た
」
と
い
う
。

　

そ
の
呼
び
掛
け
に
７
人
の
生
徒
が
名
乗

り
を
上
げ
、
放
課
後
に
集
ま
っ
て
話
し
合

い
、
他
の
生
徒
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ

て
、
自
分
た
ち
の
実
感
に
合
っ
た
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
作
成
し
た
。
段
階
評
価
は
や
め
、

各
項
目
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
る
形
と
し
、

自
分
の
気
付
き
や
他
者
評
価
を
自
由
記
述

欄
に
記
入
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
「
私
た
ち
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、

今
こ
の
瞬
間
を
大
事
に
す
る
こ
と
で
す
。

何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
意

識
を
持
ち
続
け
な
が
ら
、
生
徒
が
自
分
た

ち
で
動
き
出
せ
る
場
を
用
意
し
、
教
師
は

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
徹
す
る
。
瞬
間
ご

と
に
湧
き
起
こ
る
生
徒
の
意
欲
や
衝
動
を

受
け
止
め
る
こ
と
が
、
生
徒
の
可
能
性
を

広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い

ま
す
」（
佐
野
先
生
）

　

入
学
後
間
も
な
い
５
月
下
旬
〜
６
月
上

旬
に
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
研
修
が
行
わ
れ

た
。
入
学
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

位
置
付
け
だ
が
、
課
題
探
究
の
要
素
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
併
せ

持
つ
、
密
度
の
高
い
研
修
で
あ
り
、
そ
の

経
験
は
生
徒
を
飛
躍
的
に
成
長
さ
せ
た
。

　

研
修
の
２
週
間
、
生
徒
は
一
般
家
庭
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
各
種
の
研
修
や
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
取
り
組
む
。
１
日
の
流
れ

は
次
の
通
り
だ
。
ま
ず
、
午
前
は
現
地
に

あ
る
同
校
の
研
修
所
で
３
時
間
の
授
業
を

受
け
る
。
最
初
の
２
時
間
は
、
現
地
の
英

会
話
学
校
の
教
師
か
ら
午
後
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
に
関
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
英
語

で
学
び
、
３
時
間
目
は
、
日
本
で
準
備

し
た
英
語
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
。
午
後
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
散
策
や
パ
ン

テ
ィ
ン
グ
体
験
（
＊
）
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
に
取
り
組
む
。
例
え
ば
、飲
料
メ
ー

カ
ー
の
工
場
を
見
学
し
た
日
は
、
午
前
の

１
・
２
時
間
目
に
工
場
や
商
品
の
販
売
戦

略
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
午
後
は
現
地
で

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
新
製
品
を
考
案
し
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

午
後
に
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
し
た
後
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
に
そ
の
日
学
ん

だ
こ
と
を
伝
え
、
当
日
の
体
験
を
日
記
に

記
す
。
翌
日
の
授
業
で
は
前
日
を
振
り

返
っ
て
か
ら
、
次
の
課
題
に
入
る
。
そ
の

よ
う
に
、
話
し
合
い
な
ど
で
テ
ー
マ
へ
の

理
解
を
深
め
る
場
面
、
体
験
す
る
場
面
、

振
り
返
る
場
面
が
ス
パ
イ
ラ
ル
状
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
で
、
自
分
の
成
長
や
気

付
き
を
意
識
化
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

こ
の
研
修
が
初
め
て
の
海
外
旅
行
と
い

う
生
徒
も
い
る
が
、
全
員
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
先
か
ら
研
修
所
ま
で
自
分
で
バ
ス
に

乗
っ
て
通
う
。
初
日
の
開
始
20
分
程
は
、

講
師
に
話
し
掛
け
ら
れ
て
も
答
え
ら
れ

ず
、
顔
を
上
げ
ら
れ
な
い
生
徒
も
い
た
が
、

一
度
言
葉
が
通
じ
る
と
自
信
を
深
め
、
み

る
み
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
上

達
し
て
い
っ
た
と
い
う
。「
そ
ば
で
見
て

い
て
、
生
徒
が
１
時
間
ご
と
に
進
化
し
て

い
く
の
が
分
か
り
ま
し
た
」
と
石
川
校
長

は
振
り
返
る
。

　

新
ク
ラ
ス
の
立
ち
上
げ
か
ら
３
か
月
。

生
徒
た
ち
の
成
長
は
著
し
い
。
１
学
期
末

に
は
自
分
た
ち
の
活
動
を
他
ク
ラ
ス
の
生

徒
に
も
体
験
し
て
ほ
し
い
と
い
う
生
徒
た

ち
の
希
望
を
受
け
て
、
一
般
ク
ラ
ス
と
の

合
同
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
た
。

生
徒
が
自
ら
、
一
般
ク
ラ
ス
の
学
級
担
任

に
掛
け
合
い
、
自
ら
司
会
進
行
を
務
め
て

「
未
来
の
職
業
」
を
テ
ー
マ
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
ま
た
、
７
月
の

学
校
説
明
会
で
は
、
保
護
者
や
中
学
生
に

向
け
て
新
ク
ラ
ス
で
の
学
び
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
会
場
か
ら
次
々
に
投
げ
掛
け
ら
れ
る

質
問
に
堂
々
と
答
え
て
い
た
と
い
う
。

　
「
３
か
月
間
で
生
徒
が
こ
れ
だ
け
変

わ
っ
た
の
だ
か
ら
、
私
た
ち
は
も
っ
と
徹

底
し
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
」
と

石
川
校
長
は
意
気
込
み
を
述
べ
る
。

　

今
後
の
課
題
は
、
新
ク
ラ
ス
の
成
果
を

学
校
全
体
に
普
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
だ
。

　
「
新
ク
ラ
ス
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な

教
育
が
生
徒
に
必
要
だ
と
理
解
で
き
て

も
、
実
際
に
行
う
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
ク
ラ
ス
で
し
か
出
来
な
い
こ

と
を
追
究
し
な
が
ら
、
日
々
成
長
し
て
い

く
生
徒
の
姿
か
ら
私
た
ち
教
師
が
学
び
、

自
分
た
ち
の
意
識
改
革
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」（
石
川
校
長
）

＊パントという小舟に乗ってケム川を遊覧するケンブリッジ観光の目玉の１つ。

生
徒
の
企
画
で
一
般
ク
ラ
ス
と
の

合
同
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
実
現

ス
パ
イ
ラ
ル
に
学
ぶ
英
国
研
修
で

大
き
く
成
長
し
た
生
徒
た
ち
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柏
木　

三
位
一
体
の
教
育
改
革
を
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
か
。

黒
木　

基
本
的
に
は
、
今
回
の
改
革
が
目

指
す
教
育
の
形
は
、
理
想
の
姿
な
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
中
央
教
育
審
議
会
の
答

申
を
受
け
て
策
定
さ
れ
た
「
高
大
接
続
改

革
実
行
プ
ラ
ン
」
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
で
、

５
年
後
、
10
年
後
を
見
据
え
た
教
育
に
つ

い
て
教
師
が
意
見
を
出
し
合
い
、
学
校
全

体
で
考
え
る
気
運
が
高
ま
っ
た
こ
と
は
確

か
で
す
。
本
校
で
も
、
今
年
度
か
ら
学
校

全
体
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
研

究
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

異
論
は
ほ
と
ん
ど
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

長
谷
川　

改
革
に
対
す
る
漠
然
と
し
た
不

安
は
あ
り
ま
す
が
、
今
の
ま
ま
で
は
い
け

な
い
と
い
う
意
識
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と

も
確
か
で
す
。
そ
の
意
味
で
、
私
自
身
は

こ
の
改
革
は
学
校
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
で

あ
り
、
こ
の
機
会
を
逃
し
た
ら
学
校
と
し

て
生
き
残
れ
な
い
と
い
う
危
機
感
を
持
っ

て
い
ま
す
。
私
自
身
、
昨
年
進
路
指
導
部

長
に
就
任
し
て
様
々
な
こ
と
を
一
か
ら
勉

強
し
て
い
く
中
で
、
自
分
も
ま
だ
新
し
い

こ
と
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
、
変
わ
っ
て
い

け
る
と
い
う
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

佐
野　

中
高
一
貫
校
で
あ
る
本
校
で
は
、

２
０
１
５
年
度
に
初
め
て
高
校
入
試
を
行

い
、
純
粋
な
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
追
究
す

る
１
ク
ラ
ス
を
つ
く
り
ま
し
た
（
Ｐ.
　

18
参

照
）。
授
業
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
が
中
心
で
、
知
識
の
詰
め
込
み
は
し
な

い
方
針
を
先
生
方
と
共
有
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
う
し
た
教
育
が
理

想
だ
と
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
学
校
全
体

で
新
し
い
方
針
や
取
り
組
み
に
共
通
理
解

を
持
つ
こ
と
は
、
決
し
て
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
長
谷
川
先
生
の
お
話
の
中
で
、

「
自
分
自
身
も
変
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
」

と
感
じ
た
と
い
う
の
は
、
と
て
も
重
要
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
本
当
の
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、
生
徒
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
の
で
は
な
く
、
何
が
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
状
況
を
教
師
が
許
容
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
教
師
自
身
も
悩
み
な
が

ら
生
徒
と
一
緒
に
つ
く
り
上
げ
て
い
く
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
ま
さ
に
変
わ
っ
て

い
る
と
い
う
感
覚
を
認
識
し
、
そ
れ
を
開

示
す
る
姿
勢
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
授
業
を

つ
く
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
要
素
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

柏
木　

高
大
接
続
改
革
の
そ
の
先
に
あ
る

ビ
ジ
ョ
ン
、
つ
ま
り
、
育
成
し
た
い
人
材

像
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

座

談

会

変
革
の
時
代
、生
徒
と
共
に

成
長
し
続
け
る
教
師
で
あ
る
た
め
に

高
校
教
育
、
大
学
教
育
、
そ
し
て
大
学
入
学
者
選
抜
が
三
位
一
体
と
な
っ
た
教
育
改
革
が
本
格
的
に
動
き
始
め
た
。

高
校
現
場
で
は
改
革
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
３
人
の
教
師
が
教
育
改
革
へ
の
思
い
、

新
し
い
指
導
法
の
必
要
性
、
そ
し
て
学
校
内
の
意
思
統
一
の
重
要
性
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。宮

城
県
利
府
高
校

長
谷
川
弘
和　
は
せ
が
わ
・
ひ
ろ
か
ず

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
進
路
指
導
部
長
。

担
当
教
科
は
英
語
。

改
革
を
通
し
て
自
分
が

変
わ
っ
て
い
け
る
実
感

生
徒
た
ち
に「
学
習
権
」を

渡
し
て
み
る
時
が
来
て
い
る
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高
大
接
続
改
革
と
こ
れ
か
ら
の
教
師
の
役
割 は

な
い
と
い
う
感
覚
で
十
分
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
我
々
教
師
も
完
成
し
た
存
在

で
は
な
い
の
で
す
か
ら
。

長
谷
川　

定
め
ら
れ
た
狭
い
枠
の
中
で
の

正
解
、
成
功
を
超
え
て
、
広
い
社
会
の
中

で
他
者
と
協
働
し
な
が
ら
新
し
い
価
値
を

探
し
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
人
が
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
で
は
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

佐
野　
「
こ
こ
ま
で
」
と
い
う
枠
を
決
め

る
こ
と
自
体
が
、
生
徒
の
可
能
性
を
狭
め

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
我
々
教
師
に
も
、「
高
校
生
は

こ
の
程
度
出
来
れ
ば
十
分
」
と
い
う
思
い

込
み
が
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
既

存
の
教
育
の
あ
り
方
と
は
違
う
、
別
の
方

法
を
提
示
す
れ
ば
、
生
徒
は
際
限
な
く
伸

び
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ろ
そ
ろ
、

私
た
ち
教
師
の
手
に
あ
る
「
教
育
権
」
を
、

生
徒
に
「
学
習
権
」
と
し
て
渡
し
て
み
る

時
期
が
来
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

柏
木　

主
体
的
な
学
び
で
あ
る
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、
ま
さ
に
生
徒
が
「
学

習
権
」
を
手
に
し
た
活
動
と
言
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

佐
野　

内
発
的
な
動
機
が
湧
き
起
こ
っ

た
時
に
生
徒
が
急
速
に
変
わ
っ
て
い
く
姿

を
、
我
々
教
師
は
何
度
も
目
に
し
て
き
ま

し
た
。
そ
う
し
た
変
革
を
起
こ
す
に
は
、

対
話
を
始
め
と
し
た
協
働
作
業
を
通
し

て
、
生
徒
が
異
質
な
他
者
と
出
会
っ
た
り
、

自
分
自
身
と
向
き
合
っ
た
り
す
る
場
面
を

す
。
ど
う
生
き
た
い
の
か
を
自
分
自
身
に

問
い
掛
け
、
そ
の
た
め
に
大
学
入
試
が
必

要
な
ら
ば
、そ
れ
に
挑
戦
す
る
。
そ
う
い
っ

た
内
発
的
な
意
欲
を
育
む
場
を
ど
れ
だ
け

教
師
が
用
意
で
き
る
か
が
重
要
で
す
。

黒
木　

こ
れ
か
ら
の
人
材
像
は
、
教
え
込

み
に
よ
っ
て
完
成
に
近
付
け
る
も
の
と
は

一
線
を
画
す
の
で
し
ょ
う
ね
。
思
考
力
や

判
断
力
、
主
体
性
な
ど
の
全
て
を
高
校
卒

業
時
ま
で
に
完
全
に
身
に
付
け
さ
せ
る
の

は
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ

た
力
や
姿
勢
、
態
度
を
身
に
付
け
る
た
め

の
経
験
を
高
校
の
時
か
ら
積
ん
で
、
花
開

く
の
は
大
学
や
社
会
に
出
た
時
で
も
遅
く

佐
野　

個
別
の
能
力
、
ス
キ
ル
に
生
き

方
を
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
人

生
を
生
き
抜
こ
う
と
し
、
挑
戦
で
き
る
人

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
れ
こ
そ
が
主

体
的
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

宮
崎
県
立
都み

や
こ
の

城じ
ょ
う

泉
ヶ
丘
高
校

◎
設
立　
１
８
９
９
（
明
治
32
）
年　

◎
形
態　
全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学

◎
生
徒
数　
１
学
年
約
２
８
０
人　

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　

国
公
立
大

は
、
筑
波
大
、
名
古
屋
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
、
広
島
大
、

九
州
大
、
熊
本
大
、
宮
崎
大
、
鹿
児
島
大
、
北
九
州
市
立
大
、

宮
崎
公
立
大
な
ど
に
１
５
０
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
中
央

大
、
法
政
大
、
明
治
大
、
早
稲
田
大
、
立
命
館
大
、
宮
崎
国

際
大
な
ど
に
延
べ
２
１
２
人
が
合
格
。

◎
住
所　
〒
8
8
5
‐
0
0
3
3

宮
崎
県
都
城
市
妻
ヶ
丘
町
27
街
区
15
号

◎
電
話　
0
9
8
6
‐
2
3
‐
0
2
2
3　

◎
Ｕ
Ｒ
Ｌ　http://w

w
w
.

m
iyazaki-c.ed.jp/m

iyakonojoizum
igaoka-h/

東
京
都
・
私
立
か
え
つ
有
明
中
学
・
高
校

※
学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
、
 Ｐ.  

19
参
照
。

宮
城
県
利
府
高
校

◎
設
立　
１
９
８
４
（
昭
和
59
）
年　

◎
形
態　
全
日
制
／
普
通
科
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科
／
共
学

◎
生
徒
数　
１
学
年
約
２
８
０
人　

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大

は
、
宮
城
大
、
山
形
大
、
福
島
大
な
ど
に
４
人
が
合
格
。
私

立
大
は
、
尚
絅
学
院
大
、
仙
台
大
、
東
北
学
院
大
、
東
北
福

祉
大
、
宮
城
学
院
女
子
大
、
帝
京
大
、
東
海
大
、
日
本
女
子

体
育
大
、
日
本
体
育
大
、
明
治
大
、
明
治
学
院
大
、
立
教
大
、

神
奈
川
大
な
ど
に
延
べ
１
７
８
人
が
合
格
。

◎
住
所　
〒
9
8
1
‐
0
1
3
3

宮
城
県
宮
城
郡
利
府
町
青
葉
台
1
‐
1
‐
1

◎
電
話　
0
2
2
‐
3
5
6
‐
3
1
1
1　

◎
Ｕ
Ｒ
Ｌ　http://rifu-h.m

ysw
an.ne.jp

東
京
都
・
私
立
か
え
つ
有
明
中
学
・
高
校

佐
野
和
之　
さ
の
・
か
ず
ゆ
き

教
職
歴
21
年
。
埼
玉
県
私
立
高
校
で
の
勤
務
を
経
て
同
校
へ
。

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。教
育
統
括
部
長
。担
当
教
科
は
理
科
。

宮
崎
県
立
都み

や
こ
の

城じ
ょ
う

泉
ヶ
丘
高
校

黒
木 
篤　
く
ろ
ぎ
・
あ
つ
し

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
進
路
指
導
主
事
。

担
当
教
科
は
地
歴
・
公
民
。

『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
高
校
版
編
集
長

柏
木 

崇　

か
し
わ
ぎ
・
た
か
し

内
面
に
抱
い
た
違
和
感
が

主
体
性
へ
の
第
一
歩
に
な
る
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気
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

黒
木　

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
つ

い
て
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
と
、「
同

じ
ク
ラ
ス
の
友
人
が
、
自
分
と
は
違
う
次

元
で
考
え
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
」「
こ
れ

ま
で
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
視
点
で
の

意
見
が
出
て
き
て
面
白
か
っ
た
」
と
い
っ

た
感
想
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
。
そ
う

し
た
気
付
き
の
有
無
は
、
教
科
学
力
の
高

さ
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
ま
せ
ん
。

毎
時
間
の
授
業
で
、
協
働
的
な
活
動
の
場

面
を
つ
く
る
こ
と
で
、「
多
様
な
意
見
が

こ
の
教
室
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
」
と
い

う
安
心
感
が
醸
成
さ
れ
れ
ば
、
更
に
多
く

の
生
徒
が
自
分
の
意
見
を
た
め
ら
う
こ
と

な
く
出
す
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

長
谷
川　

私
自
身
も
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
に
つ
い
て
は
勉
強
を
始
め
た
ば
か

り
で
す
が
、「
主
体
的
な
学
び
を
支
援
す

る
」
と
い
う
狙
い
は
、
実
は
今
ま
で
の
授

業
で
も
重
視
し
て
き
た
こ
と
で
す
。
全
く

新
し
い
こ
と
を
始
め
る
わ
け
で
は
な
く
、

教
師
が
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
せ
ば
取

り
組
む
こ
と
が
出
来
る
は
ず
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う

が
、
そ
れ
も
私
た
ち
自
身
の
課
題
発
見
・

解
決
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
よ

い
と
思
い
ま
す
。

柏
木　

生
徒
に
学
習
権
を
預
け
る
一
方
、

先
生
方
に
も
課
題
発
見
力
や
解
決
力
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
実
際
に
現

場
で
は
ど
の
よ
う
に
改
革
を
行
っ
て
い
く

こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

黒
木　

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
研

究
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
本
校
で
も
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
研
修
を
呼

び
掛
け
た
時
、
反
応
が
芳
し
く
な
か
っ
た

時
期
は
あ
り
ま
し
た
。
今
思
う
と
、
授
業

を
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
完
全
に

切
り
替
え
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
と

受
け
止
め
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、「
授
業
中
５
分
で
も
よ
い
の
で
、

生
徒
が
話
し
合
う
場
面
を
つ
く
る
努
力
を

し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
」「
失
敗
し
て

も
大
丈
夫
で
す
。
軌
道
修
正
を
し
な
が
ら
、

数
年
掛
け
て
形
を
整
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、
反
応
が
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
先
生
方
の
内
に
秘

め
ら
れ
た
授
業
改
善
の
意
欲
を
信
じ
、
こ

の
１
、２
年
の
間
に
校
内
で
成
功
体
験
を

共
有
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

長
谷
川　

本
校
で
は
昨
年
度
、
５
年
後
に

向
け
た
中
期
計
画
を
立
て
る
中
で
、
利
府

高
校
の
問
題
点
を
洗
い
出
し
、「
何
が
足

り
な
い
の
か
」「
ど
の
よ
う
な
生
徒
を
育

て
る
べ
き
か
」
に
つ
い
て
、
先
生
方
と
１

年
間
掛
け
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
10
年
後
、
20
年
後
の
社
会
で
活
躍
で

き
る
生
徒
、
主
体
的
に
学
び
、
課
題
発
見
・

解
決
力
を
身
に
付
け
た
生
徒
を
育
て
る
と

い
う
目
標
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
目
標
実

現
の
た
め
に
、
授
業
を
ど
う
変
え
る
か
が

次
の
テ
ー
マ
に
な
り
ま
す
。
先
生
方
と
の

目
線
合
わ
せ
は
出
来
た
の
で
、
今
以
上
に

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
意
識
し
て
学
校
全
体
で

考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

佐
野　

本
校
で
新
ク
ラ
ス
を
立
ち
上
げ

た
時
も
、
ビ
ジ
ョ
ン
や
思
い
を
共
有
す
る

こ
と
は
実
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
腹
を
割
っ
て
話
す
し
か
な
い
と
考
え
、

管
理
職
に
新
ク
ラ
ス
の
担
当
者
だ
け
が
参

加
す
る
合
宿
を
提
案
し
た
の
で
す
。
合
宿

で
は
、
先
生
同
士
の
関
係
性
を
深
め
る
た

め
に
ペ
ア
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
お
互

い
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
を
共
有
し
ま
し

た
。
そ
の
上
で
、
現
在
抱
え
て
い
る
不
安

や
悩
み
な
ど
を
洗
い
ざ
ら
い
語
り
合
っ
た

と
こ
ろ
、
先
生
方
か
ら
「
不
安
な
の
は
自

分
だ
け
じ
ゃ
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
」「
す

ご
く
安
心
し
た
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
り

始
め
た
の
で
す
。
そ
こ
か
ら
空
気
が
一
気

つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
更
に
生
徒
同

士
が
各
々
の
考
え
を
共
有
す
る
こ
と
で
外

界
と
の
関
係
性
を
築
き
、
そ
こ
か
ら
も
っ

と
話
し
た
い
と
い
う
主
体
的
な
気
持
ち
が

芽
生
え
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
意
義
だ
と
私
は

思
い
ま
す
。
教
師
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

に
徹
し
て
、
外
界
と
の
関
係
性
を
探
究
す

る
契
機
と
な
る
「
ト
リ
ガ
ー
ク
エ
ス
チ
ョ

ン
」
を
投
げ
掛
け
る
な
ど
、
生
徒
た
ち
が

主
体
的
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
場
の
雰
囲

教
師
同
士
が
不
安
や
悩
み
を

共
有
す
る
こ
と
が
大
切
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特
集　

高
大
接
続
改
革
と
こ
れ
か
ら
の
教
師
の
役
割

に
変
わ
り
、
新
ク
ラ
ス
の
方
向
性
な
ど
に

つ
い
て
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
意
見
を
交
わ

す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

黒
木　

私
も
似
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
前

任
校
で
学
校
全
体
で
の
授
業
改
善
に
取
り

組
ん
だ
時
、
ま
ず
は
不
安
や
悩
み
の
共
有

か
ら
始
め
よ
う
と
、
校
長
の
一
声
で
、
午

後
を
丸
々
職
員
研
修
に
充
て
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
会
議
の
進
め
方
も
、
研
修
部

が
一
方
的
に
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
グ

ル
ー
プ
を
変
え
な
が
ら
意
見
交
換
を
重
ね

た
と
こ
ろ
、「
目
指
す
と
こ
ろ
は
納
得
で

き
る
」
と
全
員
の
目
線
が
合
っ
て
き
た
の

で
す
。
我
々
教
師
も
、
不
安
や
悩
み
を
さ

ら
け
出
す
こ
と
で
、
気
持
ち
が
１
つ
に
ま

と
ま
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

柏
木　

校
内
の
意
思
疎
通
と
共
に
、
保
護

者
や
地
域
へ
の
説
明
も
重
要
で
す
ね
。

佐
野　

入
学
前
の
学
校
説
明
会
で
「
新

ク
ラ
ス
で
は
知
識
の
詰
め
込
み
は
し
ま
せ

ん
」
と
明
言
し
た
と
こ
ろ
、「
そ
れ
で
大

学
入
試
は
大
丈
夫
な
の
か
」「
放
課
後
の

学
習
指
導
は
な
い
の
か
」
な
ど
の
質
問
が

出
ま
し
た
。「
私
た
ち
は
生
徒
の
内
発
的

な
動
機
を
大
事
に
し
、
生
徒
が
必
要
と
考

え
る
知
識
を
自
分
で
獲
得
で
き
る
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

１
学
期
末
に
は
保
護
者
の
前
で
、
生
徒
た

ち
が
「
こ
の
ク
ラ
ス
が
社
会
に
与
え
て
い

る
価
値
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で
プ
レ
ゼ
ン
を

し
ま
し
た
。
一
生
懸
命
発
表
す
る
姿
を
目

に
し
て
、
子
ど
も
の
成
長
を
実
感
し
た
保

護
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

黒
木　

言
葉
に
よ
る
説
明
だ
け
で
生
徒
の

成
長
を
実
感
さ
せ
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
本
校
で
も
、
ま
ず
は
生
徒
の
姿

を
見
て
も
ら
お
う
と
、
保
護
者
の
前
で
生

徒
に
課
題
研
究
の
発
表
を
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、「
こ
れ
か
ら
の
大
学
入
試
で

は
、
今
日
皆
さ
ん
が
ご
覧
に
な
っ
た
よ
う

な
力
が
必
要
に
な
る
の
で
、
ぜ
ひ
学
校
へ

の
後
押
し
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
伝
え
て

い
ま
す
。
進
学
実
績
の
よ
う
な
デ
ー
タ
で

示
す
こ
と
が
出
来
な
い
将
来
展
望
だ
か
ら

こ
そ
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
我
々
自

身
の
言
葉
で
し
っ
か
り
と
説
明
し
、
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
今
後
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

長
谷
川　

本
校
の
教
員
が
１
年
間
掛
け
て

体
験
し
た
よ
う
に
、
地
域
や
保
護
者
と
も

時
間
を
掛
け
て
話
し
合
い
、
思
い
を
さ
ら

け
出
す
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
ね
。
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
研
究
を
含
め
、

や
る
べ
き
こ
と
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
ま

さ
に
今
、
私
た
ち
が
行
動
す
る
チ
ャ
ン
ス

な
の
で
し
ょ
う
。

柏
木　

こ
れ
か
ら
の
教
師
に
求
め
ら
れ
る

力
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

佐
野　

将
来
、
知
識
を
教
え
込
む
だ
け

の
教
師
は
必
要
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
こ

れ
か
ら
は
、
生
徒
が
主
体
性
や
協
働
性
を

発
揮
で
き
る
場
を
つ
く
る
力
や
、
探
究
の

き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
な
問
い
を
立
て
ら

れ
る
ス
キ
ル
が
教
師
に
は
求
め
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
生
徒
や
他
の
先
生
方
と
一
緒

に
授
業
を
つ
く
り
、
共
に
成
長
で
き
る
教

師
で
あ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

黒
木　

知
識
を
教
え
る
役
割
か
ら
、
学

び
方
を
教
え
る
役
割
へ
と
変
わ
っ
て
い
く

よ
う
に
思
い
ま
す
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

と
し
て
の
ス
キ
ル
を
磨
き
、
生
徒
を
ど
の

よ
う
に
導
い
て
い
く
の
か
、
ど
の
よ
う
な

失
敗
を
ど
う
経
験
さ
せ
る
の
か
を
、
授
業

の
中
だ
け
で
は
な
く
、
部
活
動
や
学
校
行

事
な
ど
の
場
面
で
も
考
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
し
ょ
う
。
現
在
は
、
教
師
も
保
護

者
も
過
保
護
に
な
っ
て
い
て
、
と
に
か
く

生
徒
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
、
も
し
か
す
る

と
私
た
ち
大
人
が
失
敗
し
た
く
な
い
か
ら

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
失
敗
を
恐
れ
る
な
」

と
生
徒
を
励
ま
す
の
で
あ
れ
ば
、
私
た
ち

が
ま
ず
失
敗
を
恐
れ
な
い
姿
を
見
せ
る
べ

き
で
す
。
生
徒
と
一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
け
る
教
師
で
あ
り
た
い
で
す
。

長
谷
川　

私
自
身
、
こ
れ
ま
で
は
大
学
入

試
を
理
由
に
、
教
師
主
導
の
知
識
の
詰
め

込
み
を
重
要
視
す
る
面
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
生
徒
に
社
会
の
中
で
ど
う
生
き

た
い
の
か
と
い
う
志
を
育
み
、
そ
の
実
現

に
必
要
な
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
、
大

学
進
学
に
も
目
を
向
け
さ
せ
た
時
、
高
校

の
学
習
が
生
徒
主
体
の
も
の
に
変
化
す
る

よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
。
生
徒
が
こ
れ

か
ら
の
社
会
や
自
分
の
人
生
に
つ
い
て
考

え
る
中
で
、
彼
ら
の
視
野
を
広
げ
る
指
導

を
心
掛
け
、
私
自
身
も
生
徒
と
一
緒
に
変

化
し
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

生
徒
と
一
緒
に
場
を
つ
く
り

共
に
成
長
し
て
い
け
る
教
師

数
字
で
表
せ
な
い
価
値
を

粘
り
強
く
保
護
者
に
伝
え
る
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岩
手
県
立
大
槌
高
校
の
復
興
研
究
会
は
、
全
校
生
徒
の

３
分
の
１
に
相
当
す
る
80
人
が
所
属
す
る
大
所
帯
だ
が
、

参
加
生
徒
の
主
体
性
を
重
視
し
、
部
長
は
置
か
ず
、
そ
の

時
々
の
生
徒
の
興
味
・
関
心
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て

柔
軟
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

現
在
の
主
な
活
動
は
、「
町
づ
く
り
」「
キ
ッ
ズ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」「
定
点
観
測
」、そ
し
て
「
他
校
交
流
」「
広
報
」
だ
。

　
「
町
づ
く
り
で
は
、
東
京
大
や
千
葉
大
の
研
究
者
の
助
言

を
受
け
な
が
ら
、
大
槌
町
役
場
の
方
た
ち
と
新
し
い
公
園

の
あ
り
方
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。
町
の
復
興
は
大
人
が

す
る
こ
と
で
、
高
校
生
に
は
荷
が
重
い
と
思
う
人
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
際
に
新
し
い
町
の
デ
ザ
イ
ン
や

景
観
づ
く
り
に
自
分
が
か
か
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
大
き

な
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」（
山
﨑
さ
ん
）

　
「
定
点
観
測
は
、
１
８
０
カ
所
の
風
景
を
定
期
的
に
写
真

に
収
め
る
活
動
で
す
。
町
の
様
々
な
箇
所
を
撮
影
し
て
感

じ
る
の
は
、
が
れ
き
な
ど
の
処
分
が
終
わ
り
、
復
興
事
業

は
確
か
に
進
ん
で
い
る
け
れ
ど
、
住
宅
再
建
は
ま
だ
ま
だ

こ
れ
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
実
際
、
人
が
戻
っ
て
き

て
い
な
い
地
域
も
多
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
は
大

き
な
課
題
で
す
。
町
の
風
景
を
カ
メ
ラ
に
収
め
る
度
に
、

将
来
も
、
地
域
の
復
興
に
携
わ
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

ま
す
ま
す
強
く
な
り
ま
す
」（
倉
本
さ
ん
）

　
「
私
が
力
を
入
れ
て
い
る
活
動
の
１
つ
が
、
キ
ッ
ズ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
被
災
地
に
は
、
仮
設
住
宅
に
入
り
、

地
元
の
友
だ
ち
と
離
れ
た
こ
と
な
ど
が
理
由
で
、
外
で
遊

ぶ
機
会
の
減
っ
た
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
キ
ッ
ズ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
夏
休
み
な
ど
を
利
用
し
て
、
地
域
の

児
童
セ
ン
タ
ー
に
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
を
つ
く
る
活
動

で
す
。
子
ど
も
た
ち
と
年
齢
が
近
い
高
校
生
だ
か
ら
出
来

る
取
り
組
み
で
す
し
、
家
の
外
で
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
と

元
気
に
遊
ぶ
と
い
う
、
子
ど
も
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
現
状
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
、

　

復
興
研
究
会
の
生
徒
を
見
て
、
い
つ
も
思
う
の

　

復
興
研
究
会
が
力
を
入
れ
て
い
る
活
動
の
１
つ

が
、
全
国
に
出
掛
け
、
復
興
の
現
状
を
伝
え
る
こ

と
で
す
。
私
も
、
倉
本
く
ん
た
ち
と
関
西
の
高
校

な
ど
を
訪
問
し
ま
し
た
が
、
本
校
の
生
徒
が
語
る

被
災
地
の
今
に
対
し
て
「
も
う
す
っ
か
り
元
の
生

活
に
戻
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」
と
率
直

に
驚
き
の
声
を
上
げ
る
高
校
生
も
い
ま
し
た
。
被

災
地
の
実
情
を
全
国
の
方
に
伝
え
る
だ
け
で
も
大

き
な
意
味
は
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
に
と
っ
て
の
最

大
の
価
値
は
、
そ
う
し
た
交
流
を
通
し
た
自
身
の

成
長
だ
と
思
い
ま
す
。
様
々
な
年
齢
、
立
場
の
人

と
接
し
、
多
様
な
考
え
を
吸
収
す
る
こ
と
で
、
生

徒
の
世
界
は
広
が
り
ま
す
。
自
分
を
語
る
言
葉
が

ど
ん
ど
ん
豊
か
に
な
る
生
徒
の
姿
は
感
動
的
で
す
。

様
々
な
側
面
か
ら

地
域
の
復
興
に
直
接
か
か
わ
る

仲
間
の
存
在
が
あ
る
か
ら

未
来
に
目
を
向
け
ら
れ
る

松
橋
郁い

く

子こ

様
々
な
人
と
接
す
る
中
で

生
徒
は
豊
か
に
成
長
す
る

熊く
ま

谷が
い

一
郎

Vo l .03

岩
手
県
立
大お

お

槌つ
ち

高
校

復
興
研
究
会

高
校
生
の
視
点
で

復
興
を
支
え
な
が
ら

大
き
く
成
長
す
る

く
ま
が
い
・
い
ち
ろ
う

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

生
徒
指
導
課
長
。
復
興
教
育
担
当
主
任
。
体

育
科
。
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真
の
復
興
と
は
言
え
な
い
と
思
う
の
で
す
」（
前
川
さ
ん
）

　

復
興
研
究
会
に
所
属
す
る
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
が
他
部
と

兼
部
し
て
お
り
、
更
に
復
興
研
究
会
の
中
で
複
数
の
取
り

組
み
に
参
加
し
て
い
る
者
も
多
い
。
例
え
ば
、
３
年
生
の

倉
本
さ
ん
は
「
定
点
観
測
」「
町
づ
く
り
」、
そ
し
て
全
国

の
高
校
を
訪
問
し
、
復
興
の
現
状
を
伝
え
る
「
他
校
交
流
」

に
も
参
加
。
自
由
な
時
間
は
お
の
ず
と
少
な
く
な
る
が
、

そ
れ
で
も
「
地
元
の
復
興
に
か
か
わ
る
だ
け
で
な
く
、
他

の
高
校
生
が
体
験
で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
に
挑
戦
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
」（
倉
本
さ
ん
）
と
多
忙
さ
も
厭
わ
な
い
。

　

被
災
地
に
住
む
生
徒
た
ち
は
、
復
興
に
は
ま
だ
多
く
の

時
間
が
掛
か
る
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。
期
待
と
不
安

が
入
り
混
じ
り
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
笑
顔
で
活
動
に
取
り

組
む
生
徒
の
様
子
を
前
に
、
同
校
の
教
師
た
ち
は
「
復
興

は
ま
さ
に
人
づ
く
り
な
の
だ
と
、
私
た
ち
大
人
が
生
徒
に

教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
」
と
率
直
に
語
る
。

　
「
い
ろ
い
ろ
な
人
の
考
え
を
聞
い
て
、
自
分
の
考
え
を
更

に
練
り
上
げ
る
の
は
、
考
え
る
こ
と
が
苦
手
な
僕
に
と
っ

て
は
最
初
は
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、
今
で
は
『
将
来
、
町

を
こ
う
し
た
い
！
』
と
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
が
出
て
く

る
よ
う
に
な
っ
た
」（
山
﨑
さ
ん
）、「
防
災
教
育
と
保
育
を

融
合
さ
せ
た
、
新
し
い
取
り
組
み
を
考
え
て
み
た
い
」（
前

川
さ
ん
）
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
復
興
を
支
え
る
生
徒
た
ち

は
目
覚
ま
し
い
ス
ピ
ー
ド
で
成
長
し
て
い
る
。

は
、「
楽
し
み
な
が
ら
、
自
分
に
出
来
る
こ
と
を
続

け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
高
校
生
は
、

の
め
り
込
む
と
つ
い
頑
張
り
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

本
当
は
、
被
災
地
で
暮
ら
し
て
い
る
だ
け
で
も
大

変
な
の
で
す
か
ら
、
無
理
は
し
な
い
で
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
私
の
心
配
を
よ
そ
に
、

生
徒
た
ち
は
皆
笑
顔
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
津
波

が
襲
っ
た
場
所
を
記
録
す
る
定
点
観
測
も
、
１
人

で
見
て
い
る
と
つ
ら
い
こ
と
を
思
い
出
し
て
し
ま

い
ま
す
が
、
仲
間
と
一
緒
だ
か
ら
、「
こ
こ
で
よ
く

遊
ん
だ
よ
ね
！
」
と
過
去
を
受
け
入
れ
、
そ
の
上

で
「
こ
こ
が
ど
ん
な
場
所
に
な
れ
ば
い
い
の
だ
ろ

う
？
」
と
未
来
を
語
る
き
っ
か
け
に
出
来
て
い
ま

す
。
仲
間
と
取
り
組
む
か
ら
こ
そ
、
彼
ら
は
前
を

向
け
る
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
復
興
を
支
え
る

人
材
と
し
て
成
長
す
る

復興の現状を広く伝えるため、全国で講演活動を展開。津波による被害の状
況などだけではなく、ピーク時には1000人の避難者を受け入れた大槌高校で、
当時の生徒が地域のためにどのように活動したのかを後輩たちが語り継ぐ。

岩
手
県
立
大
槌
高
校

◎
福
祉
施
設
で
の
介
護
体
験
・
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通

じ
て
地
域
の
人
々
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る

人
材
を
育
成
す
る
。
学
校
の
あ
る
大
槌
町
は
東
日
本
大
震
災
の
津
波

に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
生
徒
の
大
多
数
が
被
災
し
た
。

◎
設
立　
１
９
１
９
（
大
正
８
）
年

◎
形
態　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学　

◎
生
徒
数　
1
学
年
約
80
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公
立
大
は
、
岩
手

県
立
大
、
都
留
文
科
大
に
２
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
東
北
福
祉
大
、

拓
殖
大
、
明
治
学
院
大
な
ど
に
延
べ
13
人
が
合
格
。
短
大
、
専
門
学

校
進
学
51
人
、
就
職
44
人
。

◎U
R
L

　http://w
w
w
2
.iw
ate-ed.jp/oht-h/

山
﨑
大
悟　
や
ま
ざ
き
・
だ
い
ご

２
年
生
。「
町
づ
く
り
」「
定
点
観
測
」「
広
報
」
に
参
加
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
部
と
兼
部
。

倉
本
拓
磨　
く
ら
も
と
・
た
く
ま

３
年
生
。「
町
づ
く
り
」「
定
点
観
測
」「
他
校
交
流
」
に

参
加
。
卓
球
部
と
兼
部
。

前
川
美
里　
ま
え
か
わ
・
み
さ
と

３
年
生
。「
町
づ
く
り
」「
キ
ッ
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」「
他

校
交
流
」
に
参
加
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
と
兼
部
。

ま
つ
は
し
・
い
く
こ

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

図
書
館
長
。
復
興
教
育
担
当
副
主
任
。
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先行実施生への指導の振り返りから考える

新課程入試に向けた
2年生後半の指導のあり方

数学と理科が新課程での実施となった２０１５年度入試。

理科への対策が入試の成否を分けた学校も多かったのではないだろうか。

特に、２年生の２～３学期は、入試に向けた準備を整える上で重要な時期となる。

２０１５年度入試で実績を上げた学校は、この時期をどのように有効に使い、飛躍の足掛かりを得たのか。

指導最前線
新 課 程

　

福
島
県
立
橘
高
校
は
、
国
公
立
大
に

毎
年
１
０
０
人
以
上
が
合
格
す
る
進
学

校
だ
。
２
０
１
２
年
度
入
学
生
は
、
１

年
生
７
月
の
進
研
模
試
で
は
過
去
５
年

間
で
最
低
の
成
績
だ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
15
年
度
入
試
で
は
例
年
同
様
の

実
績
を
残
し
た
。
こ
の
学
年
で
は
、
３

年
生
５
月
ま
で
に
国
数
英
の
基
礎
・
基

本
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
力
を
入
れ
、

以
後
す
ぐ
に
理
科
と
地
歴
・
公
民
の
学

習
を
本
格
化
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。

　

ま
た
、
生
徒
の
自
主
学
習
の
習
慣
化

に
も
１
年
生
の
頃
か
ら
力
を
入
れ
た
。

例
え
ば
、
週
末
課
題
は
内
容
を
精
選
し
、

量
を
例
年
の
半
分
程
に
削
減
。
そ
の
上

で
、
国
数
英
の
教
科
担
当
が
学
年
会
議

で
話
し
合
い
、
生
徒
の
様
子
や
進
研
模

試
の
結
果
な
ど
か
ら
、
気
に
な
る
教
科
・

科
目
は
課
題
を
増
や
し
、
他
教
科
と
調

整
し
た
。
こ
の
学
年
で
３
学
年
主
任
を

務
め
た
宮
本
英
雄
先
生
は
、「
課
題
の
量

を
増
や
す
ば
か
り
で
は
、
こ
な
す
だ
け

で
精
い
っ
ぱ
い
の
生
徒
や
、
答
え
を
写

す
だ
け
の
生
徒
が
出
て
き
ま
す
。
そ
の

た
め
、量
を
減
ら
し
て
も
し
っ
か
り
定
着

さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
授
業
の
内
容
と

強
く
結
び
付
い
て
い
る
問
題
に
厳
選
し

ま
し
た
。
生
徒
の
状
況
に
応
じ
て
量
を

調
節
す
れ
ば
、
各
教
科
の
学
習
バ
ラ
ン

ス
も
保
て
る
と
考
え
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

２
年
生
１
学
期
の
時
点
で
は
、
７
月

の
進
研
模
試
で
小
問
集
合
の
正
答
率
の

低
さ
が
目
立
つ
な
ど
、
数
学
の
学
習
内

容
の
定
着
度
に
不
安
が
あ
っ
た
た
め
、
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福
島
県
立
橘
高
校

自
学
自
習
を
重
視
す
る
指
導
と

基
礎
・
基
本
を
徹
底
す
る
指
導
を
両
立

学
校
事
例
１

３
教
科
で
課
題
量
を
調
整
し

学
習
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ

朝
学
習
と
週
末
課
題
で

数
学
の
復
習
を
徹
底



２
学
期
以
降
は
復
習
を
徹
底
さ
せ
た
。

朝
学
習
で
は
進
度
を
緩
め
て
、
１
年
生

の
学
習
内
容
か
ら
段
階
的
に
学
び
直
せ

る
よ
う
に
自
作
プ
リ
ン
ト
を
課
し
、
週

末
課
題
に
は
基
礎
の
習
得
を
確
認
す
る

問
題
を
加
え
た
。
ま
た
、
気
掛
か
り
な

教
科
・
科
目
の
対
策
に
注
力
す
る
と
い

う
学
年
団
の
方
針
通
り
、
朝
学
習
で
は

数
学
に
特
化
し
て
学
ぶ
週
を
設
け
、
週

末
課
題
で
は
数
学
以
外
の
教
科
・
科
目

の
量
を
減
ら
し
て
、生
徒
が
数
学
の
学
習

に
集
中
し
や
す
い
環
境
を
整
え
た
。

　
「
授
業
を
柱
と
し
た
学
習
を
徹
底
さ
せ

る
と
い
う
方
針
の
下
、
国
語
や
英
語
な

ど
の
先
生
方
が
授
業
の
充
実
に
注
力
し

た
こ
と
で
、
生
徒
の
不
得
意
分
野
へ
の

細
や
か
な
指
導
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
時
期
に
基
礎
・
基
本
を
し
っ
か
り

振
り
返
ら
せ
た
か
ら
こ
そ
、
２
年
生
11

月
の
進
研
模
試
で
数
学
の
成
績
が
伸
び

た
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
宮
本
先
生
）

　

２
年
生
後
半
に
は
、
理
科
の
対
策
も

始
め
た
。
国
公
立
大
志
望
の
文
系
の
生

徒
は
、
１
年
生
で
「
生
物
基
礎
」、
３

年
生
で
「
生
物
演
習
」
を
履
修
す
る
た

め
、
学
習
し
た
内
容
を
忘
れ
な
い
よ
う
、

２
年
生
の
長
期
休
業
中
に
「
生
物
基
礎
」

の
復
習
問
題
を
課
し
た
。
理
系
の
生
徒

に
は
、
２
学
期
か
ら
朝
学
習
の
教
科
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
理
科
を
加
え
た
。

　
「
物
理
と
生
物
は
授
業
の
進
度
が
や
や

遅
れ
て
い
た
の
で
、
朝
学
習
の
短
い
時

間
で
効
率
よ
く
習
得
で
き
る
よ
う
、
基

礎
的
な
良
問
を
精
選
し
ま
し
た
。
生
徒

の
状
況
に
応
じ
て
取
り
組
ま
せ
、
早
め

の
定
着
を
図
り
ま
し
た
」（
宮
本
先
生
）

　

２
年
生
12
月
か
ら
は
、
受
験
生
へ
の

切
り
替
え
に
力
を
入
れ
、
教
師
が
手
を

離
し
て
い
く
指
導
に
重
点
を
移
し
て

い
っ
た
。
例
え
ば
、
英
語
で
は
、
朝
学

習
の
方
法
を
工
夫
し
た
。
難
度
の
高
い

並
べ
替
え
英
作
文
だ
け
を
課
し
、
生
徒

が
復
習
し
や
す
い
よ
う
、
出
題
数
は
良

問
を
選
ん
で
３
問
に
抑
え
、
そ
の
日
の

う
ち
に
採
点
・
添
削
し
て
返
却
。
生
徒

に
じ
っ
く
り
考
え
さ
せ
よ
う
と
、
解
答
・

解
説
は
配
布
せ
ず
、
教
室
後
方
の
掲
示

板
に
貼
る
の
み
に
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
に
し
た
理
由
を
、
３
学
年
の

英
語
担
当
だ
っ
た
木
村
哲
也
先
生
は
、

「
10
〜
11
月
に
は
、
修
学
旅
行
や
３
年
生

引
退
後
初
め
て
の
部
活
動
の
県
大
会
と
、

２
年
生
が
学
校
生
活
に
お
け
る
責
任
を

自
覚
す
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま

す
。『
自
分
か
ら
進
ん
で
取
り
組
も
う
』

と
い
う
生
徒
の
気
持
ち
を
高
め
る
こ
と

で
、
学
習
意
欲
も
伸
び
や
す
い
と
考
え

ま
し
た
」
と
話
す
。

　

た
だ
、
手
を
離
す
準
備
は
、
１
年
生

の
頃
か
ら
進
め
て
き
た
。
学
年
集
会
で

は
「
２
年
生
12
月
を
境
に
受
験
生
に
な

る
ぞ
」
と
繰
り
返
し
伝
え
、
生
徒
へ
の

意
識
付
け
を
重
ね
た
。
ま
た
、
教
科
指

導
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
。
英
語
で
は
、

先
取
り
す
る
学
習
習
慣
を
身
に
付
け
さ

せ
よ
う
と
、
定
期
考
査
の
１
か
月
前
か

ら
出
題
範
囲
を
示
し
た
。
更
に
、
今
後

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
力
を
実
感
さ

せ
る
た
め
に
、
夏
休
み
の
特
別
授
業
で

は
、
半
年
後
に
受
験
す
る
模
擬
試
験
の

過
去
問
題
に
取
り
組
ま
せ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
指
導
に
し
て
間
も
な
く
、

上
位
層
の
生
徒
の
学
び
に
変
化
が
現
れ

た
。
英
語
で
は
、
朝
学
習
の
解
答
・
解
説

が
貼
ら
れ
た
掲
示
板
の
前
で
、
生
徒
が

教
え
合
う
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

数
学
で
は
、
放
課
後
の
教
室
で
自
習
す

る
生
徒
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
す

る
と
、上
位
層
の
生
徒
の
姿
に
触
発
さ
れ

る
中
・
下
位
層
の
生
徒
が
次
第
に
増
え
、

自
学
自
習
の
輪
は
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　
「
手
を
離
せ
ば
、
上
位
層
の
生
徒
は
学

び
に
向
か
う
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。
た

だ
、
不
安
も
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
生
徒

の
様
子
は
以
前
同
様
し
っ
か
り
見
守
り
、

自
主
的
に
学
習
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
す
ぐ
に
授
業
で
褒
め
ま
し
た
。
教

師
に
努
力
を
認
め
ら
れ
た
生
徒
は
喜
び
、

『
も
っ
と
頑
張
ろ
う
』
と
思
う
で
し
ょ
う
。

『
自
分
も
認
め
ら
れ
た
い
』
と
努
力
し

始
め
る
生
徒
を
増
や
す
こ
と
に
も
つ
な

が
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
」（
木
村
先
生
）

　

３
年
生
で
は
、
４
月
の
ス
タ
デ
ィ
ー
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福
島
県
立
橘
高
校

宮
本
英
雄

み
や
も
と
・
ひ
で
お

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11

年
目
。
２
０
１
４
年
度
３
学
年
主
任
。

◎
「
自
主
、
自
律
、
自
立
」
の
校
是
の
下
、
真
理
を
探

究
す
る
精
神
と
豊
か
な
情
操
を
培
い
、
国
家
や
社
会
の

有
為
な
形
成
者
を
育
成
す
る
。
◎
全
日
制
／
普
通
科
／

共
学
／
１
学
年
約
３
２
０
人
◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合

格
実
績（
現
浪
計
）／
国
公
立
大
は
、北
海
道
大
、東
北
大
、

福
島
大
な
ど
に
１
５
１
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應

義
塾
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
４
２
２
人
が
合
格
。

福
島
県
立
橘
高
校

木
村
哲
也

き
む
ら
・
て
つ
や

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年

目
。２
０
１
４
年
度
３
学
年
英
語
担
当
。

上
位
層
の
姿
を
通
し
て

中・下
位
層
に
自
学
自
習
を
促
す

理
科
と
地
歴
・
公
民
の
学
習
を

３
年
生
６
月
か
ら
本
格
化
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普
通
科
・
理
数
科
を
有
す
る
兵
庫
県

立
加
古
川
東
高
校
は
、
15
年
度
入
試
に

お
い
て
、
国
公
立
大
合
格
者
が
前
年
度

の
１
７
８
人
か
ら
２
１
９
人
に
急
増
し

た
。
う
ち
京
都
大
合
格
者
は
前
年
比
約

３
倍
の
14
人
、
大
阪
大
合
格
者
は
２
倍

の
24
名
（
い
ず
れ
も
現
役
の
み
）
と
い

う
堅
調
な
実
績
を
上
げ
た
。
躍
進
の
起

点
と
な
っ
た
の
は
、
２
年
生
半
ば
か
ら

の
数
学
・
理
科
の
指
導
だ
。
７
月
の
進

研
模
試
で
数
学
の
偏
差
値
が
大
幅
に
下

が
り
、
学
年
団
で
危
機
意
識
が
共
有
さ

れ
た
の
を
契
機
に
、
教
科
・
進
路
指
導

を
中
心
に
軌
道
修
正
が
図
ら
れ
た
。
当

時
、
学
年
主
任
だ
っ
た
坂
田
充み

つ

範の
り

先
生

は
、「
中
だ
る
み
が
顕
著
で
、
学
習
習
慣

が
身
に
付
い
て
い
な
い
生
徒
が
多
く
、

学
習
へ
の
目
的
意
識
も
希
薄
で
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
秋
以
降
、
更
に
学
力
は

下
が
り
、11
月
の
進
研
模
試
で
大
幅
ダ
ウ

ン
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

８
月
上
旬
、
学
年
団
で
緊
急
会
議
を

開
き
、
２
年
生
後
期
以
降
の
取
り
組
み

を
検
討
。
そ
の
中
で
、
成
績
上
位
層
の

生
徒
を
対
象
と
し
た
早
朝
補
習
の
強
化

が
改
善
案
に
挙
げ
ら
れ
た
。
同
校
で
は
、

月
水
金
の
７
時
35
分
〜
８
時
25
分
に
、

希
望
者
を
対
象
に
国
数
英
を
中
心
と
し

た
早
朝
補
習
を
実
施
し
て
い
た
。そ
れ
に

加
え
、
こ
の
学
年
で
は
、
２
年
生
後
期

か
ら
木
曜
日
に
文
系
・
理
系
（
理
数
科

を
含
む
）
の
上
位
層
を
対
象
と
し
た
早

朝
補
習
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

　

文
系
上
位
層
の
生
徒
を
対
象
と
し
た

補
習
は
、
当
時
、
地
歴
・
公
民
科
担
当

の
藤
原
千
佳
子
先
生
（
15
年
度
他
校
に

異
動
）
が
主
催
し
た
「
チ
ー
ム
Ａト

リ
プ
ル
エ
ー

Ａ
Ａ
」

だ
。
攻
め
（A

ggressive

）
の
受
験
を

志
向
し
、難
関
大
を
あ
（
Ａ
）
き
ら
め
ず
、

模
試
の
Ａ
判
定
を
目
指
す
。
そ
の
内
容

は
、
数
学
科
の
教
師
が
提
供
す
る
入
試

の
過
去
問
題
を
使
っ
た
演
習
、
日
本
史
・

サ
ポ
ー
ト
で
国
数
英
の
抜
け
漏
れ
を
洗

い
出
さ
せ
た
。
ま
た
、
３
年
生
４
月
の

進
研
模
試
を
５
教
科
の
記
述
力
を
測
る

試
験
と
位
置
付
け
、
国
数
英
の
完
成
度

と
６
月
以
降
の
地
歴
・
公
民
の
学
習
の

本
格
化
に
向
け
た
現
状
を
確
認
さ
せ
た
。

　
「
１
年
生
の
頃
か
ら
生
徒
に
繰
り
返
し

伝
え
て
き
た
通
り
、
５
月
を
国
数
英
の

完
成
期
と
し
、
６
月
に
は
理
科
と
地
歴
・

公
民
の
学
習
に
目
を
向
か
せ
ま
し
た
」

（
木
村
先
生
）

　

橘
高
校
で
は
、
生
徒
が
自
主
的
に
学

ぶ
集
団
づ
く
り
と
、
教
師
に
よ
る
行
き

届
い
た
生
徒
の
把
握
に
よ
り
、
教
科
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
指
導
を
実
現
し
、
例

年
同
様
の
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
。
た

だ
、
進
路
指
導
に
は
課
題
が
残
っ
た
と
、

宮
本
先
生
は
話
す
。

　
「
動
機
が
あ
い
ま
い
な
ま
ま
志
望
大
を

決
め
て
し
ま
っ
た
中
・
下
位
層
の
生
徒

が
い
ま
し
た
。
本
当
に
学
び
た
い
学
問

や
、
そ
れ
を
学
ぶ
の
に
適
切
な
大
学
・

学
部
を
、
も
っ
と
じ
っ
く
り
検
討
さ
せ

る
べ
き
で
し
た
。
新
課
程
で
の
教
科
指

導
と
進
路
指
導
の
時
間
を
両
立
で
き
る

よ
う
に
、
１
年
生
の
頃
か
ら
キ
ャ
リ
ア

教
育
に
し
っ
か
り
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
」
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兵
庫
県
立
加
古
川
東
高
校

坂
田
充
範

さ
か
た
・
み
つ
の
り

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11
年

目
。
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。

◎
「
自
治
創
造
」「
明
朗
親
和
」
を
校
訓
と
す
る
。

２
０
０
６
年
度
か
ら
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
指

定
校
。
◎
全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学
／
１
学

年
約
３
６
０
人
◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪

計
）
／
国
公
立
大
は
、
東
京
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、

九
州
大
な
ど
に
２
６
８
人
が
合
格
。私
立
大
は
、早
稲
田
大
、

同
志
社
大
、
関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
５
４
３
人
が
合
格
。

兵
庫
県
立
加
古
川
東
高
校

松
下
博
昭

ま
つ
し
た
・
ひ
ろ
あ
き

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５

年
目
。
１
学
年
主
任
。

兵
庫
県
立
加
古
川
東
高
校

模
試
成
績
の
反
省
点
か
ら
、
指
導
を
転
換

上
位
層
を
伸
ば
し
、基
礎・基
本
も
徹
底

２
年
生
７
月
進
研
模
試
の
低
迷

学
年
団
で
危
機
意
識
を
共
有

学
校
事
例
2

「
チ
ー
ム
Ａ
Ａ
Ａ
」
で

文
系
上
位
層
を
意
識
付
け

兵
庫
県
立
加
古
川
東
高
校

福
本
寛
之

ふ
く
も
と
・
ひ
ろ
ゆ
き

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４

年
目
。
１
学
年
担
任
。

兵
庫
県
立
加
古
川
東
高
校

長
野
拓
弥

な
が
の
・
た
く
や

教
職
歴
９
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６

年
目
。
１
学
年
担
任
。
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世
界
史
対
策
、
学
習
計
画
表
の
チ
ェ
ッ

ク
、
進
路
相
談
と
幅
広
い
。

　
「
難
関
大
を
目
指
す
生
徒
の
学
習
意
欲

を
高
め
、
学
び
合
う
集
団
を
つ
く
る
の

が
狙
い
で
し
た
。
本
校
は
、
理
系
ク
ラ

ス
の
数
が
文
系
ク
ラ
ス
の
倍
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
理
系
の
生
徒
に
圧
倒
さ
れ

て
し
ま
う
文
系
の
生
徒
も
い
ま
す
。
チ
ー

ム
Ａ
Ａ
Ａ
は
、『
文
系
の
生
徒
も
手
厚
く

指
導
す
る
』
と
い
う
学
年
団
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
も
あ
り
ま
し
た
」
と
坂
田
先

生
は
語
る
。

　

こ
の
学
年
で
は
、
新
課
程
入
試
を
見

据
え
て
、
早
い
時
期
か
ら
理
科
重
視
の

方
針
を
学
年
団
で
共
有
。
学
年
集
会
で

も
「
早
め
に
理
科
に
取
り
掛
か
ら
な
い

と
間
に
合
わ
な
い
」「
先
輩
の
情
報
を
う

の
み
に
し
て
は
い
け
な
い
」
と
理
系
の

生
徒
に
呼
び
掛
け
て
き
た
。

　

加
え
て
、
２
年
生
後
期
か
ら
は
、
上

位
層
、
及
び
上
位
を
目
指
す
理
系
の
生

徒
を
対
象
に
化
学
の
早
朝
補
習
を
実
施

し
、
京
都
大
・
大
阪
大
な
ど
の
難
関
大

の
入
試
問
題
に
取
り
組
ま
せ
た
。
化
学

科
担
当
の
長な

が

野の

拓た
く

弥や

先
生
は
、「
出
来
る

だ
け
早
く
、
入
試
を
意
識
さ
せ
る
こ
と

が
目
的
で
し
た
。
新
課
程
の
化
学
で
は
、

計
算
力
が
必
要
な
理
論
分
野
が
教
科
書

の
前
半
部
分
で
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
た
め
、
旧
課
程
で
は
３
年
生
に

な
ら
な
い
と
出
来
な
か
っ
た
理
論
分
野

の
演
習
が
２
年
生
で
行
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
レ
ベ
ル
の
高
い
入
試
問
題

に
も
あ
え
て
取
り
組
ま
せ
、
解
答
の
た

め
に
必
要
な
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、
授
業
で

習
得
し
た
基
礎
知
識
の
活
用
方
法
を
中

心
に
解
説
し
ま
し
た
」
と
語
る
。

　

補
習
の
参
加
者
は
、
普
通
科
と
理
数

科
の
生
徒
約
20
人
。
普
通
科
と
理
数
科

の
生
徒
が
一
緒
に
補
習
に
参
加
し
た
こ

と
は
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
刺

激
に
な
っ
た
と
、
副
学
年
主
任
を
務
め

た
松
下
博
昭
先
生
は
言
う
。

　
「
こ
れ
ま
で
、
普
通
科
と
理
数
科
が

一
緒
に
学
習
す
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
学
年
の
理
数

科
は
早
く
か
ら
理
数
科
目
の
成
績
が
良

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
一
緒
に
補
習
を

受
け
る
中
で
、
普
通
科
の
生
徒
に
も
『
負

け
て
は
い
ら
れ
な
い
』
と
い
う
意
識
が

生
ま
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　

そ
れ
ま
で
あ
ま
り
質
問
に
来
な
か
っ

た
生
徒
が
頻
繁
に
質
問
に
訪
れ
る
よ
う

に
な
る
と
い
っ
た
、
補
習
以
外
の
場
面

で
の
行
動
に
変
化
が
現
れ
始
め
た
の
も

こ
の
頃
だ
。
２
年
生
11
月
の
進
研
模
試

は
理
科
が
け
ん
引
役
と
な
り
、
例
年
以

上
に
偏
差
値
が
大
き
く
伸
び
た
と
い
う
。

　

中
・
下
位
層
の
生
徒
に
対
し
て
は
、

３
年
間
を
通
し
て
、
定
期
考
査
前
の
質

問
会
や
考
査
後
の
指
名
補
習
な
ど
を
実

施
し
、
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
た
。

ま
た
、
９
月
上
旬
の
実
力
考
査
で
順
調

に
受
験
勉
強
の
ス
タ
ー
ト
を
切
ら
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
、
夏
休
み
の
課
題

を
登
校
日
に
提
出
し
、
確
認
す
る
「
キ
ー

プ
・
ア
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も
実
施
。

教
科
ご
と
に
対
象
の
生
徒
を
指
名
し
、

教
科
担
当
が
課
題
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。

　

２
年
生
７
月
の
進
研
模
試
で
大
き
く

偏
差
値
が
下
が
っ
た
数
学
は
、
基
礎
・

基
本
の
徹
底
を
図
り
、
改
善
。
数
学
科

担
当
の
福
本
寛
之
先
生
は
、「
新
課
程
の

数
学
は
学
習
内
容
が
増
え
た
た
め
、
数

学
科
で
は
１
年
生
か
ら
進
度
を
速
め
る

と
い
う
方
針
で
し
た
。
し
か
し
、
定
期

考
査
で
は
な
か
な
か
得
点
が
伸
び
ず
、

７
月
の
進
研
模
試
で
も
偏
差
値
を
下
げ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
我
々
も
改
め
て
基

礎
・
基
本
の
重
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
」

と
語
る
。

　

そ
こ
で
、
数
学
科
で
は
、
教
科
書
の

内
容
を
し
っ
か
り
定
着
さ
せ
る
方
針
を

改
め
て
共
有
。
生
徒
に
は
様
々
な
場
面

で
基
礎
・
基
本
の
重
要
性
を
呼
び
掛
け
、

夏
休
み
の
課
題
も
教
科
書
レ
ベ
ル
の
問

題
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
に
し
た
。

　

２
年
生
９
月
以
降
の
早
朝
補
習
は
、

７
月
模
試
で
得
点
率
の
低
か
っ
た
分
野

で
あ
る
ベ
ク
ト
ル
の
問
題
演
習
に
特
化

し
、
理
系
と
文
系
に
分
け
て
10
月
の
定

期
考
査
ま
で
６
回
の
補
習
を
実
施
。
更

に
、「
数
学
Ⅱ
・
Ｂ
」
の
教
科
書
が
終
わ

る
時
期
を
見
計
ら
い
、
自
主
課
題
と
し

て
セ
ン
タ
ー
試
験
の
問
題
を
中
心
と
し

た
自
習
プ
リ
ン
ト
を
全
員
に
配
布
し
た
。

　

理
数
科
目
の
指
導
を
軌
道
修
正
し
、

成
果
を
上
げ
た
同
校
だ
が
、
残
さ
れ
た

課
題
も
あ
る
と
い
う
。

　
「
例
年
、
課
題
や
補
習
に
き
ち
ん
と
取

り
組
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最

後
に
力
を
出
し
切
れ
な
い
生
徒
が
い
ま

す
。
そ
う
し
た
生
徒
が
頑
張
っ
た
だ
け

の
成
果
が
出
せ
る
よ
う
に
、
今
後
も
生

徒
た
ち
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」（
坂
田
先
生
）
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２
年
生
後
期
の
化
学
補
習
で

難
関
大
の
入
試
問
題
に
挑
戦

低
迷
し
た
数
学
は

基
礎
・
基
本
を
徹
底
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進学実績向上

新課程入試の理科に対応
キャリア教育も見直し
志望進路を実現

◎北海道庁立札幌高等女学校として
創立。１９５０年に現校名に改称し、男
女共学となる。校訓は「寛容・進取・
良識」。２０１３年から３年間、北海道
教育委員会「北海道高等学校学力向
上推進事業」アドバンストモデル理科
（物理）推進校・国語協力校。

国公立大は、旭川医科大、小樽商科大、
北海道大、東北大、東京大、東京工業大、
一橋大、名古屋工業大、京都大、大阪大、
九州大などに265人が合格。私立大は、
慶應義塾大、東京理科大、早稲田大、
同志社大、立命館大などに延べ 151
人が合格。

設立

形態

生徒数

2015年度入試合格実績（現浪計）

190２（明治35）年

全日制／普通科／共学

１学年約320人

住所
　

電話

Web Site

〒001-0025
北海道札幌市北区北25条西11

011-736-3191

11
指導変革の

成果実践背景

◎例年、受験への切
り替えが遅れがちな
中、新課程入試の理
科への対応が最大の
課題に

変革のステップ

◎理科の休日補講の
充実、キャリア教育の
改善など、既存の取り
組みを見直し、ブラッ
シュアップを図る

◎東京大の現役合格
５人をはじめ、過去３
年間で最高の進学実
績を上げる。取り組
みを他学年に継承す
る方法も整備中

http://www.satsukita.ed.jp/

北海道

札幌北高校

　

２
０
１
５
年
３
月
、
北
海
道
札
幌
北
高
校
で
は
、
東

京
大
に
５
人
、
北
海
道
大
に
91
人
が
現
役
合
格
し
、
国

公
立
大
の
現
役
合
格
者
が
１
７
７
人
と
、
過
去
３
年
間

で
最
高
の
結
果
を
出
し
た
。

　
「
教
科
指
導
や
進
路
行
事
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
活
動

に
つ
い
て
、
学
年
団
の
教
師
一
人
ひ
と
り
が
最
も
効

果
的
な
指
導
は
何
か
を
考
え
な
が
ら
取
り
組
み
ま
し

た
。
何
事
も
ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク
に
せ
ず
、
生
徒
の
た

め
に
何
が
出
来
る
の
か
と
活
動
の
意
義
を
問
い
続
け

た
こ
と
が
、
結
果
に
結
び
付
い
た
と
思
い
ま
す
」

　

進
路
指
導
部
部
長
の
小
松
旭
先
生
は
、
こ
の
よ
う
に

振
り
返
る
。

　

12
年
４
月
の
入
学
当
初
で
の
、
こ
の
学
年
の
大
き
な

課
題
は
、
新
課
程
入
試
に
お
け
る
理
科
の
負
担
増
へ
の

対
応
だ
っ
た
。
同
学
年
で
副
学
年
主
任
を
務
め
た
現
１

学
年
主
任
の
小こ

山や
ま

浩
二
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
本
校
で
は
例
年
、
２
年
生
の
終
わ
り
ま
で
に
国

語
・
数
学
・
英
語
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
１
つ
の
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
理
科
や
地
歴
・
公

民
の
補
講
は
３
年
生
か
ら
本
格
化
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
し
た
。
加
え
て
、
７
月
の
学
校
祭
は
３
年
生
が
中

心
に
な
っ
て
取
り
組
む
た
め
、
受
験
生
に
な
る
時
期

が
遅
れ
る
の
も
例
年
の
課
題
で
し
た
。
出
来
る
だ
け

早
い
時
期
に
、
入
試
へ
の
意
識
付
け
を
行
い
た
い
と

考
え
ま
し
た
」

新
課
程
入
試
に
お
け
る

理
科
の
負
担
増
に
ど
う
対
応
す
る
か
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最
大
の
懸
案
で
あ
る
理
科
へ
の
対
応
で
は
、
学
習
内

容
が
ど
れ
だ
け
増
え
、
難
し
く
な
っ
た
の
か
を
学
年
団

で
共
有
し
、
国
数
英
の
完
成
を
目
指
し
な
が
ら
も
、
理

科
の
学
習
に
意
識
を
向
け
る
と
い
う
指
導
方
針
を
確
認

し
た
。
生
徒
に
は
、
２
年
生
７
月
の
学
年
集
会
で
、
大

学
入
試
の
理
科
の
難
化
予
想
を
説
明
し
、
２
年
生
11
月

の
進
研
模
試
を
１
つ
の
目
標
と
し
て
、
理
科
の
学
習
に

早
め
に
着
手
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
た
。
進
路
指
導
部
副

部
長
の
福
士
公
一
朗
先
生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
新
課
程
入
試
で
は
理
科
の
負
担
が
大
き
く
、
国

数
英
の
完
成
を
待
っ
て
い
て
は
、
入
試
に
対
応
で
き

な
い
と
考
え
、
生
徒
に
例
年
よ
り
も
早
く
、
学
習
へ

の
着
手
を
促
し
ま
し
た
。
更
に
、
理
科
は
旧
課
程
の

入
試
と
は
内
容
も
量
も
全
く
異
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
た
の
で
、
先
輩
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
う
の
み
に
し
な

い
よ
う
に
指
導
し
ま
し
た
」

　

理
科
重
視
の
方
針
に
沿
っ
て
、
補
講
も
工
夫
し
た
。

同
校
で
は
毎
年
１
年
生
か
ら
、
土
曜
日
に
年
15
回
、
夏

季
・
冬
季
休
業
中
に
各
６
日
間
の
休
日
補
講
を
行
う
。

自
由
参
加
だ
が
、
出
席
率
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
だ
。
教
科

は
、
例
年
１
年
生
〜
２
年
生
前
期
は
国
数
英
と
し
、
２

年
生
後
期
か
ら
理
科
を
始
め
て
い
た
が
、
同
学
年
で
は

夏
休
み
明
け
か
ら
理
科
も
補
講
を
行
う
よ
う
整
備
し
た
。

　

補
講
は
土
曜
日
・
長
期
休
業
と
も
１
日
70
分
３
コ
マ

で
、
２
年
生
後
期
以
降
は
１
日
５
〜
７
科
目
を
用
意
す

る
。
一
昨
年
度
ま
で
は
、
生
徒
に
受
講
科
目
の
選
択
を

任
せ
て
い
た
た
め
、
講
習
の
連
動
性
を
考
え
ら
れ
ず
に

受
講
す
る
者
も
い
て
、
講
習
内
容
が
有
効
に
働
い
て
い

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
同
学
年
で
は
、
文
系
・
理
系
の

生
徒
に
と
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
効
果
的
な
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を

考
え
て
提
示
し
、
自
分
に
必
要
な
科
目
の
学
習
の
連
動

性
に
注
意
し
て
選
択
す
る
よ
う
、
担
任
が
指
導
し
た
。

時
間
割
は
、
例
え
ば
理
系
志
望
の
生
徒
に
必
要
な
科
目

が
同
時
間
に
重
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、
生
徒
が
必

要
な
科
目
を
履
修
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

そ
う
し
た
指
導
の
成
果
は
、
２
年
生
11
月
の
進
研
模

試
に
表
れ
た
。
理
科
の
得
点
率
が
高
く
、
特
に
物
理
が

高
得
点
だ
っ
た
。
そ
れ
は
後
に
、
セ
ン
タ
ー
試
験
で
同

校
の
入
試
実
績
全
体
を
け
ん
引
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

物
理
の
好
成
績
を
支
え
た
背
景
に
は
、
授
業
の
工
夫

も
大
き
い
。
物
理
科
で
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

を
取
り
入
れ
、
特
に
中
・
下
位
層
の
生
徒
の
理
解
度
や

学
習
意
欲
の
向
上
に
成
果
を
上
げ
た
。

　

方
法
は
大
き
く
２
つ
。
１
つ
は
、
２
年
生
で
全
４
回

行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
だ
。
放
射
線
を
テ
ー
マ
に
、５
、

６
人
の
グ
ル
ー
プ
で
調
べ
学
習
を
し
、
発
表
し
て
、
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。
教
材
は
イ
ギ
リ
ス
の

高
校
の
教
科
書
。
生
徒
に
、
理
系
分
野
に
お
け
る
質
の

高
い
英
文
に
触
れ
さ
せ
る
こ
と
と
、
理
科
が
ど
う
社
会

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
を
意
識
さ
せ
る
の
が
狙
い

だ
。
発
表
は
紙
芝
居
形
式
と
し
て
お
り
、
生
徒
は
自
ら

工
夫
を
凝
ら
し
て
場
を
盛
り
上
げ
る
と
い
う
。

　

放
射
線
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
答
え
の
な
い
問
い
を

考
え
さ
せ
る
た
め
と
、物
理
担
当
の
福
士
先
生
は
語
る
。

　
「
サ
イ
エ
ン
ス
は
必
ず
１
つ
の
答
え
が
出
る
も
の

だ
と
、
生
徒
は
思
い
込
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
科

学
者
に
よ
っ
て
見
解
が
異
な
る
分
野
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
科
学
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
、
答

え
が
出
せ
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

北
海
道
札
幌
北
高
校

小
松
浩
介　
こ
ま
つ
・
こ
う
す
け

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
14
年
目
。
１
学
年
進

路
指
導
部
。２
０
１
４
年
度
卒
業
生
の
学
年
主
任
。「
ユ
ー

モ
ア
と
柔
軟
性
を
忘
れ
ず
に
」

北
海
道
札
幌
北
高
校

福
士
公
一
朗　
ふ
く
し
・
こ
う
い
ち
ろ
う

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
進
路
指
導

部
副
部
長
。「
全
体
と
部
分
の
関
連
性
を
意
識
す
る
」

北
海
道
札
幌
北
高
校

小
山
浩
二　
こ
や
ま
・
こ
う
じ

教
職
歴
20
年
。同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。１
学
年
主
任
。

「
厳
し
さ
も
必
要
。
合
理
的
に
考
え
、
動
く
」

＊１　学校教育での ICT 活用をソフト・ハードの両面から総合的に支援するクラウドサービス。

休
日
補
講
の
時
間
割
を
工
夫
し

学
年
全
体
で
理
科
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

北
海
道
札
幌
北
高
校

小
松　
旭　
こ
ま
つ
・
あ
き
ら

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
進
路
指
導

部
部
長
。「
生
徒
と
共
に
学
校
生
活
を
楽
し
む
」

理
科
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
で

「
分
か
っ
た
ふ
り
」を
あ
ぶ
り
出
す
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北海道　札幌北高校北海指導変革の

　

入
学
当
初
は
、
控
え
目
な
生
徒
が
多
い
同
校
だ
が
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
活
発
に
意
見
を
交
換
し
、
そ
の

後
の
授
業
で
も
積
極
的
に
質
問
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

も
う
１
つ
は
、
普
段
の
授
業
だ
。
福
士
先
生
の
授
業

で
は
、
先
生
の
解
説
は
半
分
程
度
で
、
後
半
で
は
生
徒

が
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
演
習
に
取
り
組
む
。
こ
の

方
法
に
し
て
か
ら
、
物
理
が
得
意
・
不
得
意
に
関
係
な

く
成
績
が
伸
び
、
平
均
点
が
上
が
っ
た
。

　
「
真
面
目
に
ノ
ー
ト
を
取
っ
て
分
か
っ
た
つ
も
り

に
な
っ
て
い
る
生
徒
が
、
教
え
合
う
こ
と
で
、
自
分

の
理
解
が
あ
や
ふ
や
な
こ
と
に
気
付
き
、
よ
り
深
く

理
解
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
強
ま
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
上
位
層
の
生
徒
が
、
友
人
に
教
え
て
も
理
解
し

て
も
ら
え
ず
、
悔
し
い
思
い
を
し
て
更
に
奮
起
す
る

こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
」（
福
士
先
生
）

　

新
し
く
取
り
組
み
を
増
や
す
の
で
は
な
く
、
従
来
の

取
り
組
み
の
意
義
を
問
い
直
し
、
実
効
性
を
高
め
て
い

る
と
こ
ろ
に
、
同
校
の
特
色
が
あ
る
。

　

そ
れ
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
取
り
組
み
に
も
表
れ
て
い

る
。
同
校
で
は
、
約
20
年
前
か
ら
「
Ａ
Ｇ
Ｅ
16
」
と
い

う
進
路
学
習
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
１
年
生
９
月

か
ら
２
か
月
間
掛
け
、
志
望
校
や
憧
れ
の
大
学
・
学
部

に
つ
い
て
、学
問
内
容
、入
試
科
目
、研
究
室
、
卒
業
後

の
進
路
な
ど
を
調
べ
、
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
取
り
組

み
だ
。
優
秀
な
レ
ポ
ー
ト
を
冊
子（
図
）に
し
、
教
室
に

置
き
、
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
更
に
、
同
学
年
で

は
、
優
秀
者
５
人
を
選
び
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ

フ
ト
で
資
料
を
作
成
、学
年
全
体
の
前
で
発
表
さ
せ
た
。

　
「
１
年
生
で
ま
ず
視
野
を
広
げ
さ
せ
、
そ
の
後
、

現
実
を
踏
ま
え
な
が
ら
志
望
を
焦
点
化
さ
せ
て
い
く

と
い
う
の
が
、
学
年
の
方
針
で
し
た
。『
Ａ
Ｇ
Ｅ
16
』

の
冊
子
を
教
室
に
置
く
だ
け
で
は
、
生
徒
の
視
野
を

広
げ
る
に
は
不
十
分
で
す
。
発
表
を
聞
く
こ
と
で
、こ

れ
ま
で
自
分
が
関
心
の
な
か
っ
た
大
学
に
つ
い
て
知

る
、
文
系
の
生
徒
が
理
系
の
学
部
を
、
理
系
の
生
徒

が
文
系
の
学
部
を
知
る
、
ま
た
、
他
の
生
徒
の
選
択

基
準
や
考
え
る
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
知
る
こ
と
で
、
視

野
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
し
た
」（
小
山
先
生
）

　

同
学
年
の
主
任
と
し
て
取
り
組
み
を
３
年
間
主
導
し

て
き
た
小
松
浩
介
先
生

は
こ
う
語
る
。

　
「
生
徒
や
保
護
者
の

多
く
は
、
北
海
道
大
進

学
を
希
望
し
ま
す
。
実

際
、
東
京
大
に
合
格
し

た
５
人
は
、
入
学
時
は

北
海
道
大
を
志
望
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、

様
々
な
分
野
で
世
界
に

貢
献
す
る
リ
ー
ダ
ー
を

育
て
る
の
も
本
校
の
使

命
。
そ
れ
に
は
、
顕
在

化
し
た
希
望
に
応
え
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
生

徒
が
自
身
の
可
能
性
に
目
覚
め
る
よ
う
、
潜
在
的
な

ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
て
更
に
発
展
さ
せ
る
キ
ャ
リ

ア
教
育
が
必
要
で
あ
り
、『
Ａ
Ｇ
Ｅ
16
』
は
そ
の
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

現
１
学
年
で
は
、
10
月
に
行
う
２
年
生
の
科
目
選
択

に
間
に
合
う
よ
う
、
例
年
よ
り
時
期
を
前
倒
し
し
、
夏

休
み
前
に
「
Ａ
Ｇ
Ｅ
16
」
を
始
め
る
。
加
え
て
、
生
徒

の
視
野
を
更
に
広
げ
る
た
め
、
志
望
大
以
外
の
大
学
・

学
部
の
レ
ポ
ー
ト
も
ま
と
め
さ
せ
る
予
定
だ
。

　

毎
年
10
月
に
行
う
東
京
大
教
員
の
進
路
講
演
会
で

レポートは２枚にわたり、１枚目は自分がその志望大を目指す理由を述べ、
２枚目では、志望大の入試科目、研究室などを調べてまとめていく。
＊学校資料をそのまま掲載（今年度は更に改善して実施）

「ＡＧＥ16」のレポート（2014年度）図

「
な
ぜ
こ
の
取
り
組
み
を
行
う
の
か
」を

学
年
団
で
徹
底
的
に
議
論

大
学
調
べ
の
成
果
を
共
有
し

知
ら
な
い
大
学
へ
視
野
を
広
げ
る
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も
、
新
機
軸
を
打
ち
出
し
た
。
例
年
は
先
端
分
野
の
講

演
を
聞
く
だ
け
だ
っ
た
が
、
同
学
年
で
は
事
前
学
習
を

実
施
。
講
演
テ
ー
マ
の
「
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク

ス
」
に
つ
い
て
教
師
が
ま
と
め
た
プ
リ
ン
ト
を
生
徒
が

読
み
、
感
想
や
気
付
い
た
こ
と
を
ま
と
め
、
そ
の
中
で

優
秀
な
レ
ポ
ー
ト
を
進
路
指
導
部
発
信
の
「
進
路
ニ
ュ

ー
ス
」
に
掲
載
し
、
講
演
会
へ
の
期
待
を
高
め
て
い
っ

た
。事
前
に
テ
ー
マ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
こ
と
で
、

当
日
は
多
く
の
質
問
が
講
師
に
投
げ
掛
け
ら
れ
、後
日
、

一
つ
ひ
と
つ
返
答
し
て
も
ら
う
ほ
ど
だ
っ
た
。

　
「
単
に
毎
年
行
っ
て
い
る
か
ら
実
施
す
る
の
で
は

な
く
、
活
動
の
目
的
を
学
年
で
議
論
し
、
一
つ
ひ
と

つ
の
取
り
組
み
の
意
義
を
確
認
し
て
、
味
付
け
を
し

て
い
っ
た
か
ら
こ
そ
、
効
果
が
上
が
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
学
年
団
の
教
師
が
目
的
を
共
有
し
た
チ
ー

ム
と
な
る
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る
生
徒
の
力
を
伸
ば
し

て
い
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
」（
小
松
浩
介
先
生
）

　

同
学
年
は
、
最
後
ま
で
生
徒
に
諦
め
さ
せ
な
い
粘
り

強
い
指
導
を
展
開
し
た
学
年
で
も
あ
っ
た
。
同
校
は
徹

底
し
た
第
１
志
望
校
主
義
で
、
現
実
的
な
判
断
が
求
め

ら
れ
る
場
面
は
あ
る
に
せ
よ
、
生
徒
を
最
後
ま
で
励
ま

し
続
け
る
。

　

上
位
層
の
生
徒
で
も
、
模
試
で
思
う
よ
う
な
結
果
が

出
ず
に
挫
折
を
味
わ
う
こ
と
は
少
な
く
な
い
。そ
こ
で
、

同
学
年
で
は
進
研
模
試
の
デ
ー
タ
を
積
極
的
に
活
用
。

過
去
の
合
格
者
の
デ
ー
タ
を
見
せ
、「
こ
の
時
期
な
ら

ま
だ
伸
び
る
」「
こ
の
点
数
で
も
合
格
し
た
先
輩
は
い

る
」
と
声
を
掛
け
、折
れ
そ
う
な
生
徒
の
心
を
支
え
た
。

　
「
教
師
が
寄
り
添
い
、
不
安
な
気
持
ち
を
支
え
れ

ば
、
生
徒
は
安
心
で
き
ま
す
。
そ
の
際
、
大
切
な
の

が
客
観
的
な
デ
ー
タ
で
す
。
単
に
『
頑
張
れ
』
と
励

ま
す
の
で
は
な
く
、
き
ち
ん
と
根
拠
を
説
明
し
て
学

習
方
法
を
評
価
す
れ
ば
、
生
徒
は
落
ち
着
い
て
勉
強

に
打
ち
込
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」（
福
士
先
生
）

　

今
後
の
課
題
は
、
同
学
年
の
取
り
組
み
を
、
次
年
度

以
降
も
継
承
す
る
こ
と
だ
。
15
年
度
も
、
福
士
先
生
と

も
う
１
人
の
前
３
学
年
担
任
が
現
３
学
年
担
当
と
し
て

配
さ
れ
、
年
度
当
初
に
指
導
内
容
や
課
題
を
伝
え
る
引

き
継
ぎ
の
場
が
設
け
ら
れ
た
。既
に
休
日
補
講
を
始
め
、

多
く
の
取
り
組
み
が
、現
３
学
年
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
「
今
の
３
学
年
団
も
、
前
年
度
の
成
果
や
課
題
を

受
け
止
め
て
、
良
い
も
の
を
ど
ん
ど
ん
受
け
継
い
で

い
こ
う
と
い
う
意
欲
に
満
ち
て
い
ま
す
。
今
後
は
進

路
指
導
部
も
率
先
し
て
学
年
間
の
橋
渡
し
を
行
い
、

ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
の
手
助
け
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
他
校
の
取
り
組
み
や
道
外
の
情
報
を
積
極
的
に

校
内
に
向
け
て
発
信
し
、
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
小
松
旭
先
生
）

　

小
松
旭
先
生
が
校
外
研
修
で
得
た
情
報
を
「
進
路
ニ

ュ
ー
ス
教
員
版
」
と
し
て
配
信
し
、
共
有
す
る
取
り
組

み
も
始
ま
っ
て
い
る
。
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
つ
つ

あ
る
同
校
の
こ
れ
か
ら
に
注
目
し
た
い
。

客
観
的
な
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
励
ま
し

最
後
ま
で
諦
め
な
い
意
欲
を
育
む

若手教師が語る、指導変革への　　　　

指導の実効性を上げ
学校の求心力を高める

１学年主任　小山浩二

　道内屈指の進学校である本校に赴任が決まった時、
どのような生徒がいるのか、どのような授業をすれば
よいのかと、緊張したことを覚えています。しかし、ど
の学校であっても、高校生であることに変わりはあり
ません。自己管理が完全に出来ているかといわれれば
そんなことはなく、教師が生徒の可能性を伸ばすため
にきちんとかかわることが不可欠でした。
　現在、学年主任を務める１年生には、現在の学力で
は合格が難しい学部・学科を志望する生徒も多くいま
す。現実的には達成が難しい挑戦かもしれませんが、
生徒が本気ならば、実現のために最大限の支援をして
いきたいと思っています。これまで、本校では成績
と志望校については担任が生徒に指導をしてきまし
たが、この学年では成績と志望校の相関データを整
理して学年に提示し、担任や学年団と情報共有をし
ながら、高い志望を育む指導を進めていきたいと思っ
ています。
　全校的には、生徒に対しての学校の求心力を高めて
いくことが課題だと感じています。塾に通い、学校の
学習とのバランスが取れず、志望校に合格できなかっ
た生徒が毎年います。本校の授業にしっかり取り組
めば、志望は実現できる。そうした信頼感を醸成し、
生徒の気持ちを学校に向けさせ、学年・生徒が一丸と
なって入試に向かっていける雰囲気をつくっていき
たいと考えています。

の 　　　情熱
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指導力向上

教師の意識改革を進め
学校全体で
生徒一人ひとりを見守る

◎校訓は「天分発揮」、教育目標は「友
愛・自律・進取」。東大・国立医学
部コース、難関大コースの２コース制。
英語スピーチコンテスト（全学年）、
広島平和学習（中３）、生徒有志によ
る英字新聞作りなど、グローバル教育
にも力を入れている。

国公立大は、北海道大、筑波大、東京大、
東京工業大、名古屋大、京都大、岡山大、
広島大、徳島大、香川大、九州大など
に４３人が合格。私立大は、慶應義塾大、
早稲田大、同志社大、立命館大、大阪
医科大、関西学院大、川崎医科大など
に延べ１６６人が合格。

設立

形態

生徒数

2015年度入試合格実績（現浪計）

198２（昭和5７）年

全日制／普通科／共学

１学年約1５0人

住所
　

電話

Web Site

〒701-0206
岡山市南区箕島1500

086-282-6336

12
指導変革の

成果実践背景

◎受け身がちで自分
に自信が持てない生
徒が少なくなかっ
た。生徒指導が徹底
されていなかったた
め、生徒の規範意識
も希薄だった

変革のステップ

◎生徒指導の統一、
主体性を育むための
行事改革、基礎学力
育成のための指導改
善など、総合的な改
革を推進

◎生徒の表情が明る
くなり、積極的・主
体的に活動に取り組
む意欲が高まる。指
導力向上に向けた教
師の意識も向上

http://www.okayama-h.ed.jp/

岡山県・私立

岡山中学・高校

　

私
立
中
高
一
貫
校
の
岡
山
中
学
・
高
校
は
、例
年
、
多

数
の
国
公
立
大
合
格
者
を
出
す
。
特
に
、
２
０
１
４
年

度
か
ら
２
年
連
続
で
国
公
立
大
医
学
科
の
合
格
者
数
が

２
桁
と
な
り
、近
年
で
は
ア
メ
リ
カ
の
ト
ッ
プ
大
学
の

１
つ
で
あ
る
コ
ー
ネ
ル
大
な
ど
に
も
合
格
者
を
輩
出
。

　

現
在
、
同
校
は
、
２
０
１
４
年
度
に
就
任
し
た
鷹た

か

家い
え

秀ひ
で

史し

校
長
の
下
、
教
科
指
導
や
学
校
行
事
、
校
内
分
掌

な
ど
、
大
規
模
な
学
校
改
革
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る
。

改
革
前
、
課
題
は
山
積
し
て
い
た
。
そ
の
１
つ
が
、
生

徒
の
気
質
の
変
化
へ
の
対
応
だ
。
生
徒
は
、
素
直
で
真

面
目
な
一
方
、
受
け
身
の
姿
勢
が
目
立
ち
、
自
己
肯
定

感
が
高
く
な
か
っ
た
。
進
学
実
績
に
影
響
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
学
力
を
十
分
に
伸
ば
し
切
れ
て
い
な
い
と

感
じ
る
教
師
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。
生
徒
に
自

ら
学
ぶ
意
欲
や
姿
勢
を
育
む
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
、
教
師
の
意
識
改
革
、
指
導
改
善
が
必
要
だ
っ
た
。

　

同
校
の
改
革
に
は
前
史
が
あ
る
。
十
数
年
前
、
現
場

の
教
師
の
働
き
掛
け
に
よ
っ
て
、
生
徒
指
導
改
革
に
乗

り
出
し
た
こ
と
が
、
現
在
に
続
く
改
革
の
始
ま
り
だ
っ

た
。
10
年
前
に
赴
任
し
た
生
徒
指
導
部
長
の
中
川
英た

け
し

先

生
は
、
当
時
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　
「
ど
の
先
生
も
熱
心
に
生
徒
指
導
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
校
内
で
指
導
方
針
が
統
一
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
た
め
に
指
導
が
行
き
届
か
ず
、
容
儀
の
乱
れ
や
時

間
を
守
ら
な
い
生
徒
が
い
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
生

全
校
体
制
で
着
手
し
た
生
徒
指
導
が

10
年
に
及
ぶ
改
革
の
幕
開
け
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徒
を
ど
う
育
て
て
い
く
の
か
と
い
う
意
識
が
、
教
師

間
で
共
有
さ
れ
に
く
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

そ
こ
で
、
中
川
先
生
が
中
心
と
な
り
、
生
徒
指
導
部

で
作
り
上
げ
た
の
が
、
生
徒
指
導
の
し
お
り
『
岡
山
中

学
校
・
高
校
の
生
活
』
だ
。
こ
れ
は
、
授
業
の
受
け
方

や
ノ
ー
ト
の
取
り
方
、
日
常
の
礼
法
や
服
装
、
休
み
時

間
や
放
課
後
の
過
ご
し
方
、
図
書
館
の
使
い
方
な
ど
を

記
載
し
た
、言
わ
ば
「
学
校
生
活
の
教
科
書
」
で
あ
る
。

　

生
徒
が
そ
れ
ら
を
実
践
で
き
る
よ
う
、
中
学
校
入
学

直
後
の
４
日
間
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。
こ

の
期
間
は
授
業
を
行
わ
ず
、
校
歌
や
校
訓
の
意
味
を
考

え
た
り
、
教
師
が
生
徒
と
一
緒
に
通
学
路
を
歩
い
た
り

す
る
な
ど
、
学
校
生
活
に
慣
れ
る
こ
と
を
重
視
す
る
よ

う
に
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
同
校
に
は
な
い
指
導
法
に
、

当
初
は
異
議
を
唱
え
る
教
師
も
い
た
。
し
か
し
、
生
徒

が
変
化
し
て
い
く
に
連
れ
て
、
そ
う
し
た
声
は
な
く
な

っ
て
い
っ
た
。２
学
年
主
任
の
鷲す

見み

香
織
先
生
は
言
う
。

　
「
生
徒
が
教
師
の
目
を
見
て
話
す
よ
う
に
な
り
、

授
業
態
度
が
格
段
に
良
く
な
り
ま
し
た
。
最
も
大
き

な
変
化
は
、
生
徒
が
き
ち
ん
と
敬
語
を
使
え
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
大
人
と
対
等
に
向
き
合
っ
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、
か

え
っ
て
生
徒
と
教
師
と
の
距
離
が
近
く
な
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
」

　

生
徒
指
導
の
徹
底
に
よ
り
、
生
徒
の
間
に
教
師
の
指

導
を
受
け
入
れ
る
素
地
が
出
来
た
こ
と
が
、
教
師
の
自

信
に
つ
な
が
り
、
そ
の
後
の
改
革
に
道
筋
を
付
け
た
。

　

生
徒
の
生
活
態
度
が
良
く
な
る
一
方
で
、
受
け
身
な

気
質
が
気
に
な
る
よ
う
に
な
り
、
厳
し
い
指
導
に
も
食

ら
い
付
い
て
く
る
た
く
ま
し
さ
や
、
他
人
と
異
な
る
意

見
を
述
べ
る
勇
気
な
ど
を
い
か
に
身
に
付
け
さ
せ
る
か

が
課
題
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
そ
う
し
た
生
徒
の
気

質
は
、
教
師
の
か
か
わ
り
方
に
も
一
因
が
あ
っ
た
と
、

広
報
副
部
長
の
石
井
大だ

い

祐す
け

先
生
は
語
る
。

　
「
本
校
で
は
、
基
本
的
に
学
年
団
は
６
年
間
持
ち

上
が
り
で
し
た
。
生
徒
と
長
い
時
間
過
ご
し
て
い
る

と
、
生
徒
が
考
え
て
い
る
こ
と
、
欲
し
て
い
る
こ
と

が
言
葉
に
さ
れ
な
く
て
も
分
か
っ
て
き
ま
す
。
す
る

と
、
教
師
は
つ
い
先
回
り
し
て
、
声
を
掛
け
、
助
け

舟
を
出
し
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
っ
た
の
で
す
。
手
厚

い
指
導
が
か
え
っ
て
生
徒
の
自
立
を
阻
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
学
年
が
持
ち
上
が
る
こ
と
で
、『
来

年
ま
た
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
』
と
い
う
教
師
の
考
え
の

甘
さ
を
生
ん
で
い
ま
し
た
」

　

そ
こ
で
、
14
年
度
か
ら
６
年
間
の
持
ち
上
が
り
を
や

め
、
中
高
と
も
基
本
的
に
毎
年
、
学
年
団
の
大
半
を
入

れ
替
え
る
こ
と
に
し
た
。
生
徒
は
、
毎
年
新
し
い
先
生

と
出
会
う
中
で
自
分
を
表
現
す
る
方
法
を
模
索
す
る
よ

う
に
な
り
、
教
師
は
「
１
年
１
年
が
勝
負
」
と
い
う
強

い
気
持
ち
で
指
導
に
臨
む
よ
う
に
な
っ
た
。
進
路
指
導

部
長
の
明

み
ょ
う

樂ら
く

晃
先
生
は
、「
新
し
い
出
会
い
が
、
生
徒

の
殻
を
破
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
」と
指
摘
す
る
。

　
「
６
年
間
の
持
ち
上
が
り
は
、
教
師
の
生
徒
に
対
す

る
見
方
や
評
価
を
固
定
化
し
、
指
導
の
幅
を
狭
め
て

い
ま
し
た
。
１
人
の
生
徒
に
多
く
の
教
師
が
か
か
わ

る
こ
と
で
、
個
々
の
生
徒
を
多
面
的
に
捉
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
徒

の
潜
在
能
力
を
引
き
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

14
年
度
に
は
、「Classi

」（
＊
１
）
を
全
校
体
制
で

導
入
。
定
期
考
査
や
模
試
の
成
績
、
部
活
動
の
実
績
、

生
活
状
況
な
ど
の
情
報
を
、
教
師
間
で
共
有
し
、
学
校

全
体
で
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
支
え
る
体
制
が
整
っ
た
。

ツ
ー
ル
を
統
一
し
た
こ
と
で
、
若
手
教
師
だ
け
で
な
く

岡
山
中
学
・
高
校

石
井
大
祐　
い
し
い
・
だ
い
す
け

教
職
歴
15
年
。同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。広
報
副
部
長
。

「
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
よ
り
も
、
コ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
生
徒
と

か
か
わ
る
」

岡
山
中
学
・
高
校

中
川　
英　
な
か
が
わ
・
た
け
し

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
生
徒
指
導

部
長
。「
マ
ン
ネ
リ
は
進
歩
の
敵
。
常
に
新
し
い
も
の
を

求
め
る
視
野
を
持
つ
」

岡
山
中
学
・
高
校

鷲
見
香
織　
す
み
・
か
お
り

教
職
歴
16
年
。同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。２
学
年
主
任
。

「G
o and Try w

ith a sm
ile! 

人
に
や
さ
し
く
己
に
厳

し
く
」

＊１　ソフトバンクとベネッセの合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

学
年
団
の
持
ち
上
が
り
を
廃
し
、

１
年
間
全
力
で
指
導
す
る
意
識
が
定
着

岡
山
中
学
・
高
校

明
樂　
晃　
み
ょ
う
ら
く
・
あ
き
ら

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
22
年
目
。
進
路
指
導

部
長
。「
何
事
も
生
徒
目
線
・
保
護
者
目
線
で
行
動
す
る
」
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岡山県・私立　岡山中学・高校岡山指導変革の

ベ
テ
ラ
ン
教
師
も
し
っ
か
り
活
用
し
て
い
る
（
図
）。

　
「
教
師
1
人
に
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
配
備

さ
れ
た
の
で
、
い
つ
で
も
生
徒
の
状
況
を
把
握
で
き

ま
す
。『C

lassi

』
の
情
報
を
基
に
、
部
活
動
の
試

合
の
翌
日
、生
徒
に
『
昨
日
は
活
躍
し
た
ら
し
い
な
』

と
話
し
掛
け
る
と
、
生
徒
は
う
れ
し
そ
う
な
顔
を
し

て
い
ま
し
た
。
生
徒
に
声
を
掛
け
る
き
っ
か
け
を
得

ら
れ
る
こ
と
で
、
生
徒
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
更
に
取
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
」（
明
樂
先
生
）

　

主
体
性
を
育
む
た
め
の
工
夫
と
し
て
、
入
学
式
や
体

育
大
会
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
学
校
行
事
に
生
徒
が
活
躍
で

き
る
場
面
を
増
や
し
た
。
中
学
校
の
卒
業
式
で
は
、
生

徒
会
の
役
員
が
壇
上
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
述
べ
、
入
学
式

で
は
、
新
入
生
や
保
護
者
の
緊
張
を
和
ら
げ
よ
う
と
、

生
徒
が
コ
ミ
カ
ル
な
寸
劇
を
演
じ
た
。
体
育
大
会
や
文

化
祭
で
は
、
競
技
種
目
の
選
別
や
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
デ

ザ
イ
ン
な
ど
に
、
生
徒
の
提
案
を
出
来
る
だ
け
取
り
入

れ
た
。「
自
分
た
ち
で
学
校
を
変
え
ら
れ
る
」
と
分
か
る

に
連
れ
、
生
徒
か
ら
積
極
的
に
ア
イ
デ
ア
が
出
る
よ
う

に
な
り
、
自
主
的
に
朝
練
習
を
行
う
ク
ラ
ス
も
現
れ
た
。

　

行
事
を
通
じ
て
、
生
徒
の
視
野
を
広
げ
る
工
夫
も
し

て
い
る
。
特
に
、
進
路
観
の
育
成
や
体
験
活
動
に
課
題

が
あ
っ
た
中
学
校
で
は
、
14
年
度
に
２
つ
の
活
動
を
取

り
入
れ
た
。
１
つ
は
中
学
２
年
生
で
の
職
場
体
験
だ
。

生
徒
自
身
が
岡
山
市
や
倉
敷
市
の
企
業
の
中
か
ら
訪
問

先
を
探
し
、
訪
問
の
約
束
を
取
り
付
け
る
。

　
「
事
前
に
、
訪
問
す
る
職
場
に
関
係
す
る
社
会
問

題
を
新
聞
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
、
訪
問
時
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
な
ど
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
（
＊
２
）
の
要

素
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
働
く
意
義
を
知
る
だ
け
で

な
く
、
社
会
問
題
に
対
し
て
当
事
者
意
識
を
養
う
こ

と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」（
鷲
見
先
生
）

　

も
う
１
つ
は
、
中
学
３
年
生
で
行
う
「
冒
険
合
宿
」

だ
。
公
益
財
団
法
人
日
本
ア
ウ
ト
ワ
ー
ド
・
バ
ウ
ン
ド

協
会
（
＊
３
）
の
協
力
を
得
て
、
生
徒
自
ら
の
力
で
困

難
を
克
服
し
て
い
く
体
験
活
動
を
行
っ
た
。
数
人
の
チ

ー
ム
で
協
力
し
て
、
４
メ
ー
ト
ル
の
壁
を
よ
じ
登
っ
た

り
、
高
さ
50
メ
ー
ト
ル
の
つ
り
橋
を
ロ
ー
プ
１
本
で
下

り
た
り
す
る
。
そ
う
し
た
実
体
験
を
通
し
て
、
困
難
に

思
え
る
こ
と
も
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
れ
ば
乗
り
越

え
ら
れ
る
こ
と
を
、
生
徒
は
体
で
学
ん
で
い
く
。

　

冒
険
合
宿
の
最
大
の
特
徴
は
、
活
動
後
の
振
り
返
り

だ
。
こ
れ
は
ア
ウ
ト
ワ
ー
ド
・
バ
ウ
ン
ド
の
ノ
ウ
ハ
ウ

だ
が
、
一
つ
ひ
と
つ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
後
に
「
活
動

を
し
て
い
る
時
に
何
を
考
え
て
い
た
の
か
」「
ど
ん
な

時
に
不
安
に
な
っ
た
の
か
」な
ど
を
具
体
的
に
語
ら
せ
、

更
に
冒
険
合
宿
の
終
了
直
後
や
３
か
月
後
に
も
「
あ
の

時
と
今
で
ど
う
違
う
か
」
を
振
り
返
ら
せ
る
。

　
「
漠
然
と
し
た
感
想
で
は
な
く
、
自
分
の
内
面
を

振
り
返
り
、
自
分
の
経
験
を
言
葉
に
す
る
こ
と
で
、

生
徒
は
体
験
か
ら
得
た
も
の
を
自
覚
し
、
次
に
生
か

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
適
切
な
振
り
返
り
を
タ
イ

ミ
ン
グ
よ
く
行
う
こ
と
で
、
生
徒
に
と
っ
て
行
事
の

価
値
が
一
気
に
上
が
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
一
つ
ひ
と
つ
の
行
事
の
狙
い
を
明
確
に
し
て
生

徒
に
伝
え
、
体
系
的
な
振
り
返
り
の
手
法
を
確
立
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
鷲
見
先
生
）

　

高
校
１
年
生
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ー
ト
ン
校
へ
の

修
学
旅
行
が
あ
り
、生
徒
は
更
に
視
野
を
広
げ
て
い
く
。

　

生
徒
の
変
容
を
受
け
て
、
同
校
が
今
、
最
も
力
を
入

Classi の「生徒メモ」は、生徒の日々の情報を記入する欄。教
師が気付いたこと、他の教師と共有したいことを記入すれば、す
みやかな目線合わせが可能となる。
＊学校資料を一部改編して掲載

「Classi」の画面図

教
科
横
断
の
授
業
研
究
、
教
材
研
究
で

教
師
の
指
導
力
向
上
を
図
る

生
徒
の
ア
イ
デ
ア
を
行
事
に
取
り
入
れ

主
体
性
を
育
む

＊２　Newspaper in Education の略。新聞などを教材として活用する教育活動。
＊３　イギリスで開設され、現在は世界３０か国以上にネットワークを持つ非営利の冒険教育機関。

生
徒
の
経
験
値
を
高
め
る

体
系
的
な
振
り
返
り
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今回のテーマに関連する過去の記事はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
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れ
て
い
る
の
が
授
業
改
善
だ
。
そ
の
た
め
の
取
り
組
み

は
大
き
く
分
け
て
２
つ
あ
る
。

　

１
つ
め
は
、
14
年
度
に
始
め
た
教
科
横
断
の
授
業
研

究
だ
。
研
究
テ
ー
マ
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
使
い
方
」「
双
方

向
授
業
」
な
ど
、
互
い
の
教
科
の
専
門
的
な
部
分
が
分

か
ら
な
く
て
も
、
議
論
で
き
る
も
の
を
設
定
。
生
徒
と

の
双
方
向
の
や
り
取
り
は
成
立
し
て
い
る
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
使
い
方
は
効
果
的
か
な
ど
、
教
科
の
枠
を
超
え
た
議

論
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

　

も
う
１
つ
の
取
り
組
み
は
教
材
研
究
だ
。
教
科
ご
と

に
、
使
用
す
る
教
科
書
を
見
直
し
、
指
導
法
を
話
し
合

う
な
ど
し
て
、
指
導
を
根
底
か
ら
問
い
直
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
議
論
を
通
し
て
、
学
年
ご
と
に
押
さ
え
る
べ

き
ポ
イ
ン
ト
、
身
に
付
け
さ
せ
る
べ
き
力
は
何
か
と
い

っ
た
共
通
理
解
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
「
あ
る
教
科
で
は
、
生
徒
に
高
い
学
力
を
付
け
た

い
と
、難
易
度
の
高
い
教
科
書
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
議
論
の
過
程
で
、
基
礎
を
固
め
、
難
易
度

の
高
い
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
確
か
な
学
力
が
身

に
付
い
て
い
く
、
と
い
う
発
想
の
転
換
が
出
来
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
標
準
レ
ベ
ル
の
教
科
書
で
、
生
徒
が

基
礎
か
ら
発
展
ま
で
学
習
で
き
る
よ
う
、
指
導
を
見

直
し
た
の
で
す
。
教
師
に
は
高
い
指
導
力
が
求
め
ら

れ
ま
す
が
、
生
徒
の
意
欲
が
高
ま
り
、
学
力
も
付
い

て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」（
明
樂
先
生
）

　

今
後
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
反
転
授
業
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど
の
研
究
を
進
め
、
講
義
中
心
の
授

業
か
ら
、
生
徒
が
活
動
主
体
の
授
業
へ
の
転
換
を
図
っ

て
い
く
方
針
だ
。

　

生
徒
指
導
の
見
直
し
を
起
点
に
改
革
が
始
ま
っ
て
10

年
。
今
、
学
校
は
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
「
生
徒
の
顔
付
き
が
以
前
と
は
ま
る
で
違
い
ま
す
。

学
校
に
早
く
来
て
、
朝
練
習
を
し
た
り
、
自
習
室
で

学
習
し
た
り
す
る
生
徒
が
増
え
ま
し
た
。
教
師
が
生

徒
に
一
声
掛
け
る
だ
け
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
10
年
前
に
は
考
え
ら

れ
な
か
っ
た
変
化
で
す
」（
中
川
先
生
）

　

教
師
の
意
識
改
革
も
進
み
、「
教
師
は
全
て
の
生
徒

の
担
任
で
あ
る
」と
い
う
考
え
方
が
浸
透
し
た
。
ま
た
、

新
し
い
取
り
組
み
に
も
、「
ど
う
せ
や
る
な
ら
成
功
さ

せ
よ
う
」
と
い
う
前
向
き
な
雰
囲
気
が
職
員
室
に
み
な

ぎ
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

新
た
な
改
革
も
進
行
中
だ
。
組
織
面
で
は
、
担
任
と

分
掌
の
力
量
を
高
め
る
た
め
、
本
誌
13
年
度
２
月
号
の

当
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
た
鳥
取
県
立
倉
吉
東
高
校
の
事

例
を
参
考
に
、
担
任
業
務
と
分
掌
業
務
の
切
り
離
し
に

も
着
手
し
て
い
る
。
学
習
面
で
は
、
放
課
後
補
習
の
改

善
を
行
っ
て
い
る
。
社
会
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
言
語
活
動
、
各
種
の
外
部
検
定

試
験
の
対
策
講
座
、
百
人
一
首
な
ど
の
教
養
講
座
と
い

っ
た
よ
う
な
教
科
学
習
以
外
の
内
容
も
、
放
課
後
補
習

で
取
り
上
げ
て
い
く
予
定
だ
。

担
任
制
度
の
見
直
し
、補
習
の
再
検
討
な
ど

組
織
的
な
改
革
を
加
速

若手教師が語る、指導変革への　　　　

生徒の満足度向上が
最大の広報戦略
広報副部長　石井大祐

　鷹家校長との面談で、私自身が希望を伝え、広報部
へ配属されました。いきなり副部長を任されたのには
驚きましたが、熱心に取り組めば取り組むほど、やり
がいのある業務であると分かってきました。
　広報の仕事は、本校のことをより深く知るきっかけ
となっています。校内の情報収集はもちろん、保護者、
小・中学校の先生、塾の先生といった学校外の人と
会って話すことで、外部から本校がどのように見られ
ているのかを客観的に把握できるようになったから
です。時には、「上位層への指導ばかりに力を入れる」
「昔の進学実績にあぐらをかいている」など、厳しい意
見もいただきます。それを学校に持ち帰り、先生方に
伝えて意識改革を促すのも、広報の大切な仕事です。
　若手教師に経験を積ませようと、意欲やアイデア
のある若手教師が各分掌の主任に抜

ばっ

擢
てき

されています。
ベテランの先生方に支えられつつ、各分掌の業務をけ
ん引していることが、本校に活気をもたらす原動力の
１つになっていると思います。学校に活気が生まれ、
生徒の満足度が高まれば、おのずとその魅力は外にも
広がっていきます。生徒や保護者の声に勝る広報は
ありません。外部に情報を発信するだけでなく、着実
に改革を進め、教育力を高めることが、最大の広報戦
略といえるのではないでしょうか。
　今後も学校改革につながる広報のあり方を意識し
て、学校の内と外の橋渡しに努めたいと思います。

の 　　　情熱
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群
馬
県
立
下
仁
田
高
校
で
は
、
今
年

度
、
１
学
年
主
任
と
な
っ
た
高
橋
先
生

の
発
案
で
、
夏
休
み
の
振
り
返
り
シ
ー

ト
を
学
年
共
通
の
書
式
で
使
用
す
る
予

定
だ
。
生
徒
は
夏
休
み
の
間
、
長
期
間

学
校
か
ら
離
れ
る
た
め
、
生
活
習
慣
や

学
習
習
慣
が
乱
れ
が
ち
に
な
る
。ま
た
、

そ
れ
ま
で
の
ク
ラ
ス
や
部
活
動
を
中
心

と
し
た
友
人
関
係
に
変
化
が
生
ま
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
同
校
で
は
従
来
、
９

月
の
面
談
で
そ
う
し
た
変
化
を
捉
え
て

き
た
が
、
面
談
前
に
注
意
が
必
要
な
生

徒
を
き
ち
ん
と
把
握
し
、
早
期
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
う
た
め
に
、
今
回
の
振
り

返
り
シ
ー
ト
を
考
案
し
た
。
ま
た
、
振

り
返
り
を
さ
せ
な
が
ら
も
、
生
徒
に
２

学
期
以
降
を
前
向
き
な
気
持
ち
で
過
ご

さ
せ
る
た
め
に
、
新
た
な
目
標
設
定
に

つ
な
げ
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
る
。

検
討
会
メ
ン
バ
ー

狙
い
と
機
能

生
徒
の
変
化
を
キ
ャ
ッ
チ
し

前
を
向
か
せ
る

群馬県立下仁田高校・高橋真人先生
１年生夏休みの振り返りシート

夏休み振り返りシート

夏休みの課題を
期限内に

やり終えられたか

国語 終了　　　未

地歴 終了　　　未

数学 終了　　　未

理科 終了　　　未

英語 終了　　　未

夏休みの課題以外のもので
学習したことがあるか。
あれば、学習したことを
記入してください

•

•

•

生活面（家庭環境など）で
何か変化があったか 有　　　　　　　無

生活リズムの
変化があったか 有　　　　　　　無

友人関係で
トラブルがあったか

学校内 有　　　　無

学校外 有　　　　無

部活動は充実していたか していた　　　していなかった

夏休み中に最も印象に残った出来事を記入してください

その他、何かあれば記入してください

組　　番　氏名 　　　　　　　 　　

１
年
生

夏
休
み
の
振
り
返
り
指
導
ツ
ー
ル

自
校
の
指
導
ツ
ー
ル
や
分
析
方
法
を
他
校
の
教
師
と
共
に
検
討
し
、
各
校
の
生
徒
特
性
に
合
っ
た
形
へ
の
改
善
を
図
る
本
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
は
、
１
年
生
の
秋
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
夏
休
み
の
振
り
返
り
と
、
９
月
以
降
の
目
標
設
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
主
幹
教
諭
。

渉
外
広
報
部
長
。英
語
科
。「
伯
楽
に
は
な
れ
な
い
が
、ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
係
と
な
っ
て
、
個
々
の
良
さ
を
照
ら
し
た
い
」

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
主
幹
教
諭
。

進
路
指
導
主
任
。
数
学
科
。「『
目
一
杯
や
り
き
っ
た
！
』
そ

ん
な
最
高
の
笑
顔
で
卒
業
し
て
も
ら
い
た
い
」

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
１
学
年
主
任
。

生
徒
指
導
部
。
数
学
科
。「
物
事
に
謙
虚
に
、
楽
し
く
取
り

組
む
大
切
さ
を
、
自
ら
の
姿
を
通
し
て
生
徒
に
教
え
た
い
」

宮
崎
県
立

延の
べ

岡お
か

星せ
い

雲う
ん

高
校　

栁
井
健
二　

や
な
い
・
け
ん
じ

東
京
都
立

青
山
高
校　

鎌
田
邦
広　

か
ま
だ
・
く
に
ひ
ろ

群
馬
県
立

下し
も

仁に

田た

高
校　

高
橋
真
人　

た
か
は
し
・
ま
さ
と

改良！指導ツール

　未

　未

　未

　未

　未

無

無

　無

　無

なかった

例年、夏休み中の課題を終えな
いまま９月を迎える生徒がいる
が、期限を過ぎても必ず提出す
ることを同校では徹底している。
どの生徒が、どの教科・科目の
課題を残しているのかを担任が
把握するためのチェック項目。

高橋先生が最も重視する項目
群。夏休み中の生活面での変化
を早めに把握することが、１学
年では特に重要だと考えてい
る。基本的には夏休み明けの面
談で生徒の正確な状況を捉える
のだが、面談に向けて事前に変
化を洗い出すための機能として
今回のシートに盛り込んだ。
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高
橋　

こ
の
振
り
返
り

シ
ー
ト
は
、
今
年
度
の
９

月
に
初
め
て
活
用
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
先
生
方
か
ら
改

善
の
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

シ
ー
ト
を
作
る
上
で
気
を
付
け
た
の
は
、

生
徒
が
気
軽
に
回
答
で
き
て
、
目
を
通
す

担
任
に
と
っ
て
も
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。
特
に
注
意
が
必
要
な

生
徒
を
お
お
ま
か
に
把
握
し
、
そ
の
後
の

面
談
に
つ
な
げ
ら
れ
れ
ば
よ
い
と
考
え
ま

し
た
。

鎌
田　

細
か
く
尋
ね
て
い

な
い
の
で
、
生
徒
が
答
え

や
す
い
で
す
ね
。
た
だ
、

質
問
の
仕
方
は
も
う
少
し
吟
味
し
て
も
よ

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
高
橋
先
生
は
「
友

人
関
係
で
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
か
」な
ど
、

ス
ト
レ
ー
ト
に
尋
ね
て
い
ま
す
よ
ね
。
教

師
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
し
た
い
生
徒
に
は
こ

れ
く
ら
い
直
接
的
な
質
問
の
方
が
答
え
や

す
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
質
問
表
現
に
構
え
て
し
ま
い
、
答
え

に
く
く
な
る
生
徒
も
い
る
で
し
ょ
う
。「
友

人
と
の
思
い
出
で
、
一
番
楽
し
か
っ
た
こ

と
は
？
」
と
良
い
思
い
出
を
振
り
返
っ

た
あ
と
で
、「
一
番
一
緒
に
過
ご
し
た
友

人
は
？
」
と
聞
い
て
、「
校
内
、
校
外
」

な
ど
の
選
択
肢
か
ら
選
ば
せ
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

栁
井　

生
徒
の
変
化
を
見

逃
し
て
は
い
け
な
い
と
い

う
高
橋
先
生
の
思
い
が
伝

わ
る
、
良
い
シ
ー
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
た

だ
、
今
の
内
容
だ
と
担
任
と
生
徒
と
の
間

を
行
き
来
す
る
だ
け
で
す
。
友
人
同
士
で

話
し
合
わ
せ
て
、
９
月
か
ら
の
刺
激
に
な

る
も
の
に
出
来
る
と
よ
い
で
す
ね
。
例
え

ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
探
究
学
習
な
ど
、

夏
休
み
に
取
り
組
ん
だ
活
動
を
友
人
と
紹

介
し
合
い
、
認
め
合
え
る
よ
う
な
雰
囲
気

を
ク
ラ
ス
に
育
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

高
橋　

本
校
の
１
年
生
は
学
習
面
で
の
目

標
が
持
ち
に
く
く
、
文
理
選
択
も
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り

に
く
い
た
め
、
高
校
生
活
へ
の
意
欲
を
高

め
る
仕
掛
け
も
考
え
た
い
で
す
。

栁
井　

本
校
で
も
、
１
年
生
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
は
課
題
の
１
つ
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、本
校
で
シ
ー
ト
を
作
る
な
ら
、

振
り
返
り
よ
り
も
未
来
を
見
据
え
た
目
標

設
定
を
重
視
す
る
と
思
い
ま
す
。
シ
ー
ト

の
下
半
分
は
７
月
の
進
研
模
試
の
結
果
を

基
に
、
今
後
の
目
標
と
そ
の
実
現
の
た
め

の
実
行
項
目
を
書
か
せ
る
の
も
一
案
で
す
。

鎌
田　

夏
休
み
を
「
出
来
た
・
出
来
な
か
っ

た
」
と
い
う
項
目
だ
け
で
振
り
返
る
の
で

は
な
く
、
出
来
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て

は
、
そ
の
理
由
を
分
析
さ
せ
て
も
よ
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
時
間
が
足
り
な
か
っ
た

か
ら
か
、
方
法
が
適
切
で
は
な
か
っ
た
か

ら
か
な
ど
を
整
理
す
る
だ
け
で
も
２
学
期

以
降
に
生
か
せ
る
で
し
ょ
う
。
少
し
で
も

次
に
生
き
る
振
り
返
り
に
し
た
い
で
す
。

高
橋　

振
り
返
り
だ
け
で
な
く
、
未
来
を

語
る
よ
う
な
シ
ー
ト
に
し
た
い
で
す
ね
。

課題と解決策

夏
休
み
後
の
振
り
返
り
だ
け
で
な
く
、
９
月
以
降
に

目
を
向
け
さ
せ
る
よ
う
な
項
目
を
設
け
る

生
徒
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
た
め
に
、ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
表
現
で
の
質
問
が
適
切
か
ど
う
か
、
生
徒
特
性

を
踏
ま
え
て
吟
味
す
る

ク
ラ
ス
の
生
徒
同
士
で
見
せ
合
い
、
意
欲
を
高
め
合

え
る
よ
う
な
シ
ー
ト
を
目
指
す

検討会で明らかになった課題を踏まえ
1年生「夏休みの振り返りシート」を改良！

次ページで紹介します。

改良！指導ツール

123

振
り
返
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、

９
月
か
ら
の
決
意
も
新
た
に
さ
せ
た
い

群
馬
県
立
下
仁
田
高
校

◎
全
日
制 

／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
60
人
／

２
年
次
か
ら
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

ス
、
カ
ル
チ
ャ
ー
コ
ー
ス
の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
る

◎
２
０
１
５
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）
／
４
年

制
大
進
学
４
人
、
専
門
学
校
進
学
21
人
、
就
職
36
人
。

東
京
都
立
青
山
高
校

◎
全
日
制 

／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
２
８
０

人◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／

国
公
立
大
は
、
東
京
大
、
東
京
工
大
、
一
橋
大
、
京

都
大
な
ど
に
１
０
８
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應

義
塾
大
、早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
６
１
２
人
が
合
格
。

宮
崎
県
立
延
岡
星
雲
高
校

◎
全
日
制 

／
普
通
科
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
／
共
学

／
１
学
年
約
２
０
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国

公
立
大
は
、
九
州
大
、
九
州
工
大
、
熊
本
大
な
ど
に

33
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
法
政
大
、
関
西
大
、
福

岡
大
な
ど
に
延
べ
１
４
７
人
が
合
格
。

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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１
枚
の
シ
ー
ト
を
「
振
り
返
り
」
と

「
自
分
未
来
予
想
図
（
抱
負
）」
の
２
部

構
成
と
し
た
。
上
半
分
の
「
振
り
返

り
」
で
は
、
未
提
出
の
課
題
を
い
つ

ま
で
に
提
出
す
る
か
を
明
ら
か
に
さ

せ
、「
次
の
提
出
期
限
ま
で
に
は
確
実

に
済
ま
せ
よ
う
」
と
気
持
ち
を
引
き
締

め
直
す
も
の
と
し
た
。
ま
た
、
夏
休
み

中
の
変
化
を
尋
ね
る
項
目
で
は
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
表
現
を
控
え
て
、
生
徒
が
よ

り
答
え
や
す
く
な
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。

　

下
半
分
の
「
自
分
未
来
予
想
図
」
で

は
、
勉
強
や
部
活
動
な
ど
高
校
生
活
の

シ
ー
ン
別
に
「
12
月
時
点
で
の
理
想
」

と
「
そ
の
実
現
の
た
め
に
努
力
す
る
こ

と
」
を
記
入
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。
ま

た
、
こ
ち
ら
は
前
向
き
な
言
葉
が
上
が

り
や
す
い
た
め
、
生
徒
同
士
の
ペ
ア

ワ
ー
ク
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
ク

ラ
ス
全
体
の
意
識
向
上
に
結
び
付
け
る

こ
と
も
出
来
る
だ
ろ
う
。

　

夏
休
み
の
振
り
返
り
と
２
学
期
の
目

標
設
定
の
ど
ち
ら
に
重
き
を
置
く
か

は
、
学
校
の
状
況
に
よ
っ
て
異
な
る
。

「
２
学
期
以
降
の
抱
負
を
重
視
す
る
場

合
は
、
下
半
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
大
き
く

取
っ
た
上
で
、
掲
げ
た
目
標
に
対
し
て

『
す
べ
き
こ
と
』『
出
来
る
こ
と
』『
し

た
い
こ
と
』
の
い
ず
れ
の
レ
ベ
ル
で
達

成
し
た
い
の
か
聞
い
て
も
よ
い
」（
栁

井
先
生
）
と
い
う
案
も
出
た
。

改
訂
後
の
狙
い
と
機
能

夏
休
み
の
振
り
返
り
と
共
に

抱
負
を
書
か
せ
て
前
を
向
か
せ
る

１年生の夏休み後の「振り返りと未来予想シート」

夏休みの振り返りと２学期の未来予想図

夏
休
み
の
振
り
返
り

夏休みの課題を期限内にやりとげられましたか

国語　　　　終了・未　→　

地歴・公民　 終了・未　→

数学　　　　終了・未　→

理科　　　　終了・未　→

英語　　　　終了・未　→

夏休みに何か変化はありましたか

生活面（家庭環境など）　有　・　無　／　友人関係　有　・　無　／　
部活動　有　・　無

夏休み中に最も印象に残った出来事を記入してください

12
月
の
自
分
未
来
予
想
図

勉強
１２月時点での理想の自分 実現のためにこう努力する

部活動
・行事

１２月時点での理想の自分 実現のためにこう努力する

進路や
その他
地域活動
など

１２月時点での理想の自分 実現のためにこう努力する

組　　番　氏名 　　　　　　　 　　

〈未提出の場合は記入〉何を、いつまでにするのか

夏休み前にシートの中の
振り返り項目を確認させて、

夏休みの過ごし方への意識を高める

夏休み明けに夏休みの振り返りをさせ、
それを踏まえた

これからの目標を記入させる。
なお、目標をペアワークなどによって

クラスで共有する場合は、
先に目標部分から記入させてもよい

シートを担任が回収し、
必要に応じて面談を行う

活用の流れ

夏
休
み
の
振
り
返
り

夏休みの振り返りは、シート
の上半分に収める。夏休みの
課題で出来ていないものにつ
いては、「いつまでに何をす
るのか」を明確に記入させる。
学習面について更に詳しく聞
く場合には、教科ごとに「しっ
かりと取り組めたこと」「思
うように出来なかったことと
その理由」を書かせる。

夏休み明けのクラス開きとし
て「12月の自分未来予想図」
を生徒同士で話し合いながら
記入させ、その後「夏休みの
振り返り」を個別に書かせて
担任が回収してもよい。

シートの下半分には、12月
を迎えた時点で「こうなって
いたい」という目標と、その
実現のために取り組みたいこ
とを書かせる。

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（http://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。
「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。
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高
橋　

振
り
返
り
だ
け
で

は
な
く
、
１
学
期
と
同
じ

よ
う
に
目
標
を
立
て
さ
せ

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
模
試
や
文
理
選

択
が
学
習
意
欲
に
つ
な
が
り
に
く
い
本
校

の
生
徒
で
も
、
１
学
期
を
終
え
て
高
校
生

活
の
様
子
が
分
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、「
授

業
を
も
っ
と
真
面
目
に
聞
い
て
、
１
学
期

よ
り
も
良
い
点
数
を
取
る
」
と
い
っ
た
言

葉
が
出
て
き
そ
う
で
す
。

栁
井　

目
標
を
書
か
せ
る

際
に
は
「
○
○
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
△
△
を
実
現

す
る
」
と
い
う
目
標
と
そ
の
た
め
の
行
動

を
語
ら
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
目
標
か

ら
逆
算
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
方

を
考
え
る
こ
と
を
習
慣
付
け
た
い
で
す
。

鎌
田　

勉
強
、
部
活
動
、

行
事
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
、「
こ
う
努
力
す
る
こ
と

で
、
こ
ん
な
自
分
に
な
っ
て
い
た
い
」
と

宣
言
さ
せ
た
い
で
す
ね
。
夢
を
語
る
こ
と

も
大
切
で
す
が
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
手

段
を
語
る
こ
と
が
、
更
に
大
切
だ
と
私
も

思
い
ま
す
。
大
き
な
夢
や
目
標
で
な
く
て

も
よ
い
の
で
、「
１
学
期
は
先
生
に
言
わ

れ
た
か
ら
宿
題
を
出
せ
た
。
２
学
期
か
ら

は
先
生
に
言
わ
れ
な
く
て
も
や
ろ
う
」と
、

自
分
に
と
っ
て
少
し
上
の
段
階
を
目
指
す

も
の
で
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

高
橋　

宿
題
な
ど
を
１
学
期
に
ど
こ
ま
で

提
出
で
き
て
い
た
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、

「
２
学
期
か
ら
も
引
き
続
き
し
っ
か
り
や

ろ
う
」
と
呼
び
掛
け
て
み
た
い
で
す
。
こ

の
ク
ラ
ス
は
こ
こ
ま
で
は
出
来

て
い
た
の
だ
か
ら
、
２
学
期

は
こ
こ
か
ら
頑
張
ろ
う
と
、
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
共
有
し
て
も

よ
い
で
す
ね
。

栁
井　

挨
拶
や
掃
除
な
ど
、
今

ま
で
は
き
ち
ん
と
出
来
て
い
た

の
に
、
夏
休
み
明
け
か
ら
出
来

な
く
な
る
生
徒
は
い
ま
す
。
た

だ
、そ
れ
は
高
校
生
活
に
慣
れ
、

肩
の
力
が
抜
け
た
証
拠
で
も
あ

る
と
私
は
思
い
ま
す
。
気
の
緩

み
が
大
き
な
ほ
こ
ろ
び
に
な
っ

て
は
困
り
ま
す
が
、
細
か
く
指

導
し
す
ぎ
ず
、
生
徒
の
主
体
性
を
育
て
た

い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。

鎌
田　

目
の
前
の
生
徒
の
変
化
に
、
お
お

ら
か
に
向
き
合
う
の
か
、
そ
れ
と
も
お

お
ざ
っ
ぱ
に
対
処
す
る
の
か
、
２
つ
の
対

応
は
似
て
い
る
よ
う
で
実
は
全
く
違
い
ま

す
。
お
お
ら
か
な
担
任
の
ク
ラ
ス
、
学
年

は
、大
崩
れ
し
な
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
、

規
制
が
厳
し
い
学
年
ほ
ど
、
指
導
時
に
教

師
に
よ
る
温
度
差
が
生
ま
れ
て
し
ま
い
、

お
お
ざ
っ
ぱ
な
指
導
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

栁
井　

あ
ま
り
細
か
く
言
い
す
ぎ
る
と
、

「
こ
れ
を
す
る
と
怒
ら
れ
る
か
も
」
な
ど

と
萎
縮
し
、
文
化
祭
な
ど
に
お
け
る
生
徒

の
主
体
性
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

高
橋　
「
お
お
ら
か
」
と
「
お
お
ざ
っ
ぱ
」

を
も
っ
と
区
別
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
多

分
、
私
の
指
導
に
は
、
も
っ
と
お
お
ら
か

で
あ
っ
て
よ
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
は
ず
で

す
。
一
方
で
、
学
年
主
任
と
し
て
は
、
教

師
間
の
温
度
差
は
少
な
く
し
な
い
と
い
け

な
い
と
思
い
ま
し
た
。
振
り
返
り
だ
け
に

と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
２
学
期
の
ク
ラ
ス

開
き
を
前
向
き
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、

シ
ー
ト
を
う
ま
く
活
用
し
て
み
ま
す
。

●１学期に出来ていたことをクラスで共有する

◎1学期の状況チェックリスト（当てはまるものに○をする）

◎クラスの状況を集計
　宿題の提出状況

宿題 •欠かさず取り組んだ
 •たまに取り組まなかった

 •ほとんど取り組まなかった

遅刻 •遅刻しなかった
 •たまに遅刻した

 •ほとんど遅刻した

欠かさず取り組んだ たまに取り組まなかった
ほとんど取り組まなかった

※検討会議を基に編集部で作成

60% 35% 5%

１
学
期
の
成
果
を
土
台
に

あ
る
べ
き
自
分
像
を
描
か
せ
る

改良！指導ツール

「２学期になって未提出物や遅刻などが増えることがないように、1学
期では、このクラスはここまで出来ていたという成長を可視化しておきた
い」という高橋先生の思いから考案したチェックリスト。生徒に自身の
状況を答えさせ、集計結果を共有して、「12月の時点では、この数値を
上回るように頑張ろう」と呼び掛けるようにする。
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德
田　
「
ア
グ
リ
マ
イ
ス
タ
ー
顕
彰
制
度
」（
以
下
、
本

制
度
）
創
設
の
き
っ
か
け
は
、
教
育
再
生
実
行
会
議
が

提
言
し
た
「
高
等
学
校
教
育
と
大
学
教
育
と
の
接
続
・

大
学
入
学
者
選
抜
の
在
り
方
に
つ
い
て
」に
あ
り
ま
す
。

提
言
の
中
で
、
生
徒
の
学
習
成
果
を
多
面
的
に
評
価
す

る
方
策
の
一
例
と
し
て
、
工
業
系
学
科
・
工
業
高
校
で

実
施
さ
れ
て
い
る「
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
顕
彰
制
度
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
改
め
て
考
え
る
と
、
商
業

系
学
科
・
商
業
高
校
で
も
、
資
格
取
得
の
た
め
の
支
援

が
充
実
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
農
業
系
学
科
・
農

業
高
校
に
は
、
そ
う
し
た
仕
組
み
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
社
会
で
求
め
ら
れ
る
力
が
変
化
し
、
更
に
大
学
入

試
改
革
も
進
む
中
、農
業
高
校
の
教
育
の
質
を
保
証
し
、

分
か
り
や
す
く
社
会
に
提
示
で
き
る
制
度
が
必
要
だ
と

考
え
た
の
で
す
。 o

n
東
京
都
立
園
芸
高
校
統
括
校
長

德
田
安
伸

埼
玉
県
立
熊
谷
農
業
高
校
校
長

竹
本
政
弘

東
京
都
立
瑞
穂
農
芸
高
校
校
長

小こ

堀ほ

り

紀
明

２
０
１
５
年
度
、
全
国
の
農
業
系
学
科
な
ど
に
在
籍
す
る
生
徒
の
日
頃
の
学
習
の
成
果
や
、

資
格
の
取
得
、
技
術
・
技
能
検
定
の
合
格
な
ど
の
実
績
を
点
数
化
し
、

「
ア
グ
リ
マ
イ
ス
タ
ー
」
と
し
て
認
定
す
る
「
ア
グ
リ
マ
イ
ス
タ
ー
顕
彰
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

そ
の
創
設
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
３
人
の
校
長
に
、制
度
の
狙
い
や
特
色
、今
後
の
展
開
な
ど
を
聞
い
た
。

農
業
高
校
の
教
育
の
質
を
保
証
し

分
か
り
や
す
く
社
会
に
提
示
す
る

を
考
え
る

教
育
オ
ピ
ニ
オ
ン

をを

「
ア
グ
リ
マ
イ
ス
タ
ー
顕
彰

制
度
」の
狙
い
と
内
容

◎
教
育
再
生
実
行
会
議
は
、
２
０
１
３
年
、「
高
等
学

校
教
育
と
大
学
教
育
と
の
接
続
・
大
学
入
学
者
選
抜

の
在
り
方
に
つ
い
て
」（
第
四
次
提
言
）
を
提
出
。
高

校
教
育
の
質
の
確
保
・
向
上
の
方
策
の
１
つ
と
し
て
、

職
業
分
野
の
資
格
な
ど
を
活
用
し
、
生
徒
の
多
面
的

な
学
習
成
果
を
評
価
し
、
進
学
や
就
職
に
生
か
す
た

め
の
仕
組
み
を
充
実
す
る
よ
う
求
め
た
。
そ
れ
を
受

け
て
、
全
国
農
業
高
等
学
校
長
協
会
は
、
15
年
４
月
、

生
徒
が
身
に
付
け
た
様
々
な
知
識
・
技
術
・
技
能
を

総
合
的
に
評
価
す
る
「
ア
グ
リ
マ
イ
ス
タ
ー
顕
彰
制

度
」
を
創
設
し
た
。
全
国
各
地
で
開
か
れ
る
競
技
会
・

コ
ン
ク
ー
ル
、
各
種
資
格
や
検
定
な
ど
を
、「
農
業
関

連
（
全
国
規
模
）」「
一
般
教
養
・
基
礎
力
を
測
る
も

の
（
全
国
規
模
）」「
そ
れ
以
外
」
の
３
つ
に
区
分
し
、

重
み
付
け
を
し
て
点
数
化
。
合
計
点
に
応
じ
て
、「
ア

グ
リ
マ
イ
ス
タ
ー
シ
ル
バ
ー
」「
ア
グ
リ
マ
イ
ス
タ
ー

ゴ
ー
ル
ド
」「
ア
グ
リ
マ
イ
ス
タ
ー
プ
ラ
チ
ナ
」
の
称

号
を
授
与
す
る
。
合
計
点
の
う
ち
３
分
の
２
以
上
は

農
業
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
規
定
し
た
。

　

称
号
の
認
定
は
、
毎
年
８
月
と
２
月
に
実
施
。
更

に
、
ア
グ
リ
マ
イ
ス
タ
ー
ゴ
ー
ル
ド
以
上
の
取
得
者
、

及
び
指
導
に
成
果
が
あ
っ
た
学
校
の
中
か
ら
、
特
に

優
秀
な
生
徒
及
び
高
校
を
、
毎
年
２
月
に
特
別
表
彰

す
る
。

「
ア
グ
リ
マ
イ
ス
タ
ー
顕
彰
制
度
」で

変
わ
る
農
業
高
校
教
育
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竹
本　

農
業
高
校
に
は
、
農
業
、
園
芸
、
畜
産
な
ど
、

多
様
な
学
科
が
あ
り
、
生
徒
の
学
習
の
目
的
や
意
欲
は

様
々
で
す
。中
に
は
、入
学
後
、専
門
的
な
学
習
へ
の
意

欲
を
持
ち
に
く
く
な
る
生
徒
も
い
ま
す
。
生
徒
が
目
標

に
向
か
っ
て
学
習
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
す
る

に
は
、ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま

し
た
。本
制
度
に
よ
っ
て
、生
徒
が
資
格
取
得
や
競
技

会
出
場
に
積
極
的
に
な
り
、専
門
教
科
を
学
ぶ
目
的
意

識
を
高
め
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。

小
堀　

制
度
創
設
に
当
た
り
最
も
課
題
だ
っ
た
の
は
、

生
徒
の
日
頃
の
学
習
を
適
切
に
評
価
し
、
更
に
進
路
に

も
活
用
で
き
る
制
度
と
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
資

格
や
検
定
、
活
動
を
顕
彰
の
対
象
と
し
、
取
得
し
た
級

や
段
、
獲
得
し
た
成
績
を
重
み
付
け
し
て
評
価
す
る
か

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

農
業
高
校
関
係
者
な
ど
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
と
こ

ろ
、「
ア
グ
リ
マ
イ
ス
タ
ー
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
農
業

に
関
す
る
知
識
・
技
術
・
技
能
だ
け
を
評
価
す
れ
ば
よ

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

た
だ
、
現
代
の
知
識
基
盤
社
会
を
生
き
て
い
く
た
め
に

は
、
基
礎
学
力
や
一
般
教
養
も
し
っ
か
り
身
に
付
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
し
、
そ
も
そ
も
農
業
は
応
用
学
問
で

す
か
ら
、
基
礎
学
力
な
く
し
て
、
農
業
の
専
門
知
識
や

技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
ま
た
、
進

学
や
就
職
に
生
か
せ
る
制
度
と
す
る
た
め
に
は
、
農
業

の
知
識
・
技
術
だ
け
で
な
く
、
基
礎
学
力
や
一
般
教
養

も
十
分
身
に
付
け
て
い
る
生
徒
に
称
号
を
与
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
、
社
会
に
示
す
必
要
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、「
ア
グ
リ
マ
イ
ス
タ
ー
シ
ル
バ
ー
」（
30
点

以
上
45
点
未
満
）、「
ア
グ
リ
マ
イ
ス
タ
ー
ゴ
ー
ル
ド
」

（
45
点
以
上
60
点
未
満
）、「
ア
グ
リ
マ
イ
ス
タ
ー
プ
ラ

チ
ナ
」（
60
点
以
上
）
の
ど
の
称
号
に
お
い
て
も
、
全

得
点
の
３
分
の
２
は
農
業
関
連
で
の
得
点
、
３
分
の
１

は
学
習
指
導
要
領
で
求
め
ら
れ
て
い
る
学
力
を
保
証
す

る
資
格
や
検
定
な
ど
で
の
得
点
と
し
、
双
方
の
力
が
身

に
付
い
て
い
る
こ
と
を
保
証
す
る
制
度
と
し
ま
し
た
。

竹
本　

得
点
の
対
象
と
な
る
競
技
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
、

資
格
・
検
定
は
、「
農
業
関
連（
全
国
規
模
）」「
一
般
教
養
・

基
礎
力
を
測
る
も
の
（
全
国
規
模
）」「
そ
れ
以
外
」
の

３
つ
に
区
分
し
ま
し
た（
Ｐ
．46
図
）。
更
に
、成
績
や
級
・

段
に
応
じ
て
、
Ｓ
（
30
点
）
〜
Ｆ
（
１
点
）
の
得
点
に

換
算
し
、
そ
の
合
計
点
に
よ
り
、
称
号
の
認
定
を
行
い

ま
す
。

　

農
業
高
校
に
は
、
約
９
万
人
の
生
徒
が
在
籍
し
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
「
ア
グ
リ
マ
イ
ス
タ
ー
プ
ラ
チ
ナ
」

の
取
得
が
見
込
ま
れ
る
の
は
、
１
０
０
人
程
度
で
す
。

決
し
て
簡
単
に
取
得
で
き
る
称
号
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
普
段
の
学
習
の
積
み
重
ね
が
こ
の
称
号
に
つ
な
が

東京都立園芸高校統括校長

德田安伸
とくだ・やすのぶ

◎教職歴 35年。同校に赴任して３年目。
東京都立稔ヶ丘高校統括校長等を経て
現職。全国農業高等学校長協会理事長。

東京都立瑞穂農芸高校校長

小堀紀明
こほり・のりあき

◎教職歴 32年。同校に赴任して３年目。
東京都立農産高校副校長等を経て現職。
全国農業高等学校長協会副理事長。

埼玉県立熊谷農業高校校長

竹本政弘
たけもと・まさひろ

◎教職歴 34年。同校に赴任して２年目。
埼玉県立川越総合高校校長等を経て現
職。全国農業高等学校長協会副理事長。
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る
こ
と
を
し
っ
か
り
認
識
し
て
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

德
田　

生
徒
の
学
校
で
の
日
頃
の
頑
張
り
を
評
価
に

含
め
る
こ
と
は
、
戦
後
、
農
業
高
校
で
の
教
育
の
核
を

担
っ
て
き
た「
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟（
Ｆ
Ｆ
Ｊ
）」

で
の
成
果
を
得
点
化
さ
せ
る
こ
と
で
実
現
し
ま
し
た
。

　

Ｆ
Ｆ
Ｊ
は
、
農
業
高
校
の
生
徒
に
よ
る
自
発
的
・
自

主
的
な
組
織
で
す
。
そ
の
活
動
は
、
学
習
指
導
要
領
に

も
位
置
付
け
ら
れ
、授
業
に
も
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

活
動
の
柱
は
、
生
徒
自
ら
が
農
業
に
関
す
る
研
究
テ
ー

マ
を
決
め
て
、
個
人
や
チ
ー
ム
で
研
究
を
進
め
る
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
」
で
す
。
そ
れ
ら
の
学
習
は
、
今
ま

さ
に
高
校
教
育
で
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
り
、
そ
れ
を
農
業
高
校
で
は
既

に
何
十
年
に
も
わ
た
っ
て
行
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

　

活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
は
、
ま
ず
校
内

で
の
発
表
大
会
が
あ
り
ま
す
。
校
内
大
会
、
県
大
会
、

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
個
人
・
チ
ー
ム
は
、
全

国
大
会
に
進
ん
で
い
き
ま
す
。
大
会
に
は
、
農
業
鑑
定

競
技
会
、
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
、
農
業
意
見
発

表
会
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
り
ま
す
。

小
堀　

Ｆ
Ｆ
Ｊ
で
の
活
動
の
成
果
は
、
こ
れ
ま
で
「
科

学
性
」「
社
会
性
」「
指
導
性
」
の
３
つ
の
項
目
で
評
価

す
る
Ｆ
Ｆ
Ｊ
検
定
（
初
級
、
中
級
、
上
級
、
特
級
の
４

段
階
）
で
評
価
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
制
度
で
は
、Ｆ
Ｆ
Ｊ
検
定
に
加
え
、農
業
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
発
表
会
、
農
業
意
見
発
表
会
な
ど
で
の
成
績
を
点

数
化
し
て
組
み
込
ん
で
い
ま
す
。
つ
ま
り
、課
題
発
見
・

解
決
力
、探
究
力
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
な
ど
の
汎
用
的
な
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と

を
、
本
制
度
に
よ
っ
て
保
証
し
て
い
る
の
で
す
。

竹
本　

農
業
高
校
で
行
わ
れ
る
実
習
は
、
グ
ル
ー
プ
で

の
作
業
も
多
く
、
協
働
学
習
も
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
生
き
物
を
扱
う
こ
と
か
ら
、
長
期
休

業
中
に
も
水
や
り
や
餌
や
り
の
当
番
が
必
ず
あ
り
、
思

い
や
り
の
心
や
責
任
感
が
育
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　

汎
用
的
な
能
力
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
学
入
試
で
は
十

分
に
測
る
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
ア
グ
リ
マ
イ
ス
タ
ー
の
称
号
を
持
つ
生
徒
に
は
、

そ
う
し
た
能
力
が
あ
る
こ
と
を
保
証
で
き
ま
す
。
本
制

度
に
よ
り
、
農
業
高
校
の
生
徒
の
進
路
が
大
き
く
開
け

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

德
田　

昨
今
、
地
方
創
生
が
盛
ん
に
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
私
は
農
業
高
校
の
生
徒
が
地
方
創
生
の
鍵
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
農
業
高
校
で
は
、「
地
域
の
資
源

を
活
用
し
て
産
業
を
興
す
」
と
い
う
地
元
密
着
型
の
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
高
校
の
学
習
を
通
し
て
、
地
域

の
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
生
徒
は
ご
く
自
然
に
地
域

へ
の
課
題
意
識
を
持
ち
、
多
く
の
生
徒
が
地
元
の
企
業

や
団
体
に
就
職
し
ま
す
。
高
校
時
代
か
ら
地
域
に
根
差

し
て
き
た
生
徒
が
地
域
で
活
躍
し
て
い
く
こ
と
が
、
地

方
創
生
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

実
際
、
農
業
高
校
が
中
心
と
な
り
、
生
産
し
た
商
品

を
海
外
や
大
都
市
圏
で
販
売
し
た
り
、
生
産
物
を
加
工

し
て
付
加
価
値
を
付
け
て
販
売
し
た
り
し
て
、
地
域
の

活
性
化
に
寄
与
し
て
い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
経
験
と
知
識
・
技
術
を
兼
ね
備
え

た
質
の
高
い
生
徒
に
ア
グ
リ
マ
イ
ス
タ
ー
の
称
号
を
与

え
る
こ
と
で
、
生
徒
が
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
社
会
に

出
て
行
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

竹
本　

農
業
高
校
は
、
普
通
科
高
校
と
比
べ
て
普
通

科
目
の
単
位
数
が
少
な
い
た
め
、
ど
う
し
て
も
基
礎
学

力
の
面
で
は
課
題
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
学
び
直
し
や
資
格
取
得
の
支
援
な
ど
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
確
か
で
あ
り
、
本
制
度
が
そ

図　アグリマイスター顕彰制度　区分例（抜粋）

地
域
に
密
着
し
た
農
業
高
校
の
活
動
が

地
方
創
生
の
一
端
を
担
っ
て
い
く

●区分Ａ（農業関連）
FFJ 検定、農業プロジェクト発表会、家畜審査
競技会、農業情報処理競技会、日本農業技術
検定、実験動物２級技術者など

●区分Ｂ（一般教養・基礎力を測るもの）
日本学生科学賞、実用数学技能検定、全国高
校生クリエイティヴコンテスト、ＩＣＴプロフィシエ
ンシー検定（Ｐ検）、簿記検定試験、語彙・読
解力検定、秘書検定など

●区分Ｃ（A・B 以外）
GTEC for STUDENTS、ビジネス実務マナー検定
など

＊全国農業高等学校長協会の資料から抜粋。詳しくは下記サイトを参照。
http://www.zennokocyokai.org/

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
で
培
っ
た

汎
用
的
能
力
も
評
価
す
る
制
度
に
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の
一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、生
徒
の
実
践
力
は
高
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

農
業
高
校
で
は
、
生
産
技
術
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
加
工
や
流
通
に
つ
い
て
も
学
べ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
栽
培
し
た
ト
マ
ト
を
加
工
業
者
に

出
荷
し
、
キ
ム
チ
に
加
工
し
た
上
で
大
手
デ
パ
ー
ト
で

高
価
格
で
販
売
し
た
り
、
ス
イ
カ
を
海
外
に
売
り
出
し

た
り
と
い
っ
た
試
み
を
成
功
さ
せ
て
い
る
高
校
が
あ
り

ま
す
。
単
に
作
る
だ
け
で
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の

成
功
と
い
う
観
点
で
も
実
践
的
に
学
ん
で
い
る
の
で

す
。
そ
う
し
た
実
践
は
、活
躍
の
幅
を
広
げ
る
と
共
に
、

農
業
の
技
術
だ
け
で
な
く
、
一
般
教
養
な
ど
も
重
要
で

あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
の
中
で
、
生
産
か
ら
販
売
ま
で
一
貫
し
て
手
掛

け
る
経
験
を
し
た
り
、
そ
の
過
程
で
地
域
の
人
た
ち
と

の
交
流
を
経
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
学
び
の
幅
が
広

が
り
、学
習
意
欲
を
高
め
て
い
く
生
徒
は
大
勢
い
ま
す
。

Ｆ
Ｆ
Ｊ
の
活
動
や
毎
日
の
実
習
、
幅
広
い
体
験
型
の
授

業
な
ど
、
農
業
高
校
に
は
生
徒
の
主
体
的
な
学
び
を
後

押
し
す
る
、
様
々
な
仕
組
み
が
あ
る
の
で
す
。

　

農
業
高
校
の
生
徒
は
、
引
っ
込
み
思
案
で
、
最
初
は

受
け
身
の
生
徒
も
多
い
の
で
す
が
、
教
師
が
少
し
声
を

掛
け
、
進
む
方
向
を
示
す
こ
と
で
、
行
動
を
起
こ
し
、

そ
こ
で
達
成
感
を
得
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
進
ん
で

い
き
ま
す
。
伸
び
し
ろ
は
非
常
に
大
き
い
で
す
し
、
本

制
度
を
う
ま
く
活
用
で
き
れ
ば
、
生
徒
の
意
欲
を
更
に

高
め
て
い
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
堀　

本
制
度
に
は
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
た
高
校
へ

の
表
彰
制
度
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
生
徒
の
資
格
取

得
の
指
導
に
力
を
入
れ
て
い
る
先
生
方
へ
の
評
価
に
も

つ
な
が
り
、
学
校
全
体
の
活
力
を
高
め
る
こ
と
に
も
役

立
つ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

德
田　

本
制
度
は
今
年
度
に
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
ま

だ
課
題
も
あ
り
ま
す
。
現
在
、
農
業
系
の
学
部
・
学
科

を
持
つ
大
学
に
本
制
度
の
説
明
を
行
い
、
入
試
へ
の
活

用
を
依
頼
し
て
い
る
状
況
で
す
。趣
旨
に
賛
同
し
、ゴ
ー

ル
ド
や
プ
ラ
チ
ナ
の
ア
グ
リ
マ
イ
ス
タ
ー
を
持
つ
生
徒

に
対
し
て
、
入
学
金
の
免
除
や
授
業
料
の
減
免
と
い
っ

た
優
遇
措
置
を
検
討
し
て
い
る
大
学
も
あ
り
ま
す
。
少

子
化
が
進
む
中
、
大
学
も
質
の
高
い
学
生
を
ど
の
よ
う

に
確
保
す
る
か
が
最
大
の
課
題
で
す
。
全
国
農
業
高
等

学
校
長
協
会
が
本
制
度
で
生
徒
の
質
を
保
証
す
る
こ
と

で
、
大
学
に
と
っ
て
も
質
の
高
い
生
徒
を
受
け
入
れ
や

す
く
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。　

小
堀　

得
点
の
対
象
と
な
る
資
格
や
検
定
、
コ
ン
ク
ー

ル
な
ど
を
精
査
し
て
い
く
こ
と
も
課
題
で
す
。
検
定
や

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
も
の
か

ら
、
地
域
独
自
に
実
施
し
て
い
る
も
の
ま
で
、
多
種
多

様
で
す
。
そ
れ
ら
を
重
み
付
け
し
て
点
数
化
す
る
の
が

難
し
く
、
今
後
の
申
請
状
況
な
ど
を
見
な
が
ら
、
現
状

の
区
分
を
見
直
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

全
国
の
農
業
高
校
に
通
知
し
、
Ｆ
Ｆ
Ｊ
を
通
し
て
生
徒

へ
の
浸
透
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
本
制
度
自
体
の
認
知

も
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。
ア
グ
リ
マ
イ
ス
タ
ー
を

取
得
す
る
こ
と
が
農
業
教
育
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る

よ
う
に
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
本
制
度
を
普
及
さ

せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

德
田　

何
よ
り
も
、
ア
グ
リ
マ
イ
ス
タ
ー
の
称
号
を
得

た
生
徒
が
社
会
で
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
が
、
こ
の
制

度
を
社
会
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
は
不
可
欠
で
す
。
本

制
度
で
農
業
教
育
を
変
え
る
！　

そ
の
よ
う
な
気
概

で
、
制
度
を
よ
り
活
用
範
囲
の
広
い
も
の
に
し
て
い
く

の
と
同
時
に
、
生
徒
た
ち
を
全
力
で
支
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

を考える 教育オピニオン

称
号
を
得
た
生
徒
が
社
会
で
活
躍
す
る

そ
れ
が
制
度
浸
透
の
鍵
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特別企画

　

壮
行
会
の
会
場
に
は
、
全
国
の
高
校
か

ら
選
抜
さ
れ
た
「
高
校
生
コ
ー
ス
」
第
１

期
生
２
９
７
人
（
＊
）
が
集
ま
っ
た
。

　

第
１
部
で
は
、
ま
ず
、
下
村
博
文
文
部

科
学
大
臣
と
、
支
援
企
業
・
団
体
の
代
表

で
あ
る
北
山
禎て

い

介す
け

三
井
住
友
銀
行
取
締
役

会
長
が
、
海
外
留
学
の
意
義
を
強
調
し
、

激
励
の
言
葉
を
贈
っ
た
。次
に
、第
１
期
生

を
代
表
し
て
２
人
の
高
校
生
が
登
壇
し
、

留
学
へ
の
決
意
と
将
来
の
抱
負
を
力
強
く

語
っ
た
。
第
２
部
の
懇
親
会
で
は
、
互
い

の
志
を
熱
く
語
り
合
う
第
１
期
生
の
姿
が

多
く
見
ら
れ
た
。
そ
こ
で
よ
く
聞
か
れ
た

◎
グ
ロ
ー
バ
ル
化

や
情
報
化
が
進
ん

だ
今
、
世
界
は
瞬

く
間
に
大
き
く
変

化
す
る
の
で
、
今

ま
で
に
な
い
課
題
に
直
面
す
る
こ
と
も
増
え

る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
今
後
の
国
際
社
会

を
生
き
抜
く
た
め
に
は
、
主
体
的
な
課
題
解

決
力
、
よ
り
良
い
方
法
を
考
え
る
創
造
性
、

他
者
と
の
共
生
精
神
の
３
つ
が
最
も
重
要
に

◎
本
校
か
ら
は
、
２

年
生
１
人
が
カ
ナ
ダ

に
留
学
し
ま
す
。
具

体
的
な
進
路
を
決
め

る
ま
で
は
ま
だ
時
間
が
あ
る
の
で
、
生
徒
に

は
、
海
外
で
の
出
会
い
や
感
動
な
ど
を
通
し

て
、「
将
来
こ
う
い
う
こ
と
が
し
た
い
」
と

い
う
方
向
性
を
つ
か
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
本
制
度
は
規
模
が
大
き
く
、
事
前
・
事

後
指
導
も
充
実
し
て
い
る
た
め
、
参
加
者
は

◎
私
は
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
姉

妹
校
に
３
か
月
間

留
学
し
ま
す
。
将

来
は
医
師
と
し
て

発
展
途
上
国
の
医
療
に
貢
献
し
た
い
と
考
え

て
い
る
の
で
、
留
学
し
た
ら
、
英
語
力
を
高

め
、
異
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に

力
を
入
れ
る
つ
も
り
で
す
。
ま
た
、
食
生

活
と
健
康
と
の
関
係
に
興
味
が
あ
る
の
で
、

文
部
科
学
大
臣

下
村
博
文
氏

大
阪
府
・
私
立
初
芝
立
命
館
中
学
・
高
校
校
長

髙
橋
克
夫
先
生

徳
島
県
立
徳
島
北
高
校
２
年
生

生
田
陽
菜
さ
ん

激
励
の
言
葉

教
師
・
保
護
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

決
意
の
言
葉

ト
ビ
タ
テ
！　
留
学
J
A
P
A
N

日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
高
校
生
コ
ー
ス

壮
行
会
開
催
レ
ポ
ー
ト

「
ト
ビ
タ
テ
！　

留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
人
材
育
成
を
強
化
す
る
た
め
、国
が
企
業
や
団
体
と
連
携
し
、海
外
留
学
を
支
援
す
る
制
度
だ
。

従
来
、
大
学
生
を
支
援
対
象
と
し
て
い
た
が
、
２
０
１
５
年
度
に
高
校
生
を
支
援
対
象
と
す
る
「
高
校
生
コ
ー
ス
」
を
新
設
し
た
（
詳
し
く
は
本
誌
２
０
１
４
年
12
月
号
を
参
照
）。

「
高
校
生
コ
ー
ス
」
第
１
期
生
の
留
学
を
目
前
に
控
え
た
２
０
１
５
年
６
月
、
そ
の
壮
行
会
が
文
部
科
学
省
で
行
わ
れ
た
。
当
日
の
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

生
徒
は
志
を
語
り
合
い

留
学
へ
の
意
欲
を
高
め
る

国
際
社
会
を
生
き
る
素
養
は

留
学
で
身
に
付
け
ら
れ
る

自
分
の
進
路
と
し
て

海
外
を
考
え
ら
れ
る
生
徒
を

自
己
実
現
の
た
め
に

英
語
力
を
磨
き
た
い

＊第１期生の総数は303人
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の
は
、
自
分
の
学
び
を
他
者
に
役
立
て
た

い
と
い
う
声
だ
。
例
え
ば
、
ス
キ
ー
の
技

術
を
磨
く
た
め
に
米
国
オ
レ
ゴ
ン
州
に
留

学
す
る
公
立
高
校
２
年
生
は
「
後
輩
に
ア

ド
バ
イ
ス
で
き
る
よ
う
に
、
コ
ー
チ
ン
グ

技
術
も
見
習
い
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

懇
親
会
後
は
、
留
学
の
目
的
な
ど
を
話

し
合
う
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
行
わ
れ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
大
学
で
振
動
発
電
に
つ
い
て

学
ぶ
と
い
う
高
校
生
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
牧
場
に
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る
高
校

生
、
ガ
ー
ナ
の
孤
児
院
で
教
育
支
援
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
高
校
生
な
ど
、
留
学

の
目
的
は
様
々
。
第
１
期
生
は
、
壮
行
会

を
通
し
て
多
様
な
志
に
触
れ
、
留
学
に
対

す
る
意
欲
を
更
に
高
め
た
に
違
い
な
い
。

グループワークでは、留学の目的などを語り合いな
がら、それぞれ自分が留学先で本当に取り組みたい
ことは何かを掘り下げて考えていった。

◎
子
ど
も
は
考
古
学

者
に
憧
れ
、
イ
ン
カ

帝
国
な
ど
世
界
的
に

有
名
な
史
跡
の
あ
る

ペ
ル
ー
に
留
学
し
た
い
と
、
自
分
で
本
制
度

に
応
募
し
ま
し
た
。
留
学
は
、
海
外
と
日
本

と
の
違
い
や
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
に
た
く
さ
ん

気
付
き
、
視
野
を
広
げ
る
良
い
機
会
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
現
地
で
発
掘
調
査
な
ど
も

行
う
よ
う
な
の
で
、
考
古
学
者
と
い
う
職
業

が
自
分
に
向
い
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
す

る
き
っ
か
け
に
も
な
る
は
ず
で
す
。
子
ど
も

が
考
古
学
者
に
な
る
こ
と
に
、
今
の
私
は
、

正
直
、必
ず
し
も
賛
成
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

も
し
、
帰
国
し
た
子
ど
も
が
将
来
就
き
た
い

職
業
と
し
て
本
気
で
志
す
意
思
を
示
す
こ
と

が
出
来
れ
ば
、
一
人
前
と
し
て
認
め
、
応
援

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
日
本
は
明
治
以

来
、
海
外
か
ら
導

入
し
た
技
術
を
改

善
、
応
用
す
る
こ

と
で
、
発
展
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
今
後
は
、
新
た
な
価
値

を
生
み
出
す
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
力
が
今

ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
発
想

は
、幅
広
い
教
養
が
あ
っ
て
こ
そ
可
能
で
す
。

「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
と
言
い
ま
す
か

ら
、
実
体
験
を
通
し
て
知
識
を
身
に
付
け
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
海
外
の
留

学
先
で
は
、
日
本
で
は
出
来
な
い
よ
う
な
こ

と
を
多
く
経
験
で
き
ま
す
。失
敗
を
恐
れ
ず
、

何
事
に
も
果
敢
に
挑
戦
し
、
多
彩
な
経
験
を

積
ん
で
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

◎
私
は
、
尊
敬
す

る
バ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
の
指
導
を
受
け

る
た
め
に
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
音
楽

ア
カ
デ
ミ
ー
に
留
学
し
ま
す
。
そ
の
バ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
と
は
、
２
０
１
４
年
12
月
に
神
奈

川
県
で
行
わ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
出
会
い
ま

し
た
。
聴
衆
と
し
て
演
奏
に
魅
了
さ
れ
、「
こ

の
人
の
下
で
学
び
た
い
！
」
と
強
く
思
い
ま

し
た
。
今
、
そ
の
夢
が
実
現
し
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
に
、
感
動
し
て
い
ま
す
。
本
制
度

に
応
募
す
る
よ
う
勧
め
て
く
れ
た
祖
母
に
感

謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
将
来
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
更
に
学
び
、
自
分
の
演
奏
で
世
界
中
の

人
々
を
幸
福
に
出
来
る
よ
う
な
バ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

奈
良
県
立
奈
良
高
校
２
年
生
の
保
護
者

落
合
浩
一
郎
さ
ん

三
井
住
友
銀
行
取
締
役
会
長

（
中
央
教
育
審
議
会
会
長
）

北
山
禎
介
氏

東
京
都
・
私
立　
桐
朋
女
子
高
校
音
楽
科

（
男
女
共
学
）
３
年
生

島
方　
瞭
さ
ん

な
る
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の

素
養
も
、
海
外
に
お
い
て
価
値
観
や
文
化
的

背
景
が
異
な
る
多
様
な
人
々
と
交
流
し
、
戸

惑
っ
た
り
悩
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
、
身
に
付

け
る
こ
と
が
出
来
る
は
ず
で
す
。
海
外
留
学

は
、
皆
さ
ん
の
人
生
の
幅
を
広
げ
る
好
機
で

す
。精
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
食
料
事
情
を
学
ぶ
こ

と
も
、
留
学
の
目
的
の
１
つ
で
す
。
留
学
先

の
高
校
で
は
、
農
業
実
習
な
ど
の
授
業
を
積

極
的
に
履
修
す
る
予
定
で
す
し
、
農
家
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
の
で
、
農
作
業
の
様

子
を
間
近
で
じ
っ
く
り
観
察
で
き
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

留
学
先
で
の
体
験
を
進
路
選
択
に
生
か
し
や

す
い
は
ず
で
す
。
将
来
の
志
望
を
し
っ
か
り

持
ち
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
海
外
の
大

学
に
進
学
し
よ
う
と
す
る
生
徒
が
１
人
で
も

増
え
る
よ
う
、
本
校
で
は
今
後
も
本
制
度
に

つ
い
て
積
極
的
に
校
内
で
告
知
し
、
参
加
を

呼
び
掛
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

憧
れ
の
職
業
へ
の

適
性
を
判
断
し
て
ほ
し
い

果
敢
に
挑
戦
す
る
こ
と
で

幅
広
い
教
養
が
得
ら
れ
る

自
分
の
演
奏
で

人
々
に
幸
福
を
届
け
た
い
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資源工学

金属生産工学

地球システム
工学

リサイクル
工学

未来をつくる大学 の研究室
最先端の研究を大学の先生が誌上講義！

57

銅や鉄といった、ものづくりに欠かせない天然金属資源は、実は近年、品質が下がっている。それは、

古くから優先して採掘されてきた高品質な鉱物が尽きようとしているためだ。不純物が多く含まれる鉱

物から金属を分離させようとしても、従来の技術では有害物質によって環境が汚染される危険性がある

など、困難が多い。そこで、資源工学では、安全で安定的に金属を得るための新技術を開発している。

その第一人者である秋田大国際資源学部の柴山敦教授に、研究の最前線と成果を聞いた。

大学院生の
主な出身分野

◎鉱物から効率的に金属
を精錬する技術を開発す
るためには、化学や物理
の知識が必要となる。そ
のため、学部時代に工学
や理学を学んだ学生が多
い。留学生を積極的に受
け入れ、現在は、中国、
ボツワナ、パキスタン、
モンゴルなどのアジア・
アフリカ諸国から７人が
在籍している。

研究成果と
社会のかかわり

◎ヒ素を多く含む銅鉱物
から純度を高めた銅を分
離できるようにした。ま
た、廃棄された電子機器
の基板などから金属を分
離させ、それを再利用す
ることで過剰な採掘を抑
え、環境保全に貢献する
ことも期待される。

鉱物から金属を分離する技術を追究し
ものづくりを根底から支える

秋田大　国際資源学部　柴山敦研究室

フローチャートで分かる柴山敦研究室

研究にかかわる
学問分野と研究内容

◎地球上のあらゆる資源を対象とする学問であるた
め、地球環境や金属、リサイクルなどに関係する学問
とかかわりが深い。

理学

工学

など

良質な金属を
安定的に
社会に供給し
ものづくりを支援

など

金属の効率的な
再利用を促し
環境保全に貢献

あつし
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　資源工学では、天然鉱物から金や銀、銅などを効率よく分離させる仕組みについて研究し
ます。そのため、なぜ鉱物が地球上に出来るのかという、自然に対する関心を持つことが何よ
りも大切です。また、ただ不思議に思うだけでなく、その理由を理解する必要があるので、化
学や物理の知識も求められます。
　海外の企業や研究機関との共同研究などのために、世界各国を飛び回ることもしばしばで
す。私の場合、銅ならチリ、鉄ならブラジルやオーストラリアと、研究対象の金属の主要な産
出国には特によく足を運びます。海外での共同研究では、自分と文化的背景が異なる多様な
技術者と力を合わせる必要があるので、異文化を理解しようとする気持ちも欠かせません。
　研究では、今までにない金属の分離技術の開発に取り組むため、結果は誰にも分かりませ
んし、うまくいかないことが大半です。それでも諦めずに失敗の要因を分析し、改善を重ねて
いく根気がなければ、研究を続けることは出来ません。忍耐強く取り組んで、より良い技術を
追究できる方に学んでほしいと願っています。

失敗の要因を分析し、改善を重ねる根気が不可欠
資源工学が求める学生像

勉強や部活動、何でも構いませんから、好きなことにとことん打ち
込んでほしいと思います。うまくいかなかったとしても、好きなこと

であればくじけずに再挑戦できますから、目標達成のために何をすべきかを考える訓練になるは
ずです。失敗に学ぶという姿勢は、大学での学びにも社会に出てからも、きっと役立つと思います。

高校生へのメッセージ

異文化を理解する気持ち

自然に対する関心

粘り強く取り組む姿勢

　

私
は
、
１
９
８
０

年
代
後
半
の
い
わ
ゆ

る
バ
ブ
ル
経
済
の
時

期
に
高
校
生
活
を
送

り
ま
し
た
。
大
量
生

産
と
大
量
消
費
が
当

た
り
前
だ
っ
た
頃
で

す
か
ら
、
そ
れ
を
担

う
機
械
系
・
電
気
系
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
夢

見
る
友
人
が
周
り
に
大
勢
い
ま
し
た
。
私

も
も
の
づ
く
り
に
憧
れ
て
い
ま
し
た
が
、

製
品
開
発
よ
り
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
漠

然
と
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
石

炭
や
石
油
と
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を

採
取
し
、
応
用
す
る
技
術
に
つ
い
て
研
究

す
る
学
問
、
資
源
工
学
を
専
門
的
に
学
び

た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

私
は
大
学
入
学
前
、
資
源
工
学
と
は
日

の
当
た
ら
な
い
学
問
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
映
像
や
写
真
で
見
た
鉱
山
や
石
炭
山

の
坑
道
の
薄
暗
い
印
象
が
強
く
残
っ
て
い

ま
し
た
し
、
福
岡
県
内
で
生
ま
れ
育
っ
た

私
は
、
斜
陽
化
し
た
筑
豊
炭
田
の
話
を

よ
く
耳
に
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
し
か

し
、
大
学
で
学
ぶ
う
ち
に
、
イ
メ
ー
ジ
が

少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
例
え

ば
、
採
掘
や
精
錬
、
加
工
と
、
金
属
が
精

製
さ
れ
商
品
と
し
て
流
通
す
る
ま
で
の
経

路
を
知
る
こ
と
で
、
資
源
工
学
は
機
械
産

業
の
根
幹
を
支
え
る
重
要
な
学
問
だ
と
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
金
属

素
材
メ
ー
カ
ー
を
訪
問
す
る
授
業
で
、
鉱

物
が
金
属
に
精
錬
さ
れ
る
現
場
を
見
学
し

た
時
は
、
ま
る
で
魔
法
を
見
た
よ
う
な
感

動
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
の
石
と
変
わ
ら

な
い
よ
う
に
見
え
る
鉱
物
が
、
社
会
的
に

価
値
が
高
い
金
や
銀
、
銅
な
ど
に
変
わ
っ

て
い
く
過
程
を
目
の
当
た
り
に
し
た
か
ら

で
す
。「
自
分
の
手
で
技
術
を
更
に
向
上

さ
せ
、
高
品
質
な
金
属
に
よ
る
も
の
づ
く

り
に
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
に
胸

が
高
鳴
っ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
社
会
で
よ

く
用
い
ら
れ
る
銅
や

鉛
な
ど
の
、
ベ
ー
ス

メ
タ
ル
と
呼
ば
れ
る

金
属
を
安
定
し
て
供

給
す
る
、
技
術
の
開

発
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
ベ
ー
ス
メ
タ

ル
を
生
み
出
す
高
品
質
な
鉱
物
は
、
古
く

か
ら
世
界
各
地
で
大
量
に
採
掘
さ
れ
て
き

た
た
め
、
今
で
は
入
手
し
に
く
く
な
っ
て

い
ま
す
。
残
さ
れ
た
低
品
質
の
鉱
物
に
は

不
純
物
が
多
く
混
入
し
、
従
来
の
技
術
で

は
、
処
理
工
程
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
、
商

研究を志したきっかけ

高品質な金属を
自分の手で
作り出したい

柴
山　
敦
　

教
授

し
ば
や
ま
・
あ
つ
し　

秋
田
大
国
際
資
源
学
部
教
授
、副
学
部
長
。
同
大
ベ
ン
チ
ャ
ー
・

ビ
ジ
ネ
ス
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
長
。
同
大
大
学
院
博
士
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
レ
ア
メ
タ
ル
等
資
源
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。
九
州
大
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
秋
田
大
助
教

授
な
ど
を
経
て
、
現
職
。
資
源
・
素
材
学
会
奨
励
賞
な
ど
を
受
賞
。
著
書
に
『
レ
ア

メ
タ
ル
の
最
新
動
向
』（
分
担
執
筆
・
シ
ー
エ
ム
シ
ー
出
版
）
な
ど
。

研究概要

ベースメタルの
純度向上を目指し

新技術の開発を続ける

1

2
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品
に
使
え
る
純
度
の
金
属
が
得
ら
れ
ま
せ

ん
し
、
処
理
の
過
程
で
出
る
有
害
物
質
へ

の
対
策
も
、
厳
重
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
分
、
コ
ス
ト
が
掛
か
り
、
金
属

の
価
格
が
高
騰
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

鉱
物
か
ら
金
属
を
分
離
さ
せ
る
主
な
技

術
に
は
、
い
く
つ
か
の
薬
剤
を
使
い
、
特

定
の
粒
子
を
気
泡
に
付
着
さ
せ
て
分
離
さ

せ
る
手
法
や
、
目
当
て
の
金
属
を
鉱
物
か

ら
選
択
的
に
溶
か
す
方
法
の
２
つ
が
あ
り
、

鉱
物
の
種
類
や
組
成
な
ど
に
応
じ
て
、
単

独
で
、
も
し
く
は
組
み
合
わ
せ
て
用
い
ら

れ
ま
す
。
私
は
、
２
つ
の
方
法
の
組
み
合

わ
せ
を
変
え
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
を

改
良
し
た
り
し
て
、
低
品
質
の
鉱
物
か
ら

効
率
よ
く
、
確
実
に
ベ
ー
ス
メ
タ
ル
を
分

離
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

研
究
で
は
基
本
的
に
産
出
国
か
ら
取
り

寄
せ
た
鉱
物
を
用
い
ま
す
が
、
産
出
国
に

足
を
運
び
、
採
掘
さ
れ
た
ば
か
り
の
鉱
物

に
触
れ
る
こ
と
も
重
視
し
て
い
ま
す
。
鉱

物
は
、
採
掘
さ
れ
て
時
間
が
経
つ
ほ
ど
表

面
の
酸
化
が
進
み
ま
す
。
分
離
技
術
の
開

発
に
は
、
鉱
物
が
ど
の
程
度
酸
化
し
て
い

る
の
か
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

か
ら
、
採
掘
直
後
の
鉱
物
の
状
態
を
し
っ

か
り
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

実
験
は
、
薬
剤
の
種
類
や
溶
液
条
件
な

ど
を
変
え
、
高
純
度
の
ベ
ー
ス
メ
タ
ル
が

出
来
る
ま
で
繰
り
返
し
行
い
ま
す
。
正
直
、

失
敗
の
連
続
で
す
が
、
新
し
い
技
術
が
簡

単
に
生
み
出
せ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
だ
け
に
、
う
ま
く
い
っ
た
時
の
喜
び

は
ひ
と
し
お
で
す
。「
不
可
能
を
可
能
に

出
来
た
」
と
い
う
達
成
感
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

私
が
資
源
工
学

の
研
究
に
取
り
組

み
始
め
て
25
年
程

の
間
に
、
以
前
は

不
可
能
だ
っ
た
鉱

物
か
ら
レ
ア
メ
タ

ル
の
分
離
が
成
功

す
る
よ
う
に
な
る

な
ど
、
金
属
の
分
離
技
術
は
大
き
く
進
歩

し
ま
し
た
。
私
も
、
不
純
物
で
あ
る
ヒ
素

を
奇
麗
に
取
り
除
き
、
高
純
度
の
銅
を
得

る
技
術
な
ど
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
ヒ
素

が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
に
従
来
は
手
を
付

け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
銅
鉱
山
か
ら
、
良

質
の
銅
を
採
掘
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

金
属
の
分
離
技
術
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
に

も
応
用
で
き
ま
す
。
廃
棄
さ
れ
た
電
子
機

器
の
基
板
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
る
、
金

や
銀
、
銅
と
い
っ
た
様
々
な
金
属
は
、
鉱

物
か
ら
金
属
を
得
る
技
術
と
原
理
的
に
同

じ
技
術
に
よ
っ
て
、
基
板
を
構
成
す
る
樹

脂
な
ど
の
不
純
物
か
ら
目
的
成
分
を
分
離

で
き
る
の
で
す
。
社
会
的
な
課
題
で
も
あ

る
廃
棄
物
の
大
量
回
収
が
実
現
す
れ
ば
、

廃
棄
物
か
ら
安
定
し
て
金
属
を
再
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、

新
た
に
採
掘
す
る
鉱
物
の
量
を
減
ら
せ
る

の
で
、
世
界
的
な
環
境
保
全
に
つ
な
が
る

で
し
ょ
う
。
資
源
が
少
な
く
、
輸
入
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
い
日
本
で
は
、
経
済
へ
の

イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き
い
は
ず
で
す
。

　

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た

め
に
、
資
源
工
学
の
知
見
は
大
き
な
武
器

と
な
り
ま
す
。
も
の
づ
く
り
に
も
環
境
問

題
の
解
決
に
も
貢
献
で
き
る
と
い
う
こ
と

に
、
こ
の
学
問
を
研
究
す
る
大
き
な
醍だ
い

醐ご

味み

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

❶
筑
豊
炭
田

　
　

福
岡
県
北
部
に
位
置
す
る
炭
田
。
明
治

以
後
本
格
的
に
開
発
さ
れ
、
日
本
最
大
の

炭
田
と
し
て
産
業
の
発
展
を
担
っ
た
が
、

１
９
５
０
年
代
に
衰
退
が
始
ま
り
、
80
年

代
前
半
ま
で
に
ほ
ぼ
全
て
の
炭
坑
が
稼
働

を
停
止
し
た
。

❷
精
錬

　
　

金
属
の
純
度
を
上
げ
る
こ
と
。

❸
レ
ア
メ
タ
ル

　
　

産
出
量
が
少
な
い
金
属
。
プ
ラ
チ
ナ
、

タ
ン
グ
ス
テ
ン
な
ど
。

❹
ヒ
素

　
　

元
素
の
１
つ
。化
合
物
は
毒
性
が
強
い
。

元
素
記
号
As
。

❺
粗
銅

　
　

粗
く
精
錬
し
た
銅
。
純
度
は
98
〜
99
・

０
％
程
度
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
商
品
化
で

き
な
い
。

❻
純
銅

　
　

限
り
な
く
１
０
０
％
に
近
い
純
度
の

銅
。
こ
こ
で
は
、
99
・
９
９
９
％
程
度
の

銅
を
指
す
。

❼
イ
オ
ン

　
　

電
気
を
帯
び
た
原
子
ま
た
は
分
子
。

研究の成果と展望

リサイクル技術へ応用し
世界的な

環境保全に期待

用
語
解
説

写真　秋田県中東部、大仙市にかつてあった荒川鉱山
から採掘された銅鉱物。柴山研究室では、各地の鉱物
の収集・保存も行っている
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高
校
時
代
に
化
学
や
物
理
が
大

好
き
で
、
環
境
問
題
に
も
興
味
が

あ
っ
た
私
は
、
将
来
は
省
エ
ネ
製
品
を
開

発
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
目
指
し
、
大
学
は
工

学
部
を
選
び
ま
し
た
が
、
入
学
直
前
に
発

生
し
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

か
ら
、
環
境
に
優
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

に
興
味
が
湧
き
、
資
源
の
再
利
用
に
も
強

い
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
で
学
ぶ
う
ち
に
、
廃
棄
物
か
ら
効

率
よ
く
金
属
を
分
離
さ
せ
る
技
術
が
研
究

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
研
究
に

自
分
も
携
わ
り
た
い
と
、
柴
山
教
授
の
研

究
室
の
門
を
た
た
い
た
の
で
す
。

　

廃
棄
さ
れ
た
電
子
機
器
の
基

板
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
か

ら
、
低
コ
ス
ト
で
銅
を
分
離
さ
せ
る
技
術

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
事
前
に

リ
サ
イ
ク
ル
原
料
に
熱
処
理
を
施
し
て
純

度
98
％
ほ
ど
の
粗
銅
を
作
り
、
こ
れ
を
電

気
分
解
に
よ
っ
て
純
銅
に
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、
硫
酸
銅
水

溶
液
を
満
た
し
た
水
槽
に
電
極
を
入
れ
て

電
気
を
流
し
ま
す
。
す
る
と
、
プ
ラ
ス
極

に
付
け
た
粗
銅
か
ら
銅
イ
オ
ン
が
離
れ
て

マ
イ
ナ
ス
極
に
集
ま
り
、
純
銅
が
出
来
ま

す
。
し
か
し
、
電
気
分
解
を
進
め
る
過
程

で
、
粗
銅
の
表
面
に
不
純
物
が
付
着
し
て

銅
イ
オ
ン
の
動
き
を
阻
害
し
、
十
分
な
量

の
純
銅
が
作
ら
れ
る
前
に
、
銅
イ
オ
ン
の

移
動
を
完
全
に
止
め
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

熱
処
理
後
に
急
激
に
で
は
な
く
徐
々
に

冷
却
さ
せ
た
粗
銅
を
用
い
れ
ば
、
電
気
分

解
時
に
不
純
物
が
間
隔
を
空
け
て
付
着

し
、
銅
イ
オ
ン
が
移
動
で
き
る
こ
と
が
、

私
の
研
究
で
分
か
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

電
気
分
解
が
終
わ
る
前
に
不
純
物
が
密
着

し
、
銅
イ
オ
ン
が
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
か
ら
、
電
極
に
振
動
を
与
え
て
付

着
物
を
ふ
る
い
落
と
す
な
ど
、
別
の
方
法

も
加
え
る
こ
と
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

電
気
分
解
に
よ
る
分
離
技
術
が
実
用
化

さ
れ
れ
ば
、
従
来
の
技
術
に
比
べ
て
７
分

の
１
以
下
の
電
力
で
、
同
じ
量
の
純
銅
が

作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
更
に
、
付
着

し
た
り
沈
殿
し
た
り
し
た
不
純
物
か
ら

は
、
銀
な
ど
の
金
属
も
簡
単
に
得
ら
れ
る

の
で
、
一
石
二
鳥
で
す
。
１
日
も
早
く
完

成
さ
せ
、
ベ
ー
ス
メ
タ
ル
の
安
定
供
給
に

寄
与
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

大
学
で
は
、
ま
だ
答
え
が
な
い

問
題
に
取
り
組
み
ま
す
。
私
の
研

究
も
、
何
を
す
れ
ば
う
ま
く
い
く
の
か
、

誰
に
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
私

は
研
究
を
少
し
で
も
前
進
さ
せ
た
い
と
、

実
験
に
失
敗
し
て
も
、
そ
の
理
由
を
徹
底

的
に
分
析
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
な
ぜ
」
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

意
外
な
発
見
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
私

は
数
学
の
公
式
が
成
り
立
つ
理
由
が
分
か

る
よ
う
に
な
り
、
公
式
を
た
だ
暗
記
し
て

い
た
時
よ
り
も
ず
っ
と
数
学
が
好
き
に
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
、
周
囲
に
少
し
目

を
向
け
れ
ば
、
木
製
バ
ッ
ト
よ
り
金
属

バ
ッ
ト
の
方
が
打
っ
た
ボ
ー
ル
が
よ
く
飛

ぶ
の
は
な
ぜ
か
な
ど
、
不
思
議
が
あ
ふ
れ

て
い
る
こ
と
に
気
付
く
は
ず
で
す
。
そ
の

謎
を
解
く
ヒ
ン
ト
を
得
た
い
と
い
う
意
欲

を
持
っ
て
取
り
組
め
ば
、
目
の
前
の
学
習

が
何
倍
も
楽
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。

Q

Q

Q

な
ぜ
こ
の
研
究
分
野
に

進
ん
だ
の
で
す
か

柴
山
教
授
の
研
究
室
で
の

研
究
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

高
校
生
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

A

A

A

大学院生が語る

銅のリサイクルの
効率化を目指して

鈴木　誉也さん

すずき・よしや　秋田大大学院工学資源学研究科博
士課程前期１年。秋田県立秋田中央高校卒業。

私の高校時代

生徒会活動で身に付けた
コミュニケーション能力

●高校１年生から３年間、生徒会活
動に取り組みました。最も印象的だっ
たのは、毎年６月の学校祭での活動
です。生徒会では、各クラスが立てた
企画を見て、クラスごとに予算を割り
当てました。予算を超えそうなクラス
には、予算内で実現する方法を、生
徒会長がそのクラスに行って提案しま
した。私も、生徒会長だった３年生の
学校祭では、同じ学年のクラスに足を
運んだことがあります。模擬店を出す
ための機材を、学内の機材で代用し
てほしいと伝えたところ、当初は反対
する者もいました。しかし、根気よく
説得を続けた結果、学校祭準備期間
内に全員が賛成してくれました。他者
の気持ちを気遣いながら、自分の意
見を伝えられたからこそだと思います。
　生徒会活動でコミュニケーション能
力を伸ばせたことは、多くの人と連携
して進める必要がある大学での研究
に、とても役立っています。

5

6

7

53 August  2015



　

基
調
講
演
の
テ
ー
マ
は
、
高
大
接
続
改

革
の
背
景
、
高
大
接
続
改
革
実
行
プ
ラ
ン

の
内
容
と
検
討
状
況
、
高
校
教
育
改
革
だ
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
が
進
む
中
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
人
材

の
育
成
が
急
務
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

知
識
量
の
拡
大
に
主
眼
を
置
い
た
こ
れ
ま

で
の
教
育
か
ら
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
や
主
体
性
を
持
っ
て
多
様
な
人
々
と

協
働
す
る
態
度
な
ど
の
「
真
の
学
ぶ
力
」

の
育
成
を
重
視
す
る
教
育
に
転
換
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。「
知
識
伝
達
型
の
高
校
教

育
を
刷
新
し
、
大
学
入
試
も
多
様
な
能
力
・

経
験
を
評
価
す
る
選
抜
へ
転
換
を
図
り
、

大
学
教
育
と
の
三
位
一
体
の
改
革
を
目
指

す
の
が
実
行
プ
ラ
ン
の
趣
旨
」
と
、
伯
井

審
議
官
は
語
っ
た
。

　

中
で
も
、
高
校
現
場
へ
の
影
響
が
大
き

い
事
案
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
に
代
わ
る
新

テ
ス
ト
の
導
入
、
及
び
英
語
の
４
技
能
を

総
合
的
に
育
成
・
評
価
す
る
英
語
教
育
の

改
革
だ
。後
者
に
つ
い
て
は
、民
間
の
資
格
・

検
定
を
入
試
の
合
否
判
定
材
料
と
し
て
活

用
す
る
道
が
示
さ
れ
た
。
高
校
教
育
改
革

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
第
１
部
で
は
、
文
部
科

学
省
の
伯は

く

井い

美よ
し

徳の
り

大
臣
官
房
審
議
官
に
よ

る
基
調
講
演
、
第
２
部
で
は
、
京
都
大
・

大
阪
大
・
関
西
学
院
大
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り

組
み
、
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
大
学
入
試
に
お
け
る
英
語
の
外
部
検

定
試
験
の
活
用
に

関
す
る
報
告
が
行

わ
れ
た
。
当
日
は

あ
い
に
く
の
雨

だ
っ
た
が
、
会
場

は
高
校
教
師
を

中
心
と
す
る
約

５
０
０
人
の
参
加

者
で
埋
め
尽
く
さ

れ
た
。

に
つ
い
て
は
、
学
習
指
導
要
領
を
抜
本
的

に
見
直
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
充
実
を
図
る
他
、
選
挙
権
年
齢
等
が
満

18
歳
以
上
と
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
社
会

参
画
意
識
を
高
め
る
科
目
の
設
置
、
地
理

歴
史
科
の
見
直
し
、
課
題
解
決
型
学
習
の

充
実
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、「
大
学

入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト（
仮
称
）」

が
２
０
２
０
年
度
を
め
ど
に
実
施
予
定
で

あ
る
点
や
、
22
年
度
に
学
習
指
導
要
領
が

改
訂
さ
れ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。

文部科学省
大臣官房審議官
高大接続・初等中
等教育局担当

伯井美徳
はくい・よしのり
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京
都
大
、
大
阪
大
、
関
西
学
院
大
に
よ
る
「
高
大
接
続
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催
！

高
校
教
育
改
革
、大
学
教
育
改
革
、入
試
改
革
│

高
大
接
続
の
現
状
と
今
後
の
動
向
と
は

２
０
１
５
年
１
月
、
文
部
科
学
省
の
「
高
大
接
続
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」
が
公
表
さ
れ
、
高
校
教
育
・
大
学
教
育
・
大
学
入
学
者
選
抜
の
一
体
改
革
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

そ
れ
を
受
け
て
、
同
年
６
月
、
大
阪
に
お
い
て
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
の
指
定
校
で
も
あ
る
３
大
学
、

京
都
大
、
大
阪
大
、
関
西
学
院
大
に
よ
る
「
高
大
接
続
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
高
大
接
続
改
革
の
現
状
と
展
望
、
各
大
学
の
高
大
接
続
・
入
試
改
革
の
取
り
組
み
が
語
ら
れ
た
。

高
大
接
続
改
革
の
背
景
と
展
望

第
１
部

文
部
科
学
省
に
よ
る
基
調
講
演



　

大
阪
大
は
、
東

ひ
が
し

島じ
ま

清
教
育
担
当
理
事
・

副
学
長
が
「
育
て
た
い
人
、
受
け
入
れ
た

い
人
」
を
テ
ー
マ
に
高
大
接
続
の
現
状
と

展
望
を
語
っ
た
。
同
大
学
は
Ａ
Ｐ
に
「
確

か
な
基
礎
学
力
」「
主
体
的
に
学
ぶ
態
度
」

「
自
ら
課
題
を
発
見
し
、
探
究
す
る
意
欲
」

を
掲
げ
る
。「
大
学
教
育
は
『
教
わ
る
』
か

ら
『
自
ら
学
ぶ
』
へ
の
転
換
が
必
要
で
、

能
動
的
な
学
習
態
度
を
持
つ
人
に
と
っ
て
、

大
学
は
宝
の
山
に
な
る
」
と
東
島
副
学
長
は

断
言
す
る
。
大
阪
大
の
改
革
を
象
徴
す
る

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
世
界
適
塾
」
だ
。
同
大

学
は
江
戸
時
代
後
期
、
緒
方
洪
庵
が
開
い

た
適
塾
を
原
点
と
す
る
。
幕
末
に
は
日
本

中
か
ら
俊
英
が
集
っ
た
が
、
21
世
紀
の
大

阪
大
は
世
界
中
か
ら
優
れ
た
学
生
や
研
究

者
が
集
い
「
調
和
あ
る
多
様
性
」
を
創
造

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
を
目
指
す
と
い
う
。

　

そ
の
達
成
に
向
け
、
様
々
な
分
野
で
教

育
の
国
際
化
を
加
速
さ
せ
る
。
英
語
で
行

う
授
業
の
増
加
、
国
外
か
ら
の
遠
隔
講
義

の
充
実
、
海
外
派
遣
へ
の
支
援
な
ど
を
行

う
の
と
同
時
に
、17
年
度
に
は
ク
ォ
ー
タ
ー

制
を
導
入
。
春
・
秋
・
冬
学
期
に
通
常
の

授
業
を
行
い
、
６
月
下
旬
〜
８
月
を
夏
期

講
習
期
間
と
し
て
海
外
留
学
を
促
進
す
る
。

　

現
在
実
施
す
る
独
自
入
試
に
代
え
て
、

17
年
度
、
定
員
の
約
10
％
を
対
象
に
、
高

校
生
の
多
様
な
能
力
や
実
績
、
意
欲
を
評

　

京
都
大
は
、
北
野
正
雄
教
育
担
当
理
事
・

副
学
長
が
高
大
連
携
の
取
り
組
み
、
16
年

度
か
ら
始
ま
る
特
色
入
試
の
概
要
を
報
告

し
た
。「
本
学
は
、入
試
を
選
抜
で
は
な
く
、

『
マ
ッ
チ
ン
グ
の
プ
ロ
セ
ス
』
と
位
置
付
け

て
い
る
。
大
学
が
高
校
生
の
適
性
や
興
味
・

関
心
を
捉
え
る
と
同
時
に
、
高
校
生
が
自
身

の
能
力
や
才
能
を
発
揮
す
る
機
会
を
与
え

る
こ
と
が
大
切
」
と
北
野
副
学
長
は
説
く
。

　

マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
と
し
て
、
京
都
大

は
高
大
連
携
を
重
視
。
既
に
13
都
府
県
市

の
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
い
る
。
15
年

８
月
に
は
模
擬
授
業
や
大
学
生
と
の
交
流

を
中
心
と
し
た
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
行
い
、

同
11
月
に
は
各
都
府
県
市
の
代
表
12
校
の

高
校
生
が
研
究
発
表
を
行
う
サ
イ
エ
ン
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
実
施
予
定
だ
。高
校
生

の
学
び
を
支
援
し
つ
つ
、
京
都
大
の
教
育

や
校
風
を
周
知
し
て
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
。

　

そ
れ
を
更
に
推
し
進
め
た
改
革
が
、
16

年
度
に
始
ま
る
「
特
色
入
試
」
だ
。
各
学

部
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー（
Ａ
Ｐ
）

に
応
じ
て
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
、
後
期
日

程
な
ど
、
様
々
な
方
式
で
選
抜
す
る
。
入

学
定
員
は
全
学
部
計
１
０
０
人
程
度
。
総

入
学
定
員
の
３
％
だ
が
、
北
野
副
学
長
は

「
こ
れ
は
あ
く
ま
で
出
発
点
」
と
今
後
の
拡

大
を
示
唆
す
る
。
最
大
の
特
徴
は
高
大
接

続
を
意
識
し
た
点
で
、
出
願
時
に
は
高
校

時
代
の
活
動
を
記
す
「
学
業
活
動
報
告
書

（
学
び
の
報
告
書
）」
と
、
志
望
理
由
や
大

学
で
の
目
標
を
記
載
す
る
「
学
び
の
設
計

書
」
を
提
出
。
そ
れ
ら
と
セ
ン
タ
ー
試
験
、

総
合
問
題
、
口
頭
試
問
、
論
文
試
験
な
ど
、

個
別
試
験
の
成
績
を
総
合
し
て
合
否
を
判

定
す
る
（
図
１
）。
京
都
大
で
は
、
全
学
の

Ａ
Ｐ
に
「
対
話
を
根
幹
と
し
た
自
学
自
習
」

を
掲
げ
る
。
特
色
入
試
も
そ
う
し
た
主
体

性
を
重
視
す
る
選
抜
内
容
に
し
て
い
る
。

京都大
教育担当理事・
副学長

北野正雄
きたの・まさお

大阪大
教育担当理事・
副学長

東島清
ひがしじま・きよし

京都大　特色入試の概要図１
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高大接続と個々の学部の教育を受ける基礎学力を重視し、次の❶
と❷の判定を併せて、総合的に評価して選抜する。

❶高校での学修における行動と成果の判定
高校在学中の顕著な活動歴（＊１）を記す学業活動報告書や推薦書、学
びの設計書で評価する

❷個々の学部におけるカリキュラムや教育コースへの適合力の判定
センター試験の成績、学部ごとの能力測定考査、論文試験、面接試験、
口頭試問などを組み合わせて実施する
＊1　数学オリンピックや国際科学オリンピック出場、各種大会における入賞、教育委
員会賞、国際バカロレアディプロマコース、ＳＡＴ、英語外部検定試験の成績など

＊京都大の資料を基に編集部で作成

大
学
入
試
は
「
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
」

京
都
大

改
革
の
現
状
報
告

第
２
部

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
世
界
適
塾
」

大
阪
大

改
革
の
現
状
報
告

第
２
部



　

関
西
学
院
大
は
、
19
世
紀
末
の
宣
教
師

Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
に
よ
る
創
立
時
か
ら

「
世
界
市
民
の
育
成
」
を
大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
し
て
掲
げ
て
き
た
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学

で
あ
る
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
現
の
た
め
に
、

国
際
ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、ダ
ブ
ル
デ
ィ

グ
リ
ー
留
学
、
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

な
ど
、
数
多
く
の
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
展
開
し
て
き
た
。

　

小
菅
正
伸
理
事
・
副
学
長
か
ら
、
大
学

の
歴
史
、
国
際
化
の
取
り
組
み
が
説
明
さ

れ
た
後
、
高
大
接
続
セ
ン
タ
ー
の
尾
木
義

久
次
長
が
高
大
連
携
・
入
試
改
革
の
現
状

を
報
告
し
た
。
高
大
連
携
と
い
う
と
、
従

来
、
大
学
・
学
部
理
解
の
た
め
の
出
前
授

業
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
の
側
面

が
強
か
っ
た
。
同
大
学
で
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
や

課
題
研
究
に
取
り
組
む
高
校
生
、
そ
れ
を

支
援
す
る
高
校
教
師
の
た
め
に
、
専
門
的

な
知
識
・
技
能
の
提
供
を
主
眼
に
置
く
。

高
校
生
に
よ
る
公
開
討
論
会
、
国
連
機
関

の
職
員
を
招
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
の
意
欲
や
志
を
醸
成
す
る
取
り
組
み
か

ら
、
英
語
の
４
技
能
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
伸

ば
す
た
め
の
高
校
教
師
向
け
セ
ミ
ナ
ー
ま

で
、
多
様
な
形
で
高
校
の
課
題
研
究
活
動

や
語
学
教
育
を
支
援
し
て
い
る
。

　

入
試
改
革
も
、
文
部
科
学
省
の
高
大
接

続
改
革
に
先
行
し
て
力
を
入
れ
て
き
た
。

14
年
度
に
は
、
学
生
の
能
力
・
意
欲
・
適

性
を
多
面
的
・
総
合
的
に
評
価
す
る
「
グ

ロ
ー
バ
ル
入
試
」を
導
入
。16
年
度
か
ら
は
、

Ｓ
Ｇ
Ｈ
・
Ｓ
Ｓ
Ｈ
校
生
を
対
象
と
す
る
公

募
推
薦
入
試
、
４
技
能
型
の
英
語
検
定
試

験
の
ス
コ
ア
を
出
願
資
格
と
す
る
入
試
制

度
を
導
入
予
定
だ
（
図
３
）。

　
「
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト

（
仮
称
）」
は
活
用
の
方
向
で
準
備
を
進
め

価
す
る
「
世
界
適
塾
入
試
」
を
導
入
予
定
。

高
校
時
代
の
成
績
や
セ
ン
タ
ー
試
験
の
他
、

Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ　
Ｃ
Ｂ
Ｔ
な
ど
の
英
語
外
部
検
定

試
験
の
ス
コ
ア
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
研
究
発
表
会

出
場
者
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
コ
ー
ス
の
履
修
者
な
ど
、

高
校
時
代
の
多
様
な
活
動
を
総
合
的
に
評

価
す
る
（
図
２
）。

　

高
校
生
の
多
様
な
力
を
育
む
た
め
、
高

大
接
続
も
強
化
す
る
。
科
学
技
術
振
興
機

構
の
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
パ

ス
の
指
定
を
受
け
、
高
校
生
対
象
の
理
数

教
育
も
実
施
し
て
い
く
。

て
お
り
、
19
年
度
実
施
予
定
の
「
高
等
学

校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
に
つ
い
て

も
推
薦
入
試
な
ど
で
の
活
用
を
検
討
中
だ
。

「
政
府
が
進
め
て
い
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
必
要
な
力

を
い
か
に
子
ど
も
た
ち
に
身
に
付
け
さ
せ

る
か
と
い
う
視
点
が
、
教
育
者
に
求
め
ら

れ
て
い
る
」
と
、
尾
木
次
長
は
強
調
し
た
。

関西学院大　高大接続改革実行プランに対応した入試　概要図３

関西学院大
高大接続センター
次長

尾木義久
おぎ・よしひさ

関西学院大
理事・副学長

小菅正伸
こすが・まさのぶ

大阪大　独自入試制度　概要図２
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高
大
接
続
で
課
題
研
究
を
サ
ポ
ー
ト

関
西
学
院
大

改
革
の
現
状
報
告

第
２
部

•挑戦枠（一般入試前期課程）／理学部：37人　知識の習得だけでな
く、自分の頭脳で粘り強く考察する人を選抜
•研究奨励ＡＯ入試／理学部：16人　高校で優れた研究活動をした人
を選抜
•推薦入試／基礎工学部：40人　科学技術を担う意欲と適性を評価
•国際科学オリンピックＡＯ入試／理・工・基礎工学部　国際科学オ
リンピック日本代表者から選抜
•世界適塾ＡＯ入試、世界適塾推薦入試、国際オリンピックＡＯ入試
（2017年度～）　定員の10％をめどに、高校で主体的に学ぶ態度と
能力を身に付けた意欲ある人材を選抜

＊大阪大の資料を基に編集部で作成

•グローバル入試（2014年度～）　GTEC for STUDENTS、GTEC CBTなどのスコアや、模
擬国連活動に取り組んだ経験、留学経験や海外経験を有する者（帰国生徒含む）、国際バカ
ロレア認定者、科学オリンピックに挑戦した者などを対象とし、５つのカテゴリーで実施
•４技能型の英語検定試験と大学入試センター試験を活用する入試（2016年度～）GTEC
　CBT、TOEFLなどのスコアを出願資格に設定。レベルはCEFR・B2レベル程度
•４技能型の英語検定試験のスコアと推薦入学の出願資格（2016年度から漸次実施）　
GTEC　CBT、TOEFLなどのスコアを有する者が望ましい。レベルはCEFR・B1レベル程度
•SGH校対象公募推薦入試、SSH校対象公募推薦入試、教育連携校対象公募推薦入試（2016
年度～）　課題研究論文や学びの計画書による第１次審査、個別面接・グループディスカッ
ション・プレゼンテーションなどによる２次審査で評価。GTEC CBT、TOEFLなどのス
コアについても評価の対象

＊関西学院大の資料を基に編集部で作成



　

質
疑
応
答
で
は
、
会
場
か
ら
多
く
の
質

問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

中
で
も
関
心
が
高
か
っ
た
の
は
、
新
テ

ス
ト
の
活
用
だ
。「『
高
等
学
校
基
礎
学
力

テ
ス
ト
（
仮
称
）』
を
入
試
に
使
う
場
合
、

ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
」
と
い
う
質

問
に
対
し
て
、
京
都
大
の
北
野
副
学
長
は
、

「
テ
ス
ト
の
活
用
は
改
革
会
議
の
議
論
の
内

容
を
見
な
が
ら
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

高
校
現
場
に
、
入
試
で
必
要
の
な
い
科
目

は
履
修
し
な
い
傾
向
が
あ
る
の
は
事
実
。

幅
広
い
学
力
が
担
保
さ
れ
る
な
ら
、
何
ら

か
の
形
で
入
試
に
活
用
す
る
こ
と
は
あ
り

得
る
」
と
答
え
た
。
大
阪
大
の
東
島
副
学

長
は
、「
本
テ
ス
ト
は
高
校
に
お
け
る
学
習

の
達
成
度
を
測
る
試
験
な
の
で
、
入
試
と

は
目
的
が
異
な
る
」
と
い
う
認
識
を
示
し

な
が
ら
も
、「
大
学
と
し
て
は
調
査
書
に
書

い
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
は
あ
る
」
と
答

え
た
。関
西
学
院
大
の
小
菅
副
学
長
は
、「
調

査
書
を
補
完
す
る
情
報
と
し
て
活
用
す
る

方
向
で
検
討
中
」
と
述
べ
た
。

　

各
大
学
の
報
告
の
中
で
強
調
さ
れ
て
い

た
高
校
生
の
主
体
性
や
意
欲
に
つ
い
て
、

入
試
で
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
の
か

に
も
、
関
心
が
集
ま
っ
た
。「
高
校
生
の
主

体
性
を
大
学
入
試
で
ど
の
よ
う
に
測
っ
て

い
く
の
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
東

島
副
学
長
は
、「
高
校
生
を
間
近
で
見
て
き

た
学
校
の
先
生
の
目
が
、
最
も
信
頼
で
き

る
と
考
え
ら
れ
る
。
高
校
か
ら
の
提
出
書

類
を
採
用
す
る
と
共
に
、
高
校
生
本
人
が

作
成
す
る
活
動
報
告
の
内
容
か
ら
、
我
々

自
身
が
受
験
生
の
資
質
を
見
極
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
、
高
校
生
の
活
動

報
告
を
読
み
説
く
力
を
持
つ
教
職
員
を
育

成
す
る
意
向
を
語
っ
た
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
明
ら
か
に
な
っ

た
の
は
、
高
大
接
続
改
革
に
対
す
る
高
校

現
場
の
関
心
の
高
さ
だ
。
会
場
は
高
校
関

係
者
で
埋
ま
り
、
質
疑
応
答
で
は
前
述
の

他
に
も
、
新
テ
ス
ト
や
入
試
方
式
に
つ
い

て
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

高
大
接
続
改
革
の
細
部
は
い
ま
だ
に
見

え
な
い
部
分
も
多
い
が
、
引
き
続
き
文
部

科
学
省
や
各
大
学
か
ら
発
信
さ
れ
る
情
報

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
山
田

高た
か

幹も
と

か
ら
は
、
今
後
の
大
学
入
試
に
お
い

て
、
留
学
経
験
や
高
校
で
の
多
様
な
活
動

歴
に
よ
る
多
面
的
・
総
合
的
な
評
価
、
及

び
英
語
の
４
技
能
の
評
価
が
一
層
重
視
さ

れ
る
見
通
し
が
解
説
さ
れ
た
。

　

４
技
能
型
の
英
語
外
部
検
定
試
験
の
入

試
で
の
活
用
法
に
は
、
次
の
５
点
が
示
さ

れ
た
。

①
出
願
基
準
（
基
準
ス
コ
ア
を
満
た
す
者

の
み
出
願
可
）

②
書
類
審
査
（
合
否
判
定
に
利
用
）

③
試
験
の
代
替
（
英
語
本
試
験
に
代
え
て

ス
コ
ア
を
得
点
化
）

④
み
な
し
得
点
化
（
ス
コ
ア
に
応
じ
て
み

な
し
得
点
を
設
定
し
、
英
語
本
試
験
の

得
点
よ
り
高
い
場
合
に
代
替
）

⑤
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
（
ス
コ
ア
に
応
じ
て
英

語
本
試
験
に
得
点
加
算
）

　

15
年
度
入
試
で
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の

英
語
で
思
う
よ
う
に
得
点
で
き
な
か
っ
た

受
験
生
が
、
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
ス
コ
ア
が
志
望

大
の
基
準
に
達
し
て
い
た
た
め
に
合
格
し

た
事
例
が
報
告
さ
れ
た
。
外
部
検
定
試
験

の
ス
コ
ア
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
進
路
実

現
に
有
効
だ
っ
た
一
例
と
い
え
る
。

　

英
語
の
外
部
検
定
試
験
を
活
用
す
る
入

試
の
受
験
対
象
者
数
は
、
15
年
度
入
試
ま

で
３
０
０
０
人
程
度
だ
っ
た
が
、
16
年
度

以
降
は
７
万
人
に
上
り
、
更
に
拡
大
す
る

見
込
み
だ
。
外
部
検
定
試
験
が
重
視
さ
れ

る
背
景
に
は
、
高
校
生
の
英
語
力
の
課
題

が
あ
る
。
日
本
の
高
校
生
の
90
％
以
上
が
、

Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
で
外
国
語

の
学
習
者
の
習
得
レ
ベ
ル
を
示
す
基
準
）

の
Ａ
２
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
る
と
見
ら
れ
て

お
り
、
Ｂ
１
以
上
は
10
％
に
満
た
な
い
。

　

高
大
接
続
改
革
の
議
論
で
は
、
日
本
人

の
英
語
力
の
現
状
を
踏
ま
え
た
テ
ス
ト
開

発
の
あ
り
方
が
論
点
に
上
が
っ
て
お
り
、

高
校
生
の
学
力
レ
ベ
ル
に
適
し
た
外
部
検

定
試
験
の
選
択
が
今
後
、
一
層
重
要
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。

ベネッセコーポレー
ション

山田高幹
やまだ・たかもと
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新
テ
ス
ト
や
、主
体
性
等
を
入
試
で
ど
う
測
る
か
に
関
心
が

質
疑
応
答

入
試
で
の
英
語
外
部
検
定
試
験
の
活
用
法
を
解
説

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

現
状
報
告

第
２
部



「
な
ぜ
、
学
ぶ
の
か
」
と
い
う
問
い
に
答
え
ら
れ
る

生
徒
の
育
成
を

　

6
月
号
特
集
の
座
談
会
に
お
い
て
、
京
都
市
立
西

京
高
校
の
岩
佐
峰
之
先
生
が
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

「
な
ぜ
、
学
ぶ
の
か
」
と
い
う
質
問
に
「
社
会
に
貢
献

す
る
た
め
に
学
ん
で
い
る
」
と
答
え
ら
れ
る
生
徒
を

育
成
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
た
。
そ
う
す
る
こ

と
が
、
学
び
の
動
機
を
持
ち
続
け
、
学
習
を
継
続
で

き
る
生
徒
の
育
成
に
つ
な
が
る
と
感
じ
て
い
る
。

学
び
を
支
え
る
精
神
力
を
培
う
様
々
な
経
験

　

6
月
号
の
「
ハ
ー
ト
を
こ
が
せ
！
」
を
読
み
、
か

る
た
同
好
会
の
活
動
に
没
頭
で
き
る
力
は
、
学
び
を

支
え
る
精
神
力
を
培
う
一
助
で
も
あ
る
と
思
っ
た
。

ワ
ク
ワ
ク
す
る
体
験
を
し
て
、
想
像
力
が
膨
ら
み
、

文
化
の
価
値
を
実
感
す
る
良
い
機
会
と
な
る
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
伝
統
競
技
を
経
験
し
、
習
熟
を
目
指
す
あ

り
方
は
、
い
ま
一
度
見
直
さ
れ
て
も
よ
い
と
思
う
。

教
師
は
、「
生
徒
が
出
来
る
こ
と
」
を
ま
ず
考
え
る
べ
き

　

6
月
号
の
「
指
導
変
革
の
軌
跡
」
で
紹
介
さ
れ
た

石
川
県
立
金
沢
北
陵
高
校
の
記
事
で
、「『
生
徒
の
力

は
こ
の
程
度
だ
ろ
う
』
と
、
教
師
が
生
徒
の
限
界
を

決
め
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
と
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残
っ
た
。
現
場
で
は
、

時
折
、生
徒
が
「
出
来
な
い
」
と
言
う
の
を
耳
に
す
る
。

課
題
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、「
出
来
な
い
」
の
で
は
な

く
、
教
師
が
「
出
来
る
よ
う
に
さ
せ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
」
と
思
う
し
、
教
師
は
「
出
来
る
こ
と
は

何
か
」
を
先
に
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。
改
め
て
、

指
導
側
の
原
点
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

生
徒
が
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
体
験
を
語
り
合

う
場
に
つ
な
げ
た
い

　

6
月
号
の
「
改
良
！　

指
導
ツ
ー
ル　

ビ
フ
ォ
ー

ア
フ
タ
ー
」
で
紹
介
さ
れ
た
、「
2
年
生
・
夏
休
み
前

後　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
指
導
ツ
ー
ル
」
を
使
っ

た
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
報
告
発
表
会
や
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
体
験
を
語
り
合
う
場
に
つ
な

げ
て
い
く
点
を
参
考
に
し
た
い
。
教
師
の
指
導
に
よ

り
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
単
発
的
な
行
事
に
終

わ
ら
せ
な
い
よ
う
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
こ
そ
が
、

今
回
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
か
ら
学
ぶ
べ
き
点
だ
ろ
う
。

段
階
を
踏
ん
だ
「
高
大
接
続
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」
に

　

6
月
号
の
「
半
歩
未
来
を
考
え
る
教
育
オ
ピ
ニ
オ

ン
」
の
記
事
に
お
け
る
、
東
京
都
立
西
高
校
の
宮
本

久
也
校
長
と
岡
山
県
立
和
気
閑
谷
高
校
の
香
山
真
一

校
長
の
対
談
は
、
高
校
の
実
態
を
よ
く
踏
ま
え
た
内

容
で
あ
り
、「
高
大
接
続
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」
に
高
校

現
場
が
ま
だ
追
い
付
け
て
い
な
い
現
状
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
い
た
。
２
人
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

段
階
を
踏
ん
だ
改
革
に
し
て
ほ
し
い
と
痛
感
し
て
い

る
。

﹇
宮
崎
県
立
小
林
高
校
・
宮
野
原
章
史
﹈

﹇
兵
庫
県
・
私
立
神
戸
国
際
中
学
・
高
校
・
徳
岡
努
﹈

﹇
埼
玉
県
立
大
宮
光
陵
高
校
・
久
保
島
昌
一
﹈

﹇
滋
賀
県
立
草
津
東
高
校
・
堀
浩
司
﹈

﹇
埼
玉
県
・
匿
名
希
望
﹈

わ

け
し
ず
た
に

ひ
さ
や

さ
い

こ
う
や
ま

き
ょ
う
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『ＶＩＥＷ２１』高校版は
年６回の発行です

2 0 1 5
O c t o b e r

 10　月

次号は
10月16日発行（予定）

V o l u m e  4

◎今号の取材を通して、どの先生
方も「生徒の未来のため」にご指
導されていることが分かりました。
新しい入試に向けた指導を終着点

とするのではなく、その先の、高校卒業後も「自
ら生き抜いていける力」の育成の重要性を感じま
した。特集の学校事例からも、入試改革は意識し
つつも、生徒にどのような人材になってほしいの
かといった、生徒の未来を見据えたお取り組みを
実践されていることが感じ取れました。新しい入
試に向けて指導の内容が一部変わったとしても、
「生徒の未来のため」の指導は、不変的なものな
のだと思いました。（廣田）

3

教
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川
柳
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立
香
川
県
大
手
前
高
松
中
学
・
高
校
・
佐
藤
浩
章

『VIEW21』高校版は
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ご覧いただけます！
本誌の最新号、及びバックナンバーは、
ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト
で公開しております。誌面の PDF や「改
良！　指導ツール　ビフォーアフター」の
図版もダウンロードできます。ぜひご活
用ください。
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〈ビュー21〉

先 生 方 と と も に 高 校 生 の 今 と 未 来 を つ な ぐ

2 0 1 5
A u g u s t

8 月

高 校 版
V o l u m e 3

新課程　指導最前線

新課程入試に向けた
２年生後半の指導のあり方

指導変革の軌跡
北海道
札幌北高校
岡山県・私立
岡山中学・高校

半歩未来を考える教育オピニオン

「アグリマイスター顕彰制度」で
変わる農業高校教育

特集

高大接続改革と
これからの
教師の役割

今こそ、
教師が語り合う時
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特
集
高
大
接
続
改
革
と
こ
れ
か
ら
の
教
師
の
役
割
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受付時間　月～金8：00～19：00／土8：00～17：00（祝日、年末・年始を除く）
株式会社ベネッセコーポレーション岡山本社　〒700-8686 岡山市北区南方3-7-17
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